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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　序章　流星雨







　星が降っていた。

　惑わく星せいの地表に何百万という星が降り注いでいた。

　その惑星の名前は「フカン・テン」。

　この宇宙における人類の生存圏けんのもっとも外がい縁えん部。俗ぞくにローデス辺境星域と呼ばれる部分にある開かい拓たく惑星の一つだった。

　開拓民用に造られた標準型のユニットハウスのベランダで、少年が夜空を指差して叫さけんだ。

「すっごい流れ星だね、父さん！」

　横に立っていた父親が、笑いながら言った。

「願いごとを言ってごらん。これだけの流れ星があれば、きっと一つぐらいはお前の願いをかなえてくれるかもしれないぞ」

　少年は目を輝かがやかせると、両手を顔の前で組み合わせて目を閉じた。

　そのとき、山の向こうや、家の裏手の平原で、何かが立て続けに光り、そして鈍にぶい雷らい鳴めいのような音が夜の空気を震ふるわせた。

「今の音……なに？」

　怯おびえた顔をする息子むすこに、父親は心配いらないよ、という風に首を振ふって応えた。

「きっと隕いん石せきだ。あの流れ星の中には、大気圏で燃え尽つきないで地面まで落ちてきたものがいくつかあったんだよ」

　息子は怯えた顔のまま再び聞いた。

「家の屋根に落ちてきたらどうしよう……」

「そんなことはめったにないさ。もし、あったら、それはとんでもない幸運と災難が一いつ緒しよにきたようなものだろうね。さあ、明日は学校だろう？　お前はもう寝ねなさい」

「うん……」

　心配そうな息子に向かって父親は安心させるように笑いかけた。

「明日、近所の人と、落ちた隕石を探しに行こうかと思っているんだ。学校から帰ってきたら、庭に隕石が置いてあるかもしれないぞ」

　息子は目を丸くして叫んだ。

「ほんと？　わあ、すごいや！」




　この日、惑星「フカン・テン」の地表には、流星雨と共に数十万の隕石が落下した。

　やがて、夜が明け、地表に太陽の光が差しはじめたとき。

　その地表に落ちた隕石の表面から何か目に見えない蒸気のようなものがゆらゆらと立ち上り始めた。

　その蒸気のようなものは大気の中に溶とけ込んで、風に乗り、二十四時間もしないうちに惑星の地表全体をおおった。




　異変を知ったのはローデスの惑星開発局だった。

「フカン・テン」からの、個人通信をはじめとする一いつ切さいの通信が突とつ然ぜんに、そして完全に途と絶だえたのだ。

　惑星開発局は、さまざまな通信デバイスを使って「フカン・テン」に呼びかけた。しかし、それに応こたえる者は誰だれ一人ひとりいなかった。

　それは、この星域の近くで人類外知的生命体との接せつ触しよくを意味するコードＥを発信した探査船ガーゴイル号が消息を絶って一ヶ月が経過したころのできごとだった。
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　第一章　知的生命体探査機構







　帝てい国こくの勢力圏けんからも、神聖ローデスの勢力圏からも遠く離はなれた、いわゆる辺境星域を、一隻せきの大型船が航行していた。

　艦かんの形状は帝国軍のＫ級高速戦艦によく似ているが、主武装である主しゆ砲ほうの砲ほう塔とうの半分以上が撤てつ去きよされ、その代わりに船体から大小、長短さまざまな種類のセンサーアンテナがトゲのようにいくつも飛び出しており、シルエットだけを遠くから見ると、サボテンの一種のようにも見える。

　この奇き妙みような形をした船の名前は「探査船オーバーロード号」。

　もともとは帝国軍の情報収集艦として建造された船だったが、一度も軍ぐん籍せきを受けることなく、知的生命体探査機構に譲じよう渡とされ、今は探査機構の大型探査船として運用されていた。




『アティーブ博士、まもなく指定座標星域に転移いたします。各種センサーおよびデータ記録システムのチェックは終しゆう了りようしておりますので、通常空間に転移するのと同時に記録を開始できます。他ほかに指示事じ項こうがあればお申し付け下さい』

　オーバーロード号のブリッジの階下にある中央指揮室の壁へき面めんにあるメインスクリーンに映し出された若い男は、そう言うと、電子人格特有の生き真面まじ目めな表情を保ったまま小さく一礼した。

　メインスクリーンに向かって、半円形に雛ひな壇だんのように並んでいる情報コンソールブースの中央、最上部にあるシートに座っていた白はく髪はつ交じりの灰色の髪かみを持つ初老の男が、それを見て、苛いら立だったような口調で応こたえた。

　角ばった顎あごと太い眉まゆ毛げを持つ頑がん固こで厳格な印象の顔そのままの声だった。

「ブルー、以前にも君に言ったと思うが、この探査船オーバーロードにおいては、形式的な儀ぎ礼れいは一切必要としていない。私に指示を受けるときに、いちいち頭を下げるなどという不合理なことは止やめてくれたまえ」

『はい。申し訳ありませんアティーブ博士』

　スクリーンの中の電子人格は、今度は頭を下げなかった。

「よろしい、しっかり学習するようにな……」

　ホーク・アティーブ博士が、その名のとおり鷹たかのような目でスクリーンを見み据すえ満足した口調で告げたとき、指揮室の一番隅すみのシートに座った三十代半ばの男が、ぼやくようにつぶやいた。

「礼儀や挨あい拶さつってのは、人間関係の潤じゆん滑かつ油ってのが常識ですが、さすが、科学者の方は人間ができていますな、感情より理性が優先していらっしゃるようで……」

　一いつ瞬しゆん、中央指揮室の中の空気が凍こおりついた。

　ホーク・アティーブ博士は、帝国における人類文化学の権けん威いであり、この知的生命体探査機構に所属する外がい縁えん部専用探査船オーバーロード号に乗り込む分ぶん析せきチームの主席研究員である。

　この機関において主席研究員というポストは、会社組織で言えば常務取とり締しまり役やく。つまり一部門を任されている『ボス』のようなものだ。

　その『ボス』に向かって皮肉めいた異議申し立てをするような人間が存在するとは、誰だれも思わなかったのだ。

　アティーブ博士は、じろりとその男をにらんで応えた。

「トーダ・ガーナッシュ君、今回の探査において君は単なるオブザーバーに過ぎん。この探査分析活動は、選ばれた知性と崇すう高こうな使命感の持ち主によって行われる。その席は本来ならば君のような自じ称しよう探検家ごときが座れるような場所ではないのだ。君には、そのことをよく理解してもらいたいものだな」

　知的生命体探査機構は、帝国と神聖ローデスをふくむ人類すべての国家と体制を横断して活動する組織であり、活動する資金、装備、そして運営する人員は、それらの国家が共同して拠出していた。

　そして、この組織の存在理由である知的生命体探査を行う学術研究者もまた、各国のトップクラスの人間が選ばれていた。

　学術研究者にとって、この組織に招しよう聘へいされることは、人類の英知の代表者として選ばれることと同義であり、各国はこの機関に赴おもむく研究員を国家の代表として位置づけていた。

　このことによって、知的生命体探査機構は、単なる学術機関としてだけでなく一種の国家間における外交チャンネルとしての機能も果たしているのだ。

　アティーブ博士の言うとおり、なんの肩かた書がきもない一いつ介かいの探検家が、のこのこと顔を出して、発言することが許される場所ではない。

　トーダと呼ばれた男は、アティーブ博士の侮ぶ蔑べつの視線を受け止めると、右手でその癖くせのある黒くろ髪かみを搔かいて、あっさりと言った。

「感情を表に出すことなく常に合理的。アティーブ博士は、まさしく思考種の鑑かがみですね」

　トーダの応えを聞いたアティーブ博士は、少し驚おどろいたように目を見開いた。

「私の書いた、種の分化と棲すみ分けに関する論文を知っているのかね？」

「ええ、アーレカ誌は毎週読んでいますからね。あの博士の論文に対するケネス・ペパー博士の反論は、お読みになりましたか？」

「あの論文は、事例をいくつか挙げて実証的に反論を展開していて好感が持てたが、いくつかの点で、私とは判断の食い違ちがいが見られるな。その一つが階級的な帝国の身分制度を前提としているという点だ、この点は……」

　そこまで答えたとき、アティーブ博士は、今が議論を交かわしている場合ではないことに気が付いて、後に続く言葉を飲み込んだ。

　この探査船オーバーロード号は、今まさに異星人との接せつ触しよくが報じられた星域の通常空間に転移しようとしていた。

　実体化するのと同時に目の前で異星人の宇宙船と接触する可能性も否定できないことから、研究員だけでなく、乗組員全員が緊きん張ちようしていたのだ。

　人類の長年の夢である地球外知的生命体との接触は、人類の歴史に残るできごとである。しかも、最悪の場合は対異星人戦争の引き金を引くかもしれないという緊きん張ちよう感が漂ただよう船内で、自分の書いた論文について論争を続けることほど場ば違ちがいなことはない。

　アティーブ博士は、小さく咳せき払ばらいをすると、トーダを軽くにらみつけて言った。

「君が、ただの無学な探検家ではない、ということはわかった。ペパー博士の反論に関しての再反論はまた後日、時間があるときに申し述べよう」

「ええ、楽しみにしております。旅は長いですからね」

　トーダは、さらりと応えると、笑って小さくうなずいた。

　一通りの会話が終わったのを見て、電子人格のブルーは、あらためて宣言した。

『まもなく跳ちよう空間ドライブを終しゆう了りよういたします。通常空間転移まで、あと五分です。皆みな様さまのパーソナルモニターにカウントダウン表示ウィンドウを開きました。転移と同時にセンサーから送られてくる各種データをリアルタイム表示します』

　中央指揮室の中に、再びぴんと張り詰つめた緊張感が漂い始めた。

　情報収集用パーソナルブースの中に座っている分析研究員たちは、誰も皆、自分が人類の歴史に残る一瞬に立ち会うかもしれないという、期待と不安の入り混じった目でパーソナルスクリーンを見つめた。

　そのスクリーンの右下には、小さなウィンドウがあり、その中に表示された数字が流れるようにその数を減らしてゆく。

　やがて、その最後の数字がゼロを表示したとき。

　灰色一色だったメインスクリーンに銀河辺境部特有の、恒こう星せいのまばらな暗い星空が映し出された。

『転移完了。船体各部に異状なし。各種センサーは正常に機能しております』

　電子人格であるブルーの声が分析室の中に響ひびいた次の瞬間。

　中央指揮室のパーソナルモニターの、ほとんどすべてに、真っ赤なサインが瞬またたいた。

「前方に高熱源体多数！」

「重力波反応あり！」

「多重波長によるアクティブセンサー波感知！」

　分析研究員の報告と共に、中央に表示されている球形スクリーンに無数の光点が表示された。

「なんだ！　この反応は！　なぜこの星域にこれほどの宇宙船が！」

　アティーブ博士の叫さけび声のとおり、その反応は、異星人のものではなく、すべて既き知ちのパターンに当てはまるものだった。

『該がい当とう星域に展開されている艦かん船せんは、すべてローデス軍の正規艦隊のものと判明しました』

　ブルーの報告を聞いた分ぶん析せき研究員たちが、ざわめいた。

「ローデスの正規軍だって？」

「そんなものが、なぜこんなところに艦隊を展開しているんだ？」

「この星域は、われわれ探査機構の船以外の立ち入りが禁止されていたんじゃないのか？」

　その疑問に応えるかのように、メインスクリーンに一人の男が映った。

　帝国軍の軍服によく似た制服を身につけたその初老の男は、アティーブ博士に視線を合わせて敬礼した。

『船長のシムスンです。前方に展開するローデス軍の艦隊司令より、停船命令を受けました。本船の目的及および所属について返信したところ、探査機構の責任者と映像転送装置による個別連れん絡らくを取りたいとの返答でした。いかがいたしますか？』

　アティーブ博士が応えるより早く、その斜ななめ後ろにいた一人の女性研究員が声を上げた。

「私に話をさせてください！　私はこの探査船内におけるローデス側研究員の最高位にあります。ローデスの軍が相手ならば、私がなんとかできるかもしれません」

　アティーブ博士は、驚おどろいたように、声の主を振ふり返った。

「ステラ博士……」

　ステラ博士と呼ばれた、年ねん齢れい三十歳くらいの理知的な風ふう貌ぼうの女性研究員は、ゆっくりと立ち上がった。

「われわれ探査機構は、いかなる国家の主権にも束そく縛ばくされない独立した権限を持っています。しかし、現実にこの宇宙を支配しているのが帝てい国こくとローデスという二つの大きな国家であることは否定できません。現実には常に柔じゆう軟なんに対応すべきだと思います……」

　そしてステラ博士は微び笑しようを浮うかべ、言葉を続けた。

「要するに、私はローデス軍に顔が利きく、ということですわ」

　アティーブ博士は、一いつ瞬しゆん考えた。

　……ステラのおかげでトラブルが回かい避ひできるなら、それを断る理由はないな。この調査の目的の前には、ローデスだの帝国だのという区別はなきに等しい。

「わかった、同席を許可する」

「ありがとうございます」

　一礼するステラ博士に向かって軽くうなずいた後で、アティーブ博士は、メインスクリーンを振り返った。

「と、いうことだ。私とステラ博士の映像データを相手側に転送してくれ」

『かしこまりました。ただちにローデス軍の艦隊司令あての通信リンクにデータを転送致いたします』

　メインスクリーンの中のシムスン船長が、敬礼して消えるのと同時にアティーブ博士とステラ博士のパーソナルブースを白い不ふ透とう過かスクリーンがおおった。




　アティーブ博士は、自分がどこかの小さな部屋の中に立っているのに気が付いた。

　灰かい白はく色しよくの自己修復再生機能を持つ生体リノリウムが張られた床ゆかの上に、ローデス軍の規格品らしい事務用品が並んでいる。

　その中に、一つだけデザインの風合いの違ちがう小さなチェストがあり、その上には家族のスナップシーンと思われる人間たちの立体映像が置かれていた。

　目の前のこの光景が、パーソナルブースに展開されたスクリーンの内側に投とう影えいされている立体映像であることを知りつつ、アティーブは一瞬、そのチェストのところまで歩いていって、家族の映像を見てみたい……という欲求に駆かられた。

　そのチェストの脇わきに、ローデス正規軍の士官を意味する灰色の軍服をぴしりと着込んだ、黒くろ髪かみの実直そうな風貌を持つがっちりとした体格の男が進み出た。

　年齢は三十代後半というところだろうか？　着ている軍服の襟えりの色は青、そこにローデス軍の階級を表す天使の羽根が示されている。

　……青地に金羽根三本ということは、この艦隊司令は教皇院直属の神衛軍に所属する大たい佐さか。

　アティーブがそう考えたとき、ローデス軍の艦隊司令が、胸に手を当てるローデス式の敬礼をした後で、ゆっくりと口を開いた。

『神聖ローデス軍第三神衛軍、四十三派は遣けん艦隊司令のドーダイ大佐です』

　アティーブは頭を下げた。

「知的生命体探査機構、特別編成班主席研究員のホーク・アティーブと申します」

　ドーダイ大佐は、アティーブの横に立つステラを見て少し訝いぶかしげな顔をした。

『私は、探査機構の最高責任者の方と、個人的にお会いしたいと申し入れたはずだが……こちらの女性は？』

　ステラは、つい、と胸を張った。

「わたくしは、探査機構の生物学部門主席研究員のステラ・スターウェイと申します……もっとも、司令官には、神聖ローデス軍エルブレント最高神学士官学校で、生物学を教えていたころのように、ステラ教官と名乗った方が、おわかりになるかもしれませんね」

　ドーダイ大佐の目が見開かれた。

『なんと！　これは大変失礼いたしました……どちらかでお見かけした方だとは思っておりましたが、まさか教官殿どのだったとは……』

「探査機構に招かれローデスの科学アカデミーを後にして、もう五年になりますからね。言こと葉ば遣づかいや仕草がローデス人に見えなくても無理はありません」

　ステラは、微笑を浮かべてうなずいた後で、ちらりとアティーブを見た。

　……なるほど、ローデス軍に顔が利きくわけだ。

　アティーブは心の中でうなずきながら、ドーダイ大佐に向かって言った。

「ご存ぞんじのとおり、われわれ探査機構は、帝国、ローデス、そのどちらにも属さない純然たる中立の研究機関だ。この先の星域で消息を絶った探査船ガーゴイルの調査と、彼らの報告の事実確かく認にんのためにやってきたのだ。われわれの任務は人類外知的生命体とのコミュニケーションの方法を模も索さくし、友好的接せつ触しよくの可能性を確認することだ。理解したなら封ふう鎖さを解き、われわれをこの先の星域に行かせていただきたい」

「それはこちらでも承知しております。しかし、われわれに与あたえられた任務は、この先の星域の完全なる封鎖なのです。一いつ切さいの艦かん船せんを進入させてはならない。一切の例外を認めない。それが命令です」

「それは条約違い反はんではないか！　条約によって、われわれは帝国、ローデス領内のいかなる場所にも赴おもむき、そこで調査することができることになっているのだぞ！」

　ドーダイ大佐は、ゆっくりとうなずいた。

「ええ、条約の条文は私も存じ上げております。……しかし、われわれは軍人です。われわれは国家の命令によって動かねばなりません。その命令に逆らうことは許されません」

　アティーブは、語気を強めた。

「馬ば鹿かげている！　異星人なのだぞ！　人類とは異なる文化、生命形態を持った知的生命体なのだぞ！　人類の数千年の歴史が大きく変わるかもしれない重大な事件なのだ！　その場にわれわれ専門家を入れずに、君たちは何をしようというのだ！」

　そのとき、静かな声でステラが言った。

「命令は絶対……よく聞かれる言葉ですわね。でも、命令を実行する現場では、必ず命令権者が予想しえなかった事態が起こります。それを処理するために、どんな厳密な命令でも、必ず現場の指揮官の裁量に任される部分があるはずですわ」

　ドーダイ大佐は目を閉じて首を振ふった。

「確かにステラ博士の言うとおりです。しかし、その現場指揮官の裁量が許されるのは命令を達成する手段としてのみです。この場合、命令の目的は現場星域の完全封鎖です。残念なことに現場指揮官の裁量が許される場合に該がい当とういたしません。お引き取り願えませんか？」

　両手を広げてアティーブは叫さけんだ。

「馬鹿な！　目的地を目の前にして、おめおめと帰れるものか！　子供の使いではないのだ！」

　ドーダイの表情は変わらなかった。

「ええ、われわれもまた、子供の使いではないのです」

　そのとき、ステラが何かをブラウスの胸ポケットから取り出した。

　それは、楕だ円えん形をした金色のプレートだった。

「ドーダイ大たい佐さ。あなたがその若さで神衛軍の艦隊司令になったということは、きっと敬けい虔けんなローデス教徒なのでしょうね……そして、敬虔なローデス教徒であれば、この神印が何を意味するかご存じのことだと思います」

　ドーダイ大佐の目が、ステラの手に握にぎられた金色のプレートにクギづけになった。

「正しよう三さん位みの神印……」

　ステラは微笑ほほえんだ。

「そうです、私は地区神しん託たく者の位を教皇院のエンデロ様から戴いただいているのです。私があなたの行動について全責任を持ち、すべての行いはローデスの教えに沿ったものである旨むねの一文を書き、この神印を添そえてお渡わたししましょう。そうすれば、あなたは、その艦隊に配属されている異い端たん審しん問もん官に気き兼がねする必要はなくなります」

　二呼吸ほどの沈ちん黙もくの後で、ドーダイ大佐はゆっくりと言った。

「それは……実に魅み力りよく的なお申し出ですね、ステラ様……」

　アティーブは、ドーダイ大佐の言葉遣いが変わっていることに軽い驚おどろきを覚えた。

　ローデス本国におけるステラの地位の高さについて知ってはいたが、実際にその影えい響きよう力を見たのは初めてのことだった。

　ドーダイ大佐の言葉は続いていた。

「異端審問官の石頭どもの掣せい肘ちゆうを受けずにすむ、神印とその文書は、現場の軍事指揮官にすれば喉のどから手が出るほど欲ほしいシロモノですな……しかし、それとこれとは別の話です……どんな条件を示されても、ここをお通しするわけには参りません……残念ですが」

　ステラはしばらく黙だまったままドーダイを見ていたが、やがてため息をついてアティーブに振り返った。

「どうやらここを通してもらうことは不可能のようですわ。残念ですが出直して参りましょう」

「出直すだと？」

　ステラはうなずいた。

「ええ、ローデスのしかるべき方に話を通し、ここを通してもらうしか方法がありません。ローデスという国はそういう国なのです」

　そしてステラは再びドーダイに向き直って微笑んだ。

「士官学校のときと、変わっていませんね……ドーダイ・ゲーマスタ大佐。あなたの信念を交こう渉しようでなんとかしようと考えた私が恥はずかしくなりました……お詫わびのしるしに、神印と私が書いた文書を後でお届けします。これはこの件とは関係なく、あなたに対する私の気持ちです」

　ドーダイはあわてて首を振った。

「とんでもありません！　お詫びなど……そんなものを戴くわけには参りません！」

「受け取っていただかなければ、私は一生恥はじを抱かかえて生きることになります」

　ステラがドーダイを軽くにらむと、ドーダイは少し赤くなった。

「あ……はい、では、ありがたく頂ちよう戴だい致いたします。決して私利私欲のためには使いません」

　ステラはにっこり微笑んだ。

「あなたの人となりは、よく知っています」

　その二人のやりとりを見ていたアティーブは、目の前にいるドーダイという軍人を出し抜ぬくことなどできない、ということを悟さとった。

　……ローデス軍の幹部は、私利私欲のために動く人間が多いと聞いていたが、そうでもないのかもしれん。まあ統計学的に調査したわけではないから断定はできんが、少なくともこの軍人はそうではないということだな。

　そして、アティーブは自分の前に投とう影えいされているローデス司令官の私室の立体映像の中に、私物がほとんどないことに改めて気付いた。

　……公私混同はしない、ということか。

　一番最初にこの部屋の映像が投影されたときに気づくべきだったな。

　信念を持って動く人間を説得することの難しさに。

　アティーブは、ドーダイを見て言った。

「わかりました、しかし、この先どうするかについては私の一存で決めるわけにはいかない。部下と同どう僚りように状じよう況きようを説明し、方針を決定するまで、この星域に留とどまることは認めて戴きたい」

　ドーダイはうなずいた。

「それは認めます。われわれの任務は封ふう鎖さであって、排はい除じよではありません」




　探査船オーバーロードの中央指揮室のアティーブ博士とステラ博士のパーソナルブースをおおっていた不ふ透とう過かスクリーンが消えるのと同時に、その分析室にいたすべての分析研究員たちの視線が、二人に集中した。

　その視線を顔に感じながらアティーブは、ゆっくりと言った。

「本船は、しばらく現在座標に留まることとなった。調査対象星域に立ち入ることができるかどうか、現時点では不明である。この件について、各部局の局長と会議を行うこととする。各分析員は、この座標点において最大限のデータ収集を行ってもらいたい。なお、軍事問題にかかわることとして、今まで行ってこなかったローデス艦かん隊たい内の通信の傍ぼう受じゆについても、今回は特例として認めることとする」

　分析研究員の間に驚きのざわめきが広がる中でステラが力強く言った。

「これ以上対象星域に近づくことができない以上、この場所で知ることのできるすべての情報を収集し、分析することがわれわれの使命であり仕事です！　これはローデスに対する裏切りでも背信でもありません。ローデスの科学アカデミーから派は遣けんされているこの私が認めます。皆みなさんは安心して仕事に取りかかって下さい！」

　分析研究員たちは、たがいに顔を見合わせた後で、一人、また一人と自分の目の前にあるパーソナルスクリーンへと視線をもどし始めた。

　情報の収集と分析が進んでいくのを見て、アティーブは、ななめ後ろにいるステラを振ふり返って言った。

「では、われわれは会議室に急ぐとしよう……」




　その会議室の主役は、部屋の中央に置かれた大きな楕だ円えん形のテーブルだった。

　テーブルは、そこで行われる会議の性格を表している。

　四角いテーブルは、会議に出席する人間の役職や序列によって着席する場所が慣例で決まっている。いわゆる上座下座と呼ばれるものだ。

　それに対し『円えん卓たく会議』と呼ばれる会議の方法もある。これは、こういった席順による序列を廃はいし、すべての出席者を平等に扱あつかうために円形のテーブルを使うことから名づけられた会議の方法である。

　それを知っていれば、この会議室にある楕円のテーブルが示す意味がわかるだろう。

　探査機構には、組織を運営する上で必要とされる命令系統の序列こそあるものの、学術研究の立場においては、すべての研究員は平等である、という意識を持って運営されていた。

　完全な円卓でもなく、そして上下の席順が決められた角型のテーブルでもない楕円こそが、この探査機構にもっともふさわしい会議テーブルなのだ。

　その楕円のテーブルの両りよう端たん部の片方には、アティーブ博士とステラ博士、シムスン船長らが座り、もう片方にはトーダ・ガーナッシュが、そしてその間には各部門の分析研究員の代表が座っていた。

　最初に口を開いたのはアティーブ博士だった。

「議論に移る前に、まず現状を再確認しておきたい……ブルー。現在までに判明した事実を報告してくれ」

『かしこまりました』

　テーブルの中央に立っていた若い男の立体映像が一礼するのと同時に、テーブルの中央に大きな球形のスクリーンが浮うかび上がった。

『これは、今回の調査対象星域の立体モデルです。中央にある赤い光点が、探査船ガーゴイルが最後の通信を発した座標点で、この球体はその座標点を中心に半径四・六テラジェントの範はん囲いを示しております。この範囲内には三十八の恒こう星せい系があり、その中には人類居住可能型の水、酸素型惑わく星せいが三個存在し、さらにその中の二つはすでに開かい拓たく惑星として殖しよく民みんが始まっております』

　ブルーが手をうごかすと、その球体の外周に沿っていくつもの青い光点が浮かび上がった。

『これが、この空間を封鎖しているローデス軍の艦隊の位置です。重力波等の乱れの少ない、転移可能な空間すべてに配置されているものと思われます。さらに各種長ちよう距きよ離りセンサーによって採取したデータを分析した結果、この封鎖空間の内部にもかなりの数の艦船が送り込まれていることが判明しました』

　研究員の一人が、真しん剣けんな声でつぶやいた。

「何か、とんでもない事態が、あの中で始まっていることは間ま違ちがいない」

　隣となりにいた研究員もうなずいた。

「何かを隠かくすということは、そこに何かがある、ということの証明に他ほかなりませんからね」

　一人の研究員が手を挙げた。

「その空間内にある開拓惑星は、どの程度のものなのかね？　連れん絡らくはついているのか？」

　ブルーは、電子人格特有の、はきはきとした口調で応えた。

『はい、開拓惑星の名前は、フカン・ナインとフカン・テン。ともにローデス領内の独立惑星フカンからの移民二千人が入植しておりますが、今現在、まったく音信不通となっております』

「音信不通だと？」

『はい、ローデス艦隊の司令部から、両開拓惑星宛あてのコードで跳ちよう空間通信がたびたび発せられておりますが、まったく応答する気配がありません。こちらで確かく認にんできた最後の通信は『流星雨発生、多数の隕いん石せきが落下中』というものです』

　研究員たちがざわついた。

「……異星人の侵しん略りやくを受けたとでもいうのか？」

「まさか、そんな、ドラマや小説じゃあるまいし」

「いや、わからんぞ、現にガーゴイルの通信記録は、明らかに外的要因による通信途と絶ぜつだった。攻こう撃げきを受けたと考えられないか？」

「ローデス軍の投入と、艦隊の展開も、それならば説明がつくな……」

　アティーブ博士が声を上げた。

「待ちたまえ！　異星人の侵略をテーマにした過去のすべての創作は、敵対する勢力、人種、宗教などといったものを、異星人に置き換かえ、ナショナリズムを刺し激げきするために作られている。われわれはそのような低てい俗ぞくな価値観に影えい響きようされてはならない！　人類外知的生命体を侵略者として論ずるのはやめてもらいたい！」

　会議室が静まり返ったそのとき、テーブルの端はしから声がした。

「可能性の一つとして論ずることすら禁止するってのは、どうにも乱暴だなあ……」

　声の主は、この探査船に乗り込む唯ゆい一いつの部外者である、トーダだった。

　微び笑しようを浮かべながらトーダは言葉を続けた。

「小説やコミックや映画という、フィクションの世界にありがちなできごとだから、それは現実にありえないって、誰だれが決めたんですか？　もしかして、本当に侵略者だったらどうするんですか？　そりゃあまあ、今までそういったネタは、うんざりするほど読んだり見たりしてきましたから、そういった先入観で見てしまう、というおそれはあると思いますけど……」

　アティーブ博士はトーダをにらみつけた。

「そうだ、私が問題にするのは、その先入観なのだ。目の前にある事実を分ぶん析せきし、結論を導くとき、そこにそういった先入観が働けば、誤った結論にたどりつくだろう。過去において人類は、そういった誤った結論によって誤った判断を下し、数知れぬ悲劇を繰くり返してきた。われわれはその轍てつを踏ふむわけにはいかないのだ」

　トーダの微笑みは変わらなかった。

「でも、もしも、もしもですよ。あそこで起こっていることが、本当に『わるい宇宙人が攻せめてきたぞぉ』だったら、どうします？　無数にある可能性の一つですけど、選せん択たくする結論の中にそれがなければ、それこそ誤った結論に導くことになりませんか？」

　アティーブ博士が、言葉を探して黙だまり込んだとき、横にいたステラ博士が手を挙げた。

「ちょっとよろしいですか？　要するに先入観を持って事実を判断してはならない、ということだとしたら、逆にお二人に先入観だけで事実を見ていただくというのはいかがでしょう？」

　トーダと、アティーブ博士は目を見開いた。

「は？　どういう意味ですか？」

「先入観だけで事実を見るだと？」

　ステラ博士は微笑を浮かべてうなずいた。

「ええ、ですからトーダさんには、すべての事実を『異星人の侵略』という視点で、そしてアティーブ博士にはそれを否定する視点で見ていただくのです。両りよう極きよく端たんの視点から見た二つの結論を並行して考えることで、一切の先入観を排はいした結論を出せるのではないでしょうか？」

　ステラ博士の提案を聞いたトーダは視線をアティーブ博士に移していたずらっぽい微笑を浮かべた。

「賛成です……が、一つだけ提案があります。立場を逆にしましょう。アティーブ博士は持論に絶対的な自信を持っていますし、なんといってもこの探たん索さくの総責任者です。どうしても引け目を感じてしまいますし、論破されるに決まっていますから」

　アティーブ博士は目をむいた。

「君は、私に、異星人侵略者説をとれと言うのかね！」

「ええ、私は異星人非侵略者説に立ちます。どうですか？」

　ステラ博士は目を輝かがやかせると、おもしろそうに言った。

「持論と異なる立場で事象を見るというのも、ときには必要だと思いますわ。いかがでしょう、アティーブ博士？」

　呼びかけられたアティーブは、しばらく黙り込んでいたがやがてうなずいた。

「われわれの目的は、自説の検証ではない……今、あそこで何が起きているのか、その事実の確かく認にんだ。だとすれば、より深く真実に近づくための手段として、その方法を拒きよ否ひする理由はない……個人的な感かん慨がいは別にして、だがな」

　トーダが笑いながら言った。

「では、アティーブ博士は以後『わるい宇宙人が攻めてきたぞぉ』説でお願いします」

「その言い方だけはやめてくれ！」

　アティーブ博士の悲鳴にも似た抗こう議ぎの言葉を聞いた研究員たちの間に、小さな笑いが広がった。

　……ふむ、会議の空気が柔じゆう軟なんな方向に向かいつつある。

　こういった雰ふん囲い気きは悪いものではない。

　アティーブはそんなことを考えながら手を挙げた。

「さて諸君、二つの視点で事実を確認する、と決まったのはいいが、肝かん心じんの事実の確認のための方策を考えていただきたい」

　研究員たちは、たがいの顔を見合わせた後で口々に発言した。

「別ルートというのはどうでしょうか？　いったんエリアの反対側に転移して、そちら側から進入するというのは？」

「このエリアの向こう側は、まだ誰も探査していない。転移可能な空間座標が判明しないまま転移する危険を冒おかすわけにはいかないぞ」

「やはりわれわれ探査機構の上層部からローデスに交こう渉しようし、封ふう鎖さを解いてもらうしかないと思いますが……」

「いや、それでは時間がかかりすぎる」

「しかし、このままここにいても、何もできないではありませんか」

「とりあえず現状について本部に報告を行い、この場で待機するしかなかろう」

　そのとき、一人の研究員が、ぽつりと言った。

「プローブを送り込むというのはどうでしょうか？」

「プローブ？」

「ええ、このオーバーロードに搭とう載さいしてある無人探査艇プローブです。あれを、あの空間に送り込み、われわれはここでその探査艇が送ってくるデータを受け取るのです」

「しかし、ここから射出しても、封鎖船に破は壊かいされてしまうだけだ。それに対象星域まで到とう達たつするのに何日もかかるぞ」

　一人の研究員が顔を上げた。

「転移させるというのはどうだ？　どこかの跳ちよう空間ゲートから探査艇を送り込めばいい」

　会議室がざわついた。

「それは有効かもしれんな」

「最初からこういうことだとわかっていれば、もっと早くプローブを打ち出していたのだがな」

　アティーブ博士が顔を上げてブルーを呼んだ。

「ブルー、今の方法をとった場合の成功率は？」

　テーブルの上に立っていた立体映像は、少し考える素そ振ぶりをした後で応えた。

『無人探査艇ならば、多少のリスクは覚かく悟ごの上で、転移させることができます。重力波の乱れにより、恒こう星せいの付近に転移したり、見当違ちがいの場所に転移する可能性もありますが、うまくいけば、この場所で遠えん距きよ離りセンサーで収集しているデータなどとは比べ物にならないほど正確なデータを収集することができます』

「そうか……やってみる価値はありそうだな。もっとも近い跳空間ゲートはどこだ？」

　ブルーがテーブルの上に浮うかぶ球形スクリーンを指差すと、その中に緑色の光点が浮かび、その横に青い海と緑の陸地を持つ地球型の惑わく星せいの映像が浮かび上がった。

『この場所からもっとも近い跳空間ゲートは、この惑星の星系内にあります……自治惑星サングリューです』

　その、ブルーの言葉を聞いた研究員たち全員が嫌けん悪お感をあらわにした。

　そして、アティーブが、苦々しげにつぶやいた。

「背徳と冒ぼう瀆とくの惑星、サングリューか……よりにもよって……」
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　第二章　サングリュー







　帝てい国こくとローデスの二つの巨きよ大だいな国家の勢力圏けん。その、もっとも外周部にあるいわゆる辺境星域は、そのどちらの影えい響きよう力もおよばない、一種の中立区域のような扱あつかいを受けていた。

　この辺境星域に存在する人類が居住する惑星の多くは、開かい拓たく惑星や殖しよく民みん惑星、そして一定の自治権を与あたえられた自治惑星などであり、それぞれの母星と呼ばれる星系連れん邦ぽうや独立惑星国家からの支し援えんを必要とする、いわゆる独り立ちできていない惑星だったからである。

　帝国もローデスも、その眼中にあるのは戦力となりうる惑星だけであり、戦力にならない、つまり惑星上の技術インフラが発達し、自前で恒星間航行が可能な宇宙船を建造するレベルに達していない……いわゆる一人前の独立国家として承しよう認にんされていない辺境の惑星などに興味はなかったのである。

　そしてそれらの自治惑星の中には、帝国、ローデス、そのどちらの実効支配下に置かれることも嫌きらい、それを避さけるために、あえて惑星内のインフラ技術の充じゆう実じつと向上を、宇宙船建造部門以外の部門に重点的に振ふり向けた惑星もあった。

　惑星サングリューは、そんな技術中立国の一つだった。

　この惑星は、ローデスの宗教的価値観、帝国の血統世せ襲しゆう型価値観のどちらからも離はなれ、自由に遺伝子研究ができる惑星として発達した。

　帝国においては、人間の遺伝子に手を加えること、およびそれにかかわる研究のほとんどが、国家の根底となる身分制と世襲制を揺ゆるがすものとして厳しく禁じられており、ローデスにおいても宗教的な後ろ盾だてを与えられていなければ、認められていなかった。しかし、この惑星上ならば、一いつ切さいの倫りん理りコードに制約されることなく人間も動物も、自由に遺伝子を操作し生物としての可能性を追求できるのだ。

　この惑星は、生命工学の研究者たちにとって天国であった。しかし、それは、裏返せば、このサングリューで行われている研究と、それによって生み出されたすべての物は、サングリュー以外の地では非合法として扱われるということである。

　世界は光で満ちているわけではない。

　光があれば闇やみも存在する。

　帝国とローデスの権力者は、みずからが禁じたこのサングリューの技術によって生み出されたさまざまな産物を、非合法に入手し利用してきた。

　そして、そういった産物を提供することで、サングリューに存在する研究所は、研究を続けるための資金を手に入れてきたのだ。




「ようこそサングリューへ！」

　連れん絡らく艇ていのエアロックが開き、ステーションの大気と連絡艇の中の大気の微び妙みような気圧差が、鼓こ膜まくを刺し激げきしたとき、カン高い少女のような声とともにマイドの目の前に鳥のようなものが浮かんだ。

　しかし、それは、鳥ではなかった。

　背中に半はん透とう明めいの羽のついたオーニソプターを背負い、その羽を羽ばたかせている体長四十センチほどの少女だった。

　目を丸くしているマイドの顔の前で、空中静止ホバリングしながら、その赤いワンピースの水着に青い髪かみを持つ小さな女の子は、にこにこ笑いながら言った。

「ビジネスですか？　観光ですか？　ホテルの予約はしてあります？」

「えーと、ビジネスといえばビジネスなのかな……ホテルは……どうでしたっけ？」

　マイドは、そう言うと後ろにいるマリリンを振り返った。

　マリリンは、困こん惑わくしたようなマイドの顔を見て、ため息をついた。

「ちゃんと予約しているよ、サウロニアのオメガホテルさ。しっかりしているようで、ときどき肝かん心じんのことを聞いてなかったりするんだよね、あんたは」

　マイドの顔の前で静止していた妖よう精せいのような女の子は、マイドと、マリリンを見比べて、ふっと笑った。

「なあんだ、カップルだったんだ、知らなかった。そうよね、お似合いですものね、あっちのひとが、若返り手術をお受けになれば……」

　その言葉を聞いたマリリンが怒ど鳴なった。

「うるさいわね、このアド・フェアリー！　あんたに用はないの、さっさとどっかに飛んで行きな！」

　妖精の女の子は、マイドの目の前から、つい、とマリリンの前に位置を変えると、その場で思い切りあっかんべーをして言った。

「なによ！　このオバサン！　あんたなんか若返り手術に失敗して、シワだらけになっちゃえ！　いーだ！」

「あんだってぇ？　あんたどこの会社と契けい約やくしてるんだ？　クレームぶち込んでやるから言ってみな！」

　妖精の女の子は、空中でくるりと方向を変えると、そのまま、すっと高度を上げ、宇宙港のエントランスの方向に飛んで逃にげて行ってしまった。

　その後ろ姿を目で追って、マイドは目の前の軌き道どうステーションのエントランスの丸屋根の下に、同じような妖精の姿をした女の子が、何人も飛び回っているのに気が付いた。

「まったくもう！　しつけがなっていないアド・フェアリーだね！」

　まだ腹の虫が収まらないらしく、ぷんぷんしているマリリンにマイドは笑いかけた。

「口の減らないバイオノイドでしたね、あんな言語プログラムを入力されているサービス用人格はめずらしいですよ」

　マリリンは、一いつ瞬しゆんきょとんとした後で、笑い出した。

「あいつらはバイオノイドじゃないし電子人格じゃない。生き物なんだ。あんた、このサングリューについて調べて来なかったの？」

　マイドは右手で頭を搔かいて、小さく頭を下げた。

「すみません、アウトニア連合艦かん隊たいを解散した後の残務整理や、アウトニア本国の首星ユーマを引き渡わたしてもらう時期の打ち合わせとか、とにかく忙いそがしくて……このメイの訪問の時間を作るのでせいいっぱいでしたから……」

　情けなさそうな顔をするマイドを見て、マリリンは思った。

　……知らない人が見たら、本当にどこにでもいる気弱な青年って感じだね。とても六万隻せきの艦船を指揮して、真・帝てい国こく軍を勝利に導いた人間には見えない……。

　──今、内乱が終わった帝国は、復位したダイテツ七世の下もとで再建が始まっている。

　アリクレストはローデスに亡命し、マルス家の一族のほとんどは帝国の要職から逐おわれ、そしてアウトニアは再興されることが確実になった。

　この男は、やりとげた。本当に、やりとげちまった。

　そして……やっと、何一つ肩かた書がきのない、マイド・ガーナッシュにもどろうとしているんだ。

　マリリンは、大きくため息をついて肩の力を抜ぬくと、エントランスの天てん井じようあたりを飛び回っている妖精姿の女の子たちを指差した。

「あいつらは、アド・フェアリーって言ってね、このサングリューの生命工こう房ぼうが、人間の遺伝子をいじくって作り出した愛あい玩がん用の亜人サブ・ヒユーマンの一種さ。んでもって、背中に背負ったオーニソプターは、〇・七Ｇに調整され、この軌道ステーションの中でしか使えないから、あいつらはここで客引きや、道案内なんかをやって暮らしているわけよ」

　マリリンはエントランスの奥にあるカウンターを指差した。

「あそこにある地表降下シャトルのインフォメーションカウンターにいる女の子を見てごらん」

　マイドはマリリンの指先を視線で追った。

　そこには、カジノやクラブなどでよく見るような、ウサギの耳を頭につけ、タキシードを着たバニーガール姿の女の子が二人座っていた。

「バニーガールがいますね、あれがどうかしましたか？」

　マリリンは表情も変えずに応えた。

「あのウサ耳は、本物だよ」

　よく見ると、そのバニーガールの白く長い耳はヘアバンドではなかった。

　マイドが、驚おどろいたように目を見開いたとき、マイドたちの前にポーターらしい白い詰つめ襟えりの制服を着た、薄うす緑みどり色の肌はだを持った大男が立った。

　彼は四本の腕に四つのスーツケースを持ち、にこにこ笑いながら言った。

「お客様の荷物をお持ちしました。このまま地表降下シャトルのカウンターまで運んでよろしいですか？」

　マイドは、そのポーターの四本の腕に驚きながら、うなずいた。

「あ、ああ、たのむ」

　ポーターは、一礼すると四つのスーツケースを抱かかえて歩いていった。

「彼らが……『亜人』なんですね……」

「そうさ、亜人だよ。このサングリューはね、バイオノイドやテクノドールの代わりに亜人たちが働いているのさ……そういえばマイド、どうして今回は、あのハイテクじいやを連れてこなかったんだい？」

　マイドはちょっと眉まゆをひそめた。

「ヴァルは今、メインコンポーネントのメンテナンス中なんですよ」

「そうか。どうりで、用意周しゆう到とうなあんたにしては珍めずらしいと思ってさ」

　そう言ってうなずいた後で、マリリンは少し考え込んだ。

「ヴァルがいないとなると何かと不便だね……ガイドを雇やとうとしようか」

　マイドは、あわてて首を振ふった。

「ガイドだなんて……僕たちは観光旅行に来たわけじゃないんですから」

「いいや、あんたも私も、ずいぶんと長い間休みなしだったんだから……こういうときくらい半分は観光旅行みたいなものだと考えて、ちっとは羽を伸ばした方がいいと思うね」

　マリリンはそう言うと、マイドの鼻先に指を突つきつけて言葉を続けた。

「言っとくけど、これは提案じゃなくて半命令だかんね」

　肩をすくめてため息をついたマイドは、うなずきながら、昔読んだ本の中にあった、惑わく星せいサングリューについての一節を思い出していた。

『惑星サングリューに足を踏ふみ入れた人間は、ひどい嫌けん悪お感か、もしくは心震ふるえるような感動か、そのどちらかを味わうことになるだろう。

　惑星上にうごめく、人でありながら人ではない生き物の群れを見たときに、そこに自己保存の本能が発する生命を弄もてあそぶことへの罪悪感を見るか、それとも生命工学の無限の可能性を見るか、その違ちがいである』

　……僕は、その、どっちを味わうんだろうな。




　惑星サングリューは、地表の八割近くを海が占しめる温暖な惑星で、南北に細長く伸びた大陸とその周囲に点在する諸島群に、人口のほとんどが集中している。

　大陸には、首都であるロリエントの他ほかに、ヴァリノール、サウロニアという二つの大都市があり、それぞれの都市は、高速鉄道で結ばれている。

　ロリエント中央駅からマイドたちが乗り込んだリニア高速鉄道の列車は、透とう明めいのチューブの中を飛んでいた。

　高速鉄道と呼ばれているものの、この列車には、実際にはレールも車輪もなくリニア駆く動どうにより真空のパイプの中を飛行するというシステムで動いている。

　列車の幅はばは、およそ二十メートル。人間だけではなく荷物を積んだ大型の地上車を何台も載のせ、真空のチューブの中を音速の二倍以上のスピードで飛ぶことができるのだ。

　その概がい念ねんは、列車というより超ちよう音速陸上フェリーボートとでも呼んだほうが、より正確かもしれない。

　風切り音も、レールの音もしない車内は実に静かで揺ゆれもなく、向かい合わせに四つのシートが配置された四人用コンパーの個室トメントの中で耳に聞こえるのは、床ゆか下したに設置されている耐たい磁じシールドのジェネレーターの動く低いブ……ン、という音だけだった。

　マイドたちがシートに座ると、ガイドとして雇ったネコ型キヤト亜人ロイドのミュールが惑星サングリューの観光用のガイドブックを渡わたしてくれた。

　ミュールは、ネコ型亜人特有の物もの腰ごしの優ゆう雅がさとピンクの髪かみの毛とネコ耳と尻尾しつぽ、そして金色の目を持つ十八歳くらいの女の子だった。

　マリリンが彼女に渡された薄うすい軟なん性せい樹じゆ脂しで作られたガイドブックのページをめくると、いきなり目の前に、ざばぁ！　という水音と共に、巨きよ大だいな銀色の魚の立体映像が浮うかび上がった。

　目を丸くするマリリンを見て、ミュールが言った。

「あ、申し訳ありません、そこのページはオプショナルツアーの広告ページなんです」

　よく見ると魚の映像とともに、『大物ゲット！　トローリング・ツアー』の文字が躍おどっていた。

「ああ、びっくりした。広告って、本当にコケ威おどしが多いんだから」

　マリリンが怒おこったように言うと、ミュールは自分が怒られたかのように、あわてて頭を下げた。

「まことに申し訳ありません！」

　恐きよう縮しゆくしているミュールを見て、マイドが微笑ほほえんだ。

「君のせいじゃないよ、なぜ謝るんだい？　ミュールさん」

　ミュールはちょっと困ったような顔になった。

「あの……私のような者を『さん』づけでお呼びにならないで下さい」

「どうしてだい？」

　ミュールは、目をそらして応えた。

「私たち亜人は、あなた方真人ヒユーマンより、劣おとった存在です。敬語で呼ばれるような存在ではありません」

「いや、劣ってるとか優すぐれているとかじゃなくて、僕は女の子を呼び捨てにするのに慣れていないんだ……そりゃあ、よほど親しい間あいだ柄がらなら別だけど……」

　ミュールは、もじもじしながら応こたえた。

「でも……会社の人に知られたら怒られます。身分不相応だって……」

　マイドは笑った。

「不思議な話だね。君は『さん』をつけて名前を呼ぶ方が馴なれ馴なれしいと思ってる。でも、僕は『さん』をつけないで名前を呼ぶ方を馴れ馴れしいと思ってる……本当はどっちなんだろうね？」

　ミュールは、はっとしたように目を見開いた。

「あの……それって……もしかしてマイド様は、私のことを、真人と同じだと思っているからではありませんか？　私は亜人です！」

　不思議そうな顔でマイドは応えた。

「ああ、そうだね。君は亜人で、そして、女の子だ。ネコ耳と尻尾がついているだけの……それがどうかしたの？　君みたいにネコを擬ぎ人じん化したキャラクターはずっと昔から存在してきたんだよ。それがこうやって実際に目の前にいるのを見ると、ちょっと不思議な気分だけど……」

　ミュールは、あわてたように言った。

「優れた遺伝子をお持ちになっている真人の方々は、私たち亜人にとって神様なのですよ！」

　マイドはミュールの目を正面から見て静かに言った。

「僕は神様なんかじゃない。僕は、人格があるものは皆みな同じだと思っている。人間と同じように考え、笑い、そして人間と同じように自分に誇ほこりを持って生きているなら、それは人間だよ」

　マイドに正面から見つめられたミュールは、ちょっと上気したような顔になって視線をそらすと、つぶやくように言った。

「いえ……それは……違ちがいます」

　マイドが、さらに何かを言おうとしたとき、マリリンが横でマイドの肩かたをつついて言った。

「やめなよ、マイド。定義論は荒あれるよ。あんたが人間と思ったものが人間。ただし他人の同意を得られるとは限りません、ってヤツさ。こんなところで議論してたってしょうがないだろう？」

　マイドは不承不承うなずきながら言った。

「とにかく僕は神様なんかじゃない。それだけは言っておくよ」

　そう言って手に持っていたガイドブックのページを乱暴にめくったマイドの目の前に、いきなりテナーサックスの奏かなでるムード音楽と共に、ピンク色のハートマークが浮かび上がった。

　そのピンク色のハートマークは、目を丸くしているマイドの顔の前でくるりと回った。

　立体のハートマークの中では、ウサ耳をつけた全ぜん裸らの女の子が寝ねそべってウインクしており、その下には。

『どんな相手も、お望みどおり！　年ねん齢れい、性別、顔、体形。バッカスグループは、あなたの求めるどんな快楽にもお応こたえします！』

　という文字がきらきらと点てん滅めつしながら躍っていた。

「うわ！」

　あわててガイドブックを閉じたマイドを見て、ミュールが叫さけぶように言った。

「も、申し訳ありません！　殿との方がたむけのガイドブックの巻末には風ふう俗ぞく営業の広告ページがついているということを申し伝えるのを忘れておりました」

　赤い顔をしているマイドを見て、マリリンが声を上げて笑った。

「確かに、あんたは神様じゃないね。風俗営業の広告を見て赤くなってるような神様なんかいるわきゃない」

「い、いきなり目の前に飛び出されたから、驚おどろいただけですよ」

　口をとがらせてそう応えたマイドを、マリリンはおもしろそうに眺ながめて言った。

「まあ、確かに、これから恋こい人びとを見み舞まいにいくってのに、風俗営業の広告眺めて鼻の下伸のばしてにやにやしているような男だったら、あたしは許さないけどね、女として」

　マリリンの言葉を聞いたミュールは、目の前にいるマイドの顔をちらっと見た。

　マイドは、少し赤い顔をして、照れたような微び笑しようを浮うかべていた。

　真面目まじめで、優やさしい人なんだろうな、この人。

　今までご案内したお客さんとは全然違う。亜人を、自分と同じだなんて言う人、初めてだわ。

　……亜人が、そんなことを考えることは罪なのに……そう言ってもらうと、心のどこかで嬉うれしい。

　ネコ型キヤト亜人ロイドのミュールが、自分の心の中に生まれたもやもやを感じ取っていたとき、マイドたちがいるコンパートメントの中に、柔やわらかな女性の声で、列車が間もなくサウロニア中央駅に到とう着ちやくする、というインフォメーションが流れた。

　列車が減速を開始するのを慣性として身体からだで感じながら、マイドは、窓の外を流れて行く景色の中に、点々と人家らしきものが見えるようになったのに気づいていた。

　……都市に近づいた証しよう拠こだな。

　マイドは、列車の窓に映る自分の顔の向こうに、メイの顔を思い浮かべていた。




「サウロニアは、この惑わく星せいサングリューでは二番目に大きな都市です。南をミナス湾わんに面し、一年を通じて温暖な気候と、適度な降雨に恵めぐまれるために、農業や漁業が盛さかんで、サングリューで消費される食料品の多くは、このサウロニア近きん郊こうで産したものです」

　海沿いのハイウェイを走る地上車のコントロールシートに座ったミュールが、柔らかい声でサウロニアの観光案内をしていた。

　この地上車は、サウロニア中央駅の駅前でレンタルした観光用の車だった。

　観光用地上車は、目的地をインプットすれば運転する必要がないが、もし事故や道路障害というアクシデントに遭そう遇ぐうした場合は、乗っている人間が具体的にルートを指示してやらねばならない。それが、ミュールをガイドとして雇やとった理由の一つだった。

　地上車の窓から外を見ていたマリリンが声を上げたのはそのときだった。

「ねえ、あの丘おかの向こうにあるの、あれ軌き道どうエレベーターじゃないの？」

　マリリンの指差すところに、一基の高い塔とうのようなものが見えた。

　その塔の先せん端たん部は、はるかなる高みへと伸び、そのまま白く霞かすんで青空の中に消えていた。

「確かに、軌道エレベーターのように見えますね……変だな、確かこのサングリューには宇宙港は一つしかないと聞いていたんですけど……建設中なのかな？」

　マイドの言葉を聞いたミュールがうなずいた。

「ええ、あの軌道エレベーターは、まだ未完成です。構造物は衛星軌道まで行っていますけど、人間を乗せるところまでできていないんだそうです」

「なんだそうか。どうりで、シザーズ・クイーンのデータには入っていなかったのも無理ないね」

　そう言った後で、マリリンは、感心したように付け足した。

「それにしても、このサングリューって星は、自治惑星にしてはやけに豊かだね。跳ちよう空間ゲートも軌道エレベーターもある……その辺の独立惑星より、はるかに輸送インフラが整ってるよな」

　マイドはうなずいた。

「この星ほどバイオテクノロジーの進んだ星は宇宙のどこにもありませんからね。そして、この技術が輸出できない以上、そのバイオテクノロジーの恩おん恵けいを受けたければ、直接この星に来るしかない……輸送機関が発達した理由はその辺にあるんでしょう」

「そうだな、言われてみればそのとおりだ。私たちは、そのためにネオ・アウトニアから、このサングリューまで、あのオンボロ船でやってきたわけだしね」

　マイドは笑った。

「オンボロ船、とか言うとルサ機関長が怒おこりますよ。ジャンクスターで、使われていなかった推進機とか、新型のジェネレーターとかをもらってきて、シザーズ・クイーンは完全に別の船と呼んでもよいほどの性能に生まれ変わった！　と、豪ごう語ごしていたじゃないですか」

　マリリンは顔をしかめた。

「ルサの言うことなんざ、当てになるもんか。いくら改造を加えたって、基本設計の古さはどうにもなりゃしないさ……それにしても、なんでシザーズ・クイーンを使ったんだい？　帝てい国こく軍には、もっと速い軍用輸送船がいくらでもある。あんたがひとこと言えば、帝国の軍務局は二つ返事で貸してくれただろうに」

　マイドは肩かたをすくめた。

「このサングリューは、辺境の中立地帯とはいえローデスの勢力圏けんにありますからね、軍の船は使えませんよ、ローデスを刺し激げきすると、無用のトラブルを引き起こすことになりかねませんしね」

　マイドの言葉を聞いて、マリリンも肩をすくめた。

「そりゃまあ、あのオンボロ貨物船なら、誰だれも見向きもしないだろうね。カモフラージュには持って来いってわけだ」

　マイドは微笑ほほえみながら首を振ふった。

「まあ、それもありますけど、理由はそれだけじゃありませんよ。僕の知っている船の中で一番信しん頼らい性の高い船だからです」

「信頼性？　だって耐たい用よう年数ギリギリだよ、あの船は。そりゃあまあ機体更こう新しん化改造を加えているから、跳空間内分解はしないと思うけど……」

　眉まゆをひそめて、そう応えたマリリンに向かって、マイドは、もう一度微笑んだ。

「信頼性ってのは、機体や装備などというハード面だけで判断するものじゃありません。乗組員の練度や、信頼感というソフト面も判断する材料です。そう考えれば、シザーズ・クイーンの信頼度は天下一品ですよ。しかもマリリン姉あね御ごの指揮があれば、怖こわいものはありません」

　マリリンは、ちょっと赤い顔をしてマイドをにらんだ。

「あんたにお世辞言われたって、嬉うれしくなんかないよ」

　そして、そこまで言ってからマリリンは何かに気付いたように目を見開いた。

「怖いものはないって……あんた私より怖いものはない、という意味じゃないだろうね！」

　マイドはあわてて首をぶんぶんと振った。

「違ちがいます！　なんでそんな風に考えるんですか！　人の言葉はもっと素す直なおに受け取ってくださいよ！」

　マリリンは、疑うたぐり深そうな目でマイドを見た。

「あたしは……あんたの性格を知り尽つくしているからね。言葉を額面どおりに受け取る気にはなれないんだ、悪いけど……」

「ひでえなあ、世の中に、僕ほど素直な人間はいませんよ」

　マリリンはため息をついた後で、つぶやくように言った。

「どの口開けて言うのやら……まったく」

　やがて、地上車が大きな湾わんに沿って岬みさきを回ったとき、目の前の高台に白い半球形のドームがいくつも並んでいる大きな建物が現れた。

「あ、見えました。あそこがお客様の目的地。エルママウザー生物工学技術研究所ですね」

　ミュールの言葉を聞いたマイドは、思わず身を乗り出して、目の前に現れた建物を見つめた。




「じゃあ、私はここで。終わったら連れん絡らくしてくれ、汎はん用よう端たん末まつは持ってるから」

　研究所の正面玄げん関かんで、先に地上車を降りて、ドアを開けたまま待っていたマイドに向かって車の中からマリリンが言った。

「え？　一いつ緒しよに行くって話じゃなかったんですか？」

　驚おどろくマイドに向かってマリリンは微笑んでみせた。

「あんたがメイと会うときには、そばに誰もいないほうがいいような気がしてきたのさ。メイの容態については、ミィって専門家がついているしね」

「でも……ここまでついてきて、メイに会わないなんて……」

　マリリンは、マイドを軽くにらんだ。

「いいんだよ、私のポジションは、脇わき役やく＆付き添そいなんだから。メイと二人だけになったあんたは、いろいろ考えることもあるだろうさ。でも、私はそこまで付き合う気はないし、付き合うべきじゃないと思ってる。まあ、眉み間けんにタテジワ立てて、一生懸けん命めい考えてきな。その間に私はミュールのガイドで、ストレス発散してくるつもりだから」

　マイドは微笑んだ。

「わかりました……ありがとうございます」

　マリリンは小さくため息をついて肩をすくめてみせた。

「……なんでこの男はそこで礼を言うかね……まあいいや、じゃあ、終わったら連絡をおくれ。さあミュール、どっか案内して！　何かこうぱーっと何もかも忘れて楽しめるようなところ」

「あ、はい、ただいま……」

　ミュールが、あわててコントロールシートのタッチパネルを操作すると、ぽーん！　という警けい戒かい音とともに地上車のドアがゆっくりと閉まり、研究所の玄関にマイドを残したまま、すべるように走り出した。

　バックモニターに映るマイドの姿が見る見るうちに小さくなっていくのを見ながら、ミュールがつぶやくように言った。

「わたくしのような者が、差し出がましいようですが……マイド様は何か悩なやんでいらっしゃるようにお見受けいたしましたが……よろしいのでしょうか？　お一人にして」

　後部座席に斜ななめに座って、バックシートに体重を預けた姿勢で窓の外を眺ながめながらマリリンが物もの憂うげに応えた。

「いいんだよ……あいつはこれから自分の過ちに会いにいくんだ」

「過ち……ですか？」

「ああ、そうさ。命をかけてでも守り抜ぬくと心に誓ちかった恋こい人びとを、あいつは守れなかった。逆にその恋人に命を救われたんだ。その後こう悔かいと罪を全部背負いにいくんだ……他ほかの誰だれも背負うことなんかできやしない。それは全部あいつの中にあるんだ」

「その方は……お亡なくなりになられたのですか？」

　マリリンは首を振ふった。

「死にはしなかったよ……今、あの研究所で、細さい胞ぼうレベルに分解されて毒物を取りのぞき、再構成するという治ち療りようを受けている」

「じゃあ、何も心配いらないじゃないですか」

　ミュールは、ほっとしたような顔になった後で、何かに気付いたように目を見開いた。

「あ、でも、意識を回復したとき、マイド様は責められるでしょうね、その方に……そういうことなのですか？」

　マリリンは首を振った。

「そんなことはないよ、絶対に。メイは……そんなこと考えもしない。自分の不幸が他人のせいだ、なんて思うような子じゃない……」

　窓の外に視線を投げたままマリリンはゆっくりと言葉を続けた。

「……憎にくまれたり恨うらまれたりなじられたりした方が、よっぽど楽だろうね、あいつとしちゃあ、黙だまって微笑ほほえまれたら、たまんないね。全部自分が背負わなくちゃならない。それを全部背負って、そして、受け入れられるほど、人間は強くない。でも、あいつはそれをやろうとしている……それは他人がどうのこうのできるもんじゃないのさ」

　そして、マリリンは後部座席のシートで大きく伸のびをしてから、がらりと口調を変えた。

「で？　どっかないの？　こう……浮うき世よの憂うさをぱーっと吹ふっ飛ばせるような場所とか、ヒーリングできるような場所とか」

　ミュールはコントロールパネルを操作して、観光スポットを呼び出しながらあわてて答えた。

「この岬の先に海中レジャー施し設せつがあります。小型高速潜せん水すい艇ていで、回遊する大マグロを追つい跡せきする水中ハンティングとか、いろいろな設備がそろっておりますが……」

「水中ハンティングねえ……おもしろそうだけど、もっとこう、ゆーったりのんびりできる方がいいなあ」

　コントロールパネルを操作していたミュールが、弾はずんだ声で応えた。

「あ、ではこれなんかどうですか？　同じ施設ですけど、海底温泉、というのがあります。原初の海と同じ成分の海水で究極のヒーリング。若返り効果抜ばつ群ぐん！　女性向けイケメンマッサージャー勢ぞろいのクレオパトラコースをはじめ各種コース取りそろえ……」

　ミュールの声が終わらないうちにマリリンが叫さけんだ。

「あ、いい！　それ！　決めた！」

「かしこまりました、ご案内します」

　ミュールがにっこり笑ってうなずくのと同時に、地上車の速度が上がった。




　エルママウザー研究所の応接室の内装は、清潔感のあるモノトーンで統一されていた。

　ライトグレイの毛足の短いカーペットは、おそらく一種の生体素材で作られているのだろう、起毛した毛が動くときに生じる細かい縞しま模も様ようが床ゆか一面に複雑なモアレ模様を作っている。

　……きっと毛足の間に入った小さなゴミを取りのぞき、表面を清潔に保つように設計されているんだろうな。

　マイドがそんなことを考えていると、ぽーん！　という小さな電子音が響ひびき、奥のオフィスに通じるドアから、見覚えのある女性と、そして研究員らしい二人の男が入ってきた。

　白衣を着た女性は、マイドを見るとにっこり笑った。

「お久しぶりですね、マイド閣下」

　マイドも微び笑しようを返した。

「ミィ女史も、お元気そうで、なによりです」

「ええ、元気よ。この一ヶ月、必死で勉強してきたわ。この星は驚おどろくことばっかり。私の知識レベルなんてこの星じゃ中学生並みね」

　そう言って肩かたをすくめた後で、ミィは横に並んでいる二人の男を紹しよう介かいし始めた。

「こちらの方は、研究員のカーケル博士。メイ王女の主治医でいらっしゃいます」

「あ、どうも、カーケルと申します」

　若い、見るからにインテリという風ふう貌ぼうの男が、ぴょこん、という感じで頭を下げた。

　そして、次にミィはその隣となりにいる中年男を見て言った。

「こちらの方は、スリラムさん。このエルママウザー研究所の研究開発部長さんです」

　スリラムと呼ばれた男は一歩前に出ると、手て馴なれた様子でマイドに右手を差し出した。

「初めまして、スリラムと申します。今までのマイド閣下の活かつ躍やくは存じ上げております。ぜひ一度お目にかかりたいと思っておりました」

　マイドは、はにかみながらその手を握にぎって応えた。

「活躍といっても、僕個人は、何もしていません。全部周りの人間が動いてくれただけのことです」

　スリラムは、わが意を得たり、という風にうなずいた。

「それこそが、管理職にとって理想の組織のあり方ですね、まさに憧あこがれですよ」

　あいまいな微笑みを浮うかべたまま、マイドは応えた。

「僕は……管理職なんでしょうか？　今まで自分をそんな風に考えたことがなかったものですから、あまり、ぴんと来ませんね……申し訳ありませんが」

　マイドの表情から、それが、どうやらマイドの本音だと気付いたのだろう、スリラムは少し驚いたような顔になった。

「あれだけの大軍を率ひきいて戦ったあなたに、部下を管理するという意識がなかったとは思えません……というより管理しなければ戦えないのではないですか？」

　マイドが困ったような顔になったのを見たミィ女史は、半分怒おこったように言った。

「スリラム部長！　マイド閣下が、はるばるネオ・アウトニア星系からここまで来られたのは、部長と組織運営の話をするためではありません。そういった話は、別の機会にしていただけません？」

　スリラムは、はっとした顔をすると、あわてて胸の前で組んでいた両手を振ふりほどき、マイドに頭を下げた。

「そうでした、真まことに申し訳ない。以前からお会いできたらぜひ、うかがってみたいと思っていたもので……」

　目に真しん剣けんな光を宿してマイドは聞いた。

「メイには……会わせてもらえるのでしょうか？」

　スリラムが、ななめ後ろを振り向いて、カーケル博士の顔を見た。

　二呼吸ほどの間があったあとで、その視線が、自分の意見を聞きたがっているということに気付いたのだろう、カーケルは、あわてて応えた。

「あ、はい、今の状じよう況きようでは問題はないかと思われますが……治ち療りようの進展状況についてご説明しましょうか……」

　やり取りを聞いていたミィ女史が、再び怒ったような口調で言った。

「カーケル博士、ご面会のほうが先ではありませんか？　治療状況の説明は、後でゆっくりすればいいんです！　今、そんな話をされても、耳に入るわけないじゃないですか！」

　不満そうな顔をするカーケルを見て、ミィは心の中で舌打ちをした。

　……本当にこの星の人間って、技術や知識はあるけど、人の心とか、想おもいとか、そういったことに鈍どん感かんだわ。生物工学技術者と医者の立場の違ちがいと言えばそれだけなのかもしれないけど……。

　その場をとりなすように、スリラムが言った。

「ではとりあえず、マイド閣下を治療病びよう棟とうまでご案内しましょう。そこでメイ様のご様子を見ていただいた後で、あらためて治療状況をご説明いたします」

　マイドは頭を下げた。

「無理を言って申し訳ありません」

「いえいえ、こちらこそ配はい慮りよが足りませんで……今、案内の者を呼びます」

　スリラムはそう言って、手首についている汎はん用よう端たん末まつのボタンを押した。するとすぐに奥のオフィスから医療技術者が着ているのと同じユニフォームを着た、緑色の髪かみの若い女性看護師が入ってきた。

　オフィスのある建物から、別の建物に向かうオートウェイに乗ったマイドは、目の前に立つ若い亜人の女性看護師の緑色の髪を眺ながめながら、ガイドブックに掲けい載さいされていた記事の内容を思い出していた。

　サングリューでは、真人と外見に差異が見られない人間型の亜人は髪の毛で区別される。

　メイドやヘルパーなどの専門職は緑で、サービス業は青とピンク。

　……つまり、この人は、医療技術関係の専門職ということだな。




　その部屋は、病室というよりも、生物工学の研究室のように見えた。

　薄うす暗ぐらい部屋の真ん中に置かれた水すい槽そうに向かって、壁へき面めんにある医療用のシステムから何本もの太いパイプが伸のびており、半はん透とう明めいの液体が脈動するように送り込まれている。

　マイドの目の前にある水槽の中にメイがいた。

　マイドが初めて会ったときよりもさらに若い──十三歳ほどの幼い姿のメイだった。

　メイに撃うち込まれた正体不明の毒物は、細さい胞ぼうの遺伝子に作用し、その活性をじょじょに落としていくという遅ち効こう性の毒物だった。その毒物からメイを救う手立ては、メイをまず細胞レベルにまで分解し、毒物の影えい響きようを取りのぞいた状態で一年かけて再構築するという、実に手間がかかる方法しかなかったのだ。

　この治療法は実質的にクローンと変わらない。クローンと違ちがうのは、オリジナルの肉体はそのまま活性を失い、死し滅めつしてしまうため、治療が終わったとき、そこに存在しているのは一人だけ、ということだった。

　マイドの目の前にいる十三歳ほどの幼いメイは、その再構築されつつある彼女の姿だった。

　このあと、メイには成長を促そく進しんするための因子が送り込まれ、オリジナルと同じ年ねん齢れいにまで成長することになる。

　マイドは、水槽に入ったメイを見ながら、そばについていた亜人の女性看護師に向かって静かに言った。

「申し訳ありません……しばらく、僕を一人にしていただけませんでしょうか？」

　亜人の女性看護師は、一いつ瞬しゆん目を見開いたが、すぐに目を伏ふせて一礼した。

「かしこまりました、では、私は部屋の外でお待ちしております……」

　一人きりになったマイドは、身じろぎもせずに水槽に入ったメイを見つめていた。

　マイドの脳のう裏りに、メイが撃たれたときの光景がよみがえった。

　目の前を舞まう栗くり色いろの長い髪。

　圧縮された空気が解放されるようなシュッという音。

　両手の中で崩くずれ落ちてゆくメイの身体からだ。

　すべてがスローモーションのように動き、身体は鉛なまりのように重く。

　そして……無力だった。




　……何度見ただろう。

　この光景を、この悪夢を。

　僕は何度見ただろう。

　そのたびに後こう悔かいが僕を切り刻む。

　……防げたはずだった。

　あのとき、僕が、僕らの周りに展開されていた防護スクリーンを切るように命じなければ、メイは撃たれなかった。

　僕が、もう少しセキュリティのことを考えていれば、メイはあんなことにはならなかった。

　人は過去にはもどれない。

　起きてしまったことは取り返しがつかない。

　だから、過去を忘れて未来に向かって生きるべきだ……。

　いろいろな本には、そう書いてある。

　僕もそう思う。きっとそうやって生きるのが一番正しい生き方なんだろう。

　でも……僕には無理だ。

　忘れることなんかできない。

　僕の心の中にいるもう一人の僕が、意識を失ったメイを抱だきしめて、血の涙なみだを流しながら僕に向かって叫さけぶ。

　誰だれのせいだ！　これは、いったい誰のせいだと思っているんだ！　……と。




　マイドの目に涙が浮うかんだ。

　その、にじんだ目の向こうで、もう一人のメイが生まれようとしていた。

　……君は、そこで、一生をやり直しているんだね。

　君の意識は今、子供のころの記き憶おくをずっとたどっているのに違ちがいない。そして、その記憶は、自分が撃たれた瞬間で終わるんだ。

　そこから先は、記憶じゃない。

　君が目覚めたとき。君はなんと言うだろう？

　君が目覚めたとき。僕はなんと言えばいいのだろう？

　マイドの目から涙があふれた。

　目の前にいるメイは、幼く無防備だった。

　その、幼いメイを見つめて、マイドは両手のこぶしを握りしめた。

　手のひらに爪つめが食い込むほどに握りしめ、両目から流れ落ちる涙をぬぐおうともせずにマイドは立ち尽つくしていた。




　……守ってみせる。

　そう、今度こそ。

　……絶対に。




　応接室にもどってきたマイドは、そこでメイの治ち療りようの進展状じよう況きようについての報告を受けていた。

　サイドテーブルの上に積み上げられたカルテや報告書を指差してカーケル博士は言った。

「再構成された身体細胞には、毒物の影響はまったく見られません。精神波もオリジナルと完全に同一です。今の状態で覚かく醒せい波を送り込んでも、充分に日常生活を営めるほどのレベルにまで回復しております……ただ、身体の成長が、記憶に追いついていませんので、今の段階での覚醒はお勧すすめできませんね」

　目の前に積み上げられていた報告書から目を上げてマイドが聞いた。

「なぜ、再構成された身体が、実際の年齢より若い……十三歳くらいの身体なのですか？」

「成長曲線のもっとも高い時期に合わせているわけです。ご存ぞんじのように、内ない分ぶん泌ぴつ系の器官が働き出すのはそのころです、胸のふくらみとか、身体の曲線とか第二次性せい徴ちようにおける顕けん著ちよな外見の差が生じるころですね。まずそのころの身体に再構成して、それから成長進度を調節していくという方法をとるわけです」

「わかりました……」

　ちょっと赤い顔になってうなずいたマイドに気付かぬように、カーケル博士は付け足した。

「そちらのご依い頼らいは、百パーセントオリジナルと同一の再生となっておりましたが、今からでも若じやつ干かんの変へん更こうは可能です。いかがいたしますか？」

「変更とは？　どういう意味ですか？」

　怪け訝げんな顔をするマイドに向かって、カーケルはこともなげに言った。

「もっとあなたのお好みの体型、顔形に変更できるということです。このサングリューでは、そうやって、作り変えた恋こい人びとと一いつ緒しよに暮らしている方が何人もいらっしゃいます」

　マイドは首を振ふり、断固とした口調で言った。

「いいえ！　お断りします！　彼女の身体は彼女自身のものです。僕の好きなように作り変えるなんてことが、許されるわけがありません！」

　カーケル博士は、少し白けたような顔になって応えた。

「自分好みの顔形や性格の相手と暮らしたほうが楽なんですけどね……まあ、倫りん理り観は人それぞれですから」

　カーケル博士は少し真しん剣けんな表情になって言葉を続けた。

「それと、これはこちらからの提案なのですが、今のままですと、一いつ切さいの刺し激げきを受けぬまま脳の休止状態が、かなり長い間続くことになります。こういった状況が続くと、覚醒したときに悪い影えい響きようが出ることがあります。私としては今の段階で再生体の生体脳から意識だけを取り出しそれをバイオドールに移植し、通常の生活を営ませることをお勧めしたいのですが……」

　マイドは目を見開いた。

「意識だけを別に取り出す？　そんなことができるのですか？」

「ええ、できますよ。問題はありません。そして脳の再生のためには、むしろその方がよいのですよ。身体からだの細さい胞ぼうの再構成と再成長が終わった時点で、意識をオリジナルの身体にもどすだけのことです。ほんの半年ほどですし、記憶の混乱を防ぐためにバイオドールの身体でいる間は擬ぎ似じ記き憶おくを刷り込み、別の人間として生活することになりますしね」

　マイドは、ずっと横で話を聞いていたミィ女史を見た。

　ミィ女史は、何も言わずにマイドの顔を見て小さくうなずいた。

　……僕に任せるということか。

　つまり、安全性にはまったく問題はない。あるとしたら、それは受け入れる僕の意識……僕の本能的な倫理観のほうにあるということなんだ。

　マイドはしばらく黙ったまま机の上にある報告書の山を見ていたが、やがて、ぽつりと言った。

「すみません……明日お返事します。一晩考えさせてください」




　マイドたちの予約していたオメガホテルは、サウロニアの中心部から少し離はなれた高台にあった。

　ホテルの窓の外に広がる空は夜の色をしていた。

　日はとっくに沈しずみ、はるか西の地平に近いあたりの空がわずかに赤く見えるだけだ。

　目を落とすと、サウロニアの街の灯あかりが星ほし屑くずをばら撒まいたようにきらめいていた。

　海岸線にそってゆるやかにカーブするハイウェイの向こうには漆しつ黒こくの闇やみが広がり、その中に海中レジャー施し設せつだけが青白く浮うかび上がって見えている。

　それは美しく、そして幻げん想そう的な光景だった。

　ドアをノックする音が、部屋の中に響ひびいた。

　窓まど際ぎわに立って、サウロニアの夜景を眺ながめていたマイドは、あわてて壁かべ際ぎわに置かれたライティングデスクのモニターを覗のぞき込んだ。

　モニターに映っていたのは、マリリンと、ミィ女史だった。

　タッチパネルを操作しながらマイドはモニターに呼びかけた。

「ちょっと待ってください。今、開けます」

　部屋の中に入ってきたマリリンは、抱かかえていた紙かみ袋ぶくろをリビングの真ん中にあるテーブルの上に置くと、マイドに笑いかけた。

「いろいろ話をするなら、喉のども渇かわくだろうと思ってね、ちょいとミィと買い出しに行ってきたんだ。グラスある？」

「ええ、そのサイドボードの中にワイングラスが入っていたと思いますよ」

　サイドボードを覗き込んだマリリンは感心したように言った。

「ああ、ホントだ、さすがは高級ホテルだね……ミィ、悪いけど皿を出してチーズを並べてくんない？　私はこっちのワインの用意をするから」

「わかったわ、ついでにサラミとミニサラダもパックから出して並べておくわ」

「パックのまんまでもかまいやしないけど……まあ皿に出せば気分が違ちがうものね」

　なんのかんの言いながら、てきぱきと酒とつまみの用意を始めた二人を見て、マイドは小さくため息をついた。

　……本当に。こういうことに関しては手て馴なれているというかなんというか。

　三分後、リビングのテーブルの上には、クラッカーの上にチーズやサラミ、そしてアンチョビなどを載のせたカナッペと、ミニサラダ、そして冷えた白ワインが並んでいた。

　白ワインを注いだワイングラスを掲かかげてマリリンが言った。

「メイ様の順調な回復を祝いわって！」

　マイドとミィが復唱した。

「祝って！」

　そして、ワインを飲み干した後で、三人は同時に大きくため息をついた。

「いやぁ、染しみるねえ……やっぱこういうときのワインは白に限る、うん」

「赤は嫌きらいなんですか？」

　マイドが聞くと、マリリンは首を振ふった。

「嫌いじゃないけどさ、なんかこう、みんなで飲むときは白、しんみり飲むときは赤って感じしない？」

　ミィがうなずいた。

「そうそう、するする。なんか赤ワインってフォーマルな雰ふん囲い気きだよね、白はカジュアルな雰囲気。やっぱりシャンパンのイメージがあるからかな？」

　しばらくワインの話でもりあがった後で、最初にその話を切り出したのはマリリンだった。

「ミィから話は聞いたよ……どうするつもりだい？　マイド」

　リビングのソファに座ったマイドは、両りよう膝ひざの間にワイングラスを抱え込んだままうなずいた。

「ええ、調べてみようと思っていました。バイオドールに生体脳を移植して、日常生活にもどしたほうがいいのか、それとも今のままの方がいいのか、その症しよう例れいを……」

　ミィが微笑ほほえんでうなずいた。

「だったら、早い方がいいよ。その端たん末まつは、情報検けん索さくサービスに繫つながっているんでしょ？」

「ええ、そのはずです」

　マイドはそう言うと、思い切ったようにワイングラスの中身を飲み干して立ち上がった。

　ライティングデスクの前に座ったマイドは、端末を立ち上げると、自分のクレジットコードを入力しながら、ぼやくように言った。

「こういうとき、ヴァルのありがたさがわかりますね」

「無料タダでもぐりこめるから？」

　マイドは、心外な、という顔をしてマリリンをにらんだ。

「違いますよ、手続きが簡単で早いからです」

　マリリンはニヤニヤ笑いながら手を振った。

「冗じよう談だんよ、冗談。あんたがそんなことしない人間だってのはよく知っているさ」

　やがて、ライティングデスクの三次元モニターに、検索用画面のアイコンが浮かび上がり、芝しば居いのどんでん返しのようにゆっくり回転して、背中合わせになっていた受付用の若い女性の姿が現れた。

　女性は、マイドを見て一礼した。

『総合検索エンジン、パワーサーチサービスへようこそ！　わが社は生体脳バイオブレインを使用した連想型高性能リレーショナルデータベースを採用しております。どのような複雑で詳しよう細さいな事じ項こうもたちどころにご回答いたします』

　マイドは驚おどろいたように言った。

「人間の生体脳を部品代わりに使っているのかい？」

　受付の女性は自じ慢まんげに答えた。

『はい、わが社の検索エンジンは、そのために遺伝子操作を受けた亜人の生体脳を使用しております。精神感応波でリンクし、発想をリレーショナルすることで、迅じん速そく的確なイメージ検索ができます』

「……なんとなく人間を部品として扱あつかっているように感じて後ろめたい気持ちになるのは、僕が慣れていないせいかな？」

　受付の女性は、マイドのような反応に慣れっこになっているのだろう、さらりと答えた。

『部品として使っていることは事実です、しかし、それは特技を生かしているとお考え下さい。彼らは、そのために生み出された専門職の亜人なのですから』

「わかった、じゃあ、そう考えることにしよう。検索項こう目もくは……」




　二十分後、汎はん用よう端たん末まつのスイッチを切ったマイドは、ゆっくりとマリリンたちに振り返って言った。

「意識だけをバイオドールに移植しても悪あく影えい響きようはないみたいだね。あのままにしておいた方がかえってメイの精神にはよくないみたいだ……外的刺し激げきがないと、人格は分ぶん裂れつして自分の中で刺激を求めるようになる。そうすると人格が変わるかもしれないそうだ」

　マイドの言葉を聞いたマリリンがおもしろそうに言った。

「人格が変わるのか……ねえ、マイド、もしもメイが『女王さまとお呼び！』なんてタカビーになっていたらどうする？」

　マイドはにやっと笑った。

「それはそれでおもしろいかもしれませんね」

　ミィ女史が目を見開いた。

「知らなかった、マイド閣下にマゾっ気があったなんて！」

「冗談ですよ」

　微笑むマイドを見て、マリリンは、半分怒おこったように言った。

「どーせ、あんたのことだから、どんなメイでも、メイならかまわないとでも言うんだろう？」

「よくおわかりですね」

「そうだと思ったよ……で？　どうするんだい？」

　マイドは考え込むと、言葉を選ぶようにして答えた。

「僕の意思だけで勝手に決めるわけにはいきません……たとえ記き憶おくを持たなくてもメイの意識を持ったバイオドールは、メイとして扱うべきなのでしょう……もう少し考えてみたいと思います。どっちにしろやるとしたら他人ひとには秘密にするしかありませんけど……」

　マリリンは、マイドの顔を覗のぞき込むようにして言った。

「いっそのこと、バイオドールのメイと二人で、どっかに逃にげちゃえば？　別にもう、今ならかまわないだろう？　王女って立場からも無敵艦かん隊たい提てい督とくって呼び名からも自由になって、ただのメイとマイドになれるよ」

　マイドは微笑んだ。

「それは、実に心が動く提案ですね……でも、僕はやっぱり本物の、そのまんまのメイが好きです。だから……待ちます」

　その微び笑しようを見たマリリンは、勝手にしろという風に手を振ふった。

「はいはい、どうぞご勝手に！　あー、やってらんないな。ミィ、私の部屋で飲み直さない？」

　ミィ女史は肩かたをすくめた。

「いいですよ、独り者同士さびしく飲みましょう」

「嫌いやな言い方すんな……それよかさあ、あんた海底温泉のイケメンマッサージって知ってる？」

「なんですかそれ？」

　怪け訝げんな顔をするミィに、マリリンは、にやっと笑ってみせた。

「一ヶ月このサウロニアにいたくせに、知らないんだ。教えてあげる！　めっちゃおもしろいよ……あ、マイド、このワイン、残り飲む？」

　マイドは首を振った。

「あ、いえ、けっこうです。もったいないですから、どうぞ持って行ってください」

　マリリンは、にっと笑った。

「そう、じゃあ残りはもらっていくわ。ミィ、悪いけどカナッペのほう持ってくれる？」

　宴えん会かいの残り物を持ったマリリンとミィを送り出して部屋の中にもどってきたマイドは、なんとなく部屋が急に広くなったような気がして、思わず部屋の中を見回した。

　リビングつきのツインルームは、このホテルの平均より少し上、というレベルの部屋だった。

　……贅ぜい沢たくなつくりでもなく、かといって、どこかで我が慢まんしなくてはならない部分があるわけでもない。値段と比ひ較かくすると、ちょっと得した感を味わうことができるという部屋だな。

　マリリン姉あね御ごは、こういった買い物をするのが、本当に上手だよな。

　そんなことを考えながら、マイドはライティングデスクの前に座って、ダウンロードした検けん索さく結果をもう一度読み直し始めた。

　どれくらい過ぎたころだろうか。マイドは、誰だれかが部屋のドアをノックする音に気付いた。

　それは、小さな、おずおずとしたノックだった。

　……誰だろう？　あのノックの仕方は、マリリンでもミィ女史でもなさそうだ。

　マイドは、目の前にあるモニターを切り替かえた。

　ドアの向こうに立っていたのは、昼間一いつ緒しよだったガイドのミュールだった。

　……なんだ、ミュールさんか。一体なんの用事なんだろう、こんな夜中に……明日の打ち合わせかな？

　マイドは、軽く首をひねりながら立ち上がると、部屋のドアの鍵かぎを開けて呼びかけた。

「どうぞ、ドアは開けましたよ」

　一呼吸ほどの間の後で、ドアがゆっくりと開いた。

　そこに、思いつめたような表情のミュールが立っていた。

　昼間着ていたガイドの制服である白いサファリジャケットとショートパンツ姿ではなく、胸むな元もとを大きく広げた赤いノースリーブのジャケットと黒くろ革かわのミニスカートという格好だった。

「どうぞ、入って下さい……どうしたんですか？　こんな夜中に」

　マイドは、そう言うと、先に立って部屋の中にもどろうとした。

　その、マイドの背中に、いきなりミュールが抱だきついた。

　そして、震ふるえ声でミュールは言った。

「お願いです……今夜一晩、私を買って下さい！」

　マイドはあわてた。

「ちょ、ちょっと待って！　なんだって？」

　ミュールは、一方的にまくし立てた。

「マイドさんに恋こい人びとがいることも知っています！　風ふう俗ぞく営業が嫌きらいなこともわかっています！　そして……そして、こんなことをする女の子が嫌いだってことも知っています！　でも……でも……ここでオプションを取らないと、私……営業成績不ふ振しん者として、会社に解かい雇こされてしまいます！　会社に解雇されたら……私、分解されちゃうんです！」




　部屋の中にミィが淹いれたコーヒーの匂においが漂ただよっていた。

　ソファに座って小さくなっているミュールに向かって、マリリンが言った。

「そんなに恐きよう縮しゆくしてないで、とりあえずコーヒーでも飲みなよ。インスタントだけど、けっこうおいしいブランドなんだよ、このコーヒーは」

　ミュールはサイドテーブルの上に置かれたコーヒーカップを見て、小さく首を振った。

「畏おそれ多いことです……」

　マリリンは声を上げた。

「その、へりくだった言い方はやめな！」

　ミュールは、びくっとした顔をした。

　その顔を見て、マリリンはしまった、という顔をして口調を変えた。

「……もっとも、あんたから聞いた話じゃ、亜人たちが、そんな風になるのも無理はないけどね」

　マイドは、ずっと黙だまったまま考え込んでいた。

　ミュールは、自分のことを、ガイドであるのと同時に娼しよう婦ふを兼かねているのだと説明した。

　サングリューでは、ピンク色の髪かみを持つ亜人は、男も女も最初から娼婦として、つまり性的サービスを目的として作られた種類だったのだ。

　ミュールは、特とく殊しゆな嗜し好こうを持つ客向けのネコ型亜人として作られたが、遺伝子操作の結果、知能指数が高く物もの腰ごしが優ゆう雅がという特性を得ることができたため、性的サービスとしての教育ではなく、接待ガイドとしての教育を受けることができた。

　彼女はその職業を希望し、努力して、非人間型亜人として初めて接待ガイドの資格を取り、観光接待ガイドとして働いてきた。しかし、会社はミュールに対してその教育にかかった資本を回収するように命じた。つまり昼間はガイドとして、そして夜は娼婦としてダブルの収益を上げることを要求したのだ。

　投下した資本に見合うだけの利益を上げなければ、ミュールの存在は損失として計算され、一定以上の損失を重ねれば、不良資産として処分されることになる。

　このサングリューにおいて、亜人は人間ではない。

　生産するコストを支し払はらった者が所有者となり、所有権を持った者が処分するのも譲じよう渡とするのも自由な、いわば自家用車のような品物と変わらない。

　裸はだかにして街中を引きずり回すなどという品位を欠く行こう為いは禁じられているものの、それは公序良りよう俗ぞくを守るためでしかない。

　所有権者でさえあれば、傷つけても殺してもなんら問題は生じないのだ。

　不良資産として処分されるということは、ガスで安楽死させられて、分解槽そうに投げ込まれ、ただの原形質の塊かたまりにされるということだ。

　マイドは、目の前にいるネコの耳を持つ少女を見ていた。

　……普ふ通つうの惑わく星せいでは、テクノドールやバイオノイドという存在が、この惑星の亜人たちと同じ扱あつかいを受けている。壊こわれたり不要になったりすれば転売されたり、廃はい棄き処分されたりする。

　それと同じことを、この惑星では生き物でやっているだけのことだ──と、この惑星の人間は、きっと言うだろう。

　でも、僕は納なつ得とくできない。

　機械と生命の違ちがいはどこにあるのかと言われれば、そこから先は宗教の領域になる。人の数だけ答えがある。

　でも、理り屈くつじゃないんだ。

　理屈じゃないけど、どこかが間違っている。だから、この惑星の亜人は、他ほかの惑星では入国を拒きよ否ひされる非合法の存在になっているんだ。

　マイドの視線が、自分に注がれていたことに気が付いたのだろう、ミュールは目を見開いてマイドを見た。

　金色の目が、まん丸になっていた。

　それは、不安がっている子ネコの目によく似ていた。

　……安く使える使い捨ての労働力。

　最初から支配階級の真人に抵てい抗こうできないような心理的因子が挿そう入にゆうされている、奉ほう仕しのためだけに生まれ、生きている生き物。

　この星の人間は、なぜ、こんな悲しい生き物を作り出してしまったのだろう？

　マイドは、そっとミュールに手を伸のばし、その手の上に自分の手を重ねた。

　びくっとしたミュールを見て、マイドは微笑ほほえんだ。

「安心して、僕は何もしないよ。オプションの代金を払はらい、君を買い占しめるつもりだけどね」

　ミュールは混乱したように言った。

「……でも、それでは、契けい約やく事じ項こうに違い反はんします。代金を支払っていただいて、サービスをしないなんて……それは詐さ欺ぎ行こう為いです！」

　マリリンが笑いながら言った。

「やった、ラッキー！　と思わないところがウブだねえ。やっぱりあんたは、そっちの商売には向いていないよ」

　赤い顔になって下を向いたミュールを見て、ミィが言った。

「私は、ずっと研究所の中にいたから、ぜんぜん知らなかったんだけど……じゃあ、あの研究所にいる看護師や受付の亜人たちもみんな、同じような扱いを受けているのね？」

　ミュールはうなずいた。

「ええ、専門職の亜人たちも、基本的にはみんな同じです。年ねん齢れいを重ねたり、余よ剰じようになれば処分されます。中には、個人に買われて、家で愛あい玩がんされる亜人もいますが、そういった亜人はごく少数です……コストがかかるので、ほとんどが法人所有ですから」




　次の日、エルママウザー研究所を訪おとずれたマイドは、カーケル博士に、バイオドールへのメイの意識移植について、前向きに検討したいむねを伝えた後で、静かに聞いた。

「この星では、亜人は自由にはなれないのですか？」

　カーケルは、一体何を言っているのだろう？　という顔をして応えた。

「いえ、自由ですよ、仕事をしていないときは、彼らにも自由時間は与あたえられています。食事をするのも寝ねるのも、本を読むことも自由です。私は自宅にハウスキーパー用のメイドを四体所有していますが、私がここで仕事をしているときは、自分たちだけで楽しくやっているようですよ」

　マイドは静かに首を振ふった。

「そういった自由ではありません。自分の生き方を自分で選せん択たくし、誰だれからも強制も制限も受けずに生きることのできる自由のことです」

　カーケル博士は、マイドの言葉の意味に気付いたのだろう、目を見開いた。

「それは、人間の自由だ。亜人には許されるわけがない！」

「なぜ、許されないのですか？　亜人にだって人格はありますよ。人間と同じように考え、笑い、そして人間と同じように自分に誇ほこりを持って生きているなら、それは人間と、どう違ちがうのですか？」

「あれは見た目は人間のように作ってありますが、人間ではありません！　亜人は生せい殖しよく細さい胞ぼうが作れないのです。自分の子孫を残すこともできない不完全な遺伝子を持った生物なんですよ！」

「あなたは……遺伝子がすべてだというのですか？　完全な遺伝子さえ備えていれば人間で、そうでなければ、人間ではないと……」

　マイドがそう言ったとき、同じ部屋で二人の会話を聞いていたスリラムが、うんざりしたように言った。

「マイド・ガーナッシュ閣下。この研究所には、ときどきあなたのような方が訪れます。亜人を人間として扱あつかえ、と主張するような方がね……」

　スリラムは、部屋の隅すみにある執しつ務む机に向かっている秘書らしい緑色の髪かみを持つ亜人を指差して言った。

「彼女……いや、あれは、確かに人間の格好をしているし、人間と同じように話すし、人間と同じように泣き、笑い、怒おこります。確かに人間と同じようなメンタリティを持っていて、一見してまったく人間と変わらない。

　なぜ、ここまで人間に似せて作られたのか……理由は簡単です。そのように作った方が使いやすいから。それだけの理由です。あなたのような人間は、外見に惑まどわされているだけですよ。彼らはクローン培ばい養ようで作られます。あの秘書も、正体は、あなたが日ごろ食べている、培養肉と同じものなのです」

　秘書の亜人は黙だまったまま目を伏ふせた。

　そして、スリラムは、真顔でマイドに聞いた。

「あなたは、食い残したステーキの切れ端はしに、権利を与えるおつもりですか？」
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　第三章　探検船リバティ・ベル







　マイドたちが、サウロニアのエルママウザー研究所で、メイの生体脳をバイオドールに移植することについて、検討を進めていたそのころ。

　サングリュー星域の、第八惑わく星せいの軌き道どうの近くに設置された転移ステーションの外周エリアに、跳ちよう空間ゲートを使って転移してくる船があることを示す青いストロボ発光が点てん滅めつしていた。

　作業区画にいる作業員たちが耐たい磁じシールドの内側に引っ込むのと同時に跳空間ゲートの力場が紫むらさき色いろに変わり、やがて中から一隻せきのほっそりしたシルエットを持つ銀色の高速連れん絡らく艇ていが姿を現した。

　その高速連絡艇が、先せん端たん部と両端部にある信号灯を明めい滅めつさせながらゆっくりとゲートを離はなれると、入れ違ちがいに順番を待っていた大型貨客船がゲートに向かって進み始めた。

　ゲートから出てきた連絡艇は転移ステーションの恒こう星せい側に作られた係留ポートの方に方向を変えて進んでいく。

　その先には、一隻の奇き妙みような形をした大型船が係留されていた。

　それは、ローデスの封ふう鎖さ艦かん隊たいに追い返された探査機構の探査船、オーバーロード号だった。




「話にならん！」

　連絡艇から接せつ舷げん通路を使ってオーバーロード号にやってきた、アティーブ博士の第一声は、それだった。

　会議室で、居並ぶ研究員に向かって、アティーブ博士は憤ふん懣まんやるかたない、という口調でまくし立てた。

「ローデス国内の神教局が置かれた惑星まで行き、そこで特別回線を通じ神教指導部の上層部と直接話をしてきたのだが……彼らは、まったくこのことを知らなかった、と吐ぬかしおった！　それに輪をかけて腹が立つのは、それが、おためごかしでも、引き延ばしでもなく、本当のことだということだ！」

　アティーブ博士の横に座っていたステラ博士が、すまなそうに応こたえた。

「ローデスは今、宗教改革派との間で内戦状態が続いています。誰も皆みな、自分の立場を守るのに必死で、他のことなど気にかける余よ裕ゆうがないようなのです……私も、ローデス内部がこれほどまでに混乱しているとは思いませんでした」

　研究員の一人が訝いぶかしげに言った。

「ローデスの上層部が、このことを知らないというのは変ですね。探査船ガーゴイルがコードＥを発し、われわれ探査機構が人類外生命体の存在を確かく認にんしたと発表して、まだ一月も過ぎていません。これほどすばやく、かつ大軍を動かせる人間は、ローデスの上層部以外にないのではありませんか？」

　ステラはうなずいた。

「ええ、私も最初はそう考えておりました。しかし、ご存ぞんじのとおりローデス内部の権力構造は複雑怪かい奇きで、軍隊といえども指揮命令系統は統一されておらず、教皇院と枢すう密みつ院いんという二大勢力がそれぞれに独自の軍を指揮下に置いている状態なのです。今、ローデスの上層部を牛ぎゆう耳じっているのはアウディエンシア枢すう機き卿きようの率ひきいる枢密院の一派です。そしてあの星域を封ふう鎖さしている軍は教皇院直属の神衛軍、黒色僧そう騎き兵へい艦隊の一部でした」

「と……いうことは、あの軍は、ローデスの上層部とは係かかわり合いのない教皇院の独断で動いているということなのですか？」

　ステラは小さく首を振ふった。

「いかに教皇院のエンデロ様とはいえ、独断で神衛軍艦隊を動かすことはできません。これはローデスの権力構造の最上部あたりから出ている指示ではないかと思います。枢密院の指揮下にあるローデス軍は、今、国内で内乱の鎮ちん圧あつに当たっており、動かせるのが黒色僧騎兵艦隊しかない、という理由なのかどうかまではわかりませんが……」

　ステラの言葉を聞いた研究員たちがざわついた。

　やがて、その中の一人がたずねた。

「ローデスの権力構造の最上部というと……まさか、ローデスの最高指導者であるコマキン三世が直接指揮しているということですか？」

「いいえ……これは、私の想像に過ぎませんが、あくまでも秘ひ密みつ裏りにことを進めようとするこのやり方は、ローデスの実質的支配者である電子人格、ギンガーの手口のような気がしてなりません」

　研究員たちは、たがいの顔を見合わせて黙だまり込んだ。

　ローデスにおけるギンガーの存在は、誰だれもが知っていた。しかし、どれほどの力を持ち、どんなことができるのか、その実態はすべて想像の中でのみ語られる、いわば幻まぼろしや伝説のような存在だったのだ。

　その存在と影えい響きよう力が、これほどまでに現実味を帯びて語られるなどということは、過去になかった。

　……ローデスの中で、何か大きなことが起こっている。

　その場にいた全員の意識の中で、それは確信に変わっていた。

　そのとき、トーダの声がした。

「要するに、ローデスの玄げん関かんのドアを叩たたいても、開けてくれなかったということですね？」

　アティーブ博士は、うなずいた。

「うむ、下げ世せ話わな言い方だと、まあそういうことだな」

　トーダはおもしろそうに笑って言った。

「かくなるうえは、裏口に回るか、戸と締じまりのしていない窓を探すか、いっそのこと窓を叩き割って忍しのび込むか……よっぽど注意してやらないと、中の人間に気付かれますしねえ」

「もうちょっとマシなたとえはないのかね、われわれは空き巣狙ねらいではないぞ」

　露ろ骨こつに嫌いやな顔をしたアティーブ博士に向かって、トーダは笑いながら応えた。

「最初は、怖こわい見張りの先生の目を盗ぬすんで女子更こう衣い室を覗のぞこうとする男子高校生にたとえようかと思ったんですけどね、あまりに不ふ謹きん慎しんなので変へん更こうしたんですけど……そっちの方がよかったですかね？」

　アティーブ博士は、トーダをにらみつけると、咳せき払ばらいをして応えた。

「どっちも不謹慎だ」

「そりゃどうも」

　ちっともこたえていない様子で、トーダが笑いながら頭を下げると、会議室の中に、それにつられるように小さな笑いが広がった。

　会議室の空気が変わるのを感じたステラは、トーダの顔を見て思った。

　……頭の回転が速く、知識も良識もあるし、人の心をつかめるムードメーカーみたいな人ね。

　売名希望の『一山当てて大もうけ』なんて人を想像していたけど、まったくそんな感じじゃないわ。

　ただ……権けん威いのある人や組織をみると、ちょっかい出してからかう癖くせがあるみたいだから、組織の枠わくの中では、絶対に出世はできないタイプだわ。

　……あの笑え顔がおってのも、案外、曲くせ者ものかもしれないわね。

　ステラが、そんなことを考えているとは知る由よしもないトーダは、微び笑しようを絶やさぬまま言った。

「とにかく、正せい攻こう法ほうではらちが明かないということは、わかったわけですから、ここは一つ搦からめ手から攻せめるしかありませんね。この間の会議で出た無人探査船を転移ゲートから送り込むとか、ステルス性の高い船体を使って、忍び込むとか……」

　トーダのアイディアを聞いていたアティーブが、腹を立てたように言った。

「探査機構には、そのような軍事スパイ船のような設備を持った船はない。こそこそと忍び込むような姑こ息そくな手段など使わずとも探査ができるのだからな」

「でも、今回はそうはいかなかったわけですよね。だったら、そういった船をどっかからレンタルするというのはどうですか？」

「レンタルだと？　馬ば鹿かも休み休み言いたまえ！　ただでさえ微び妙みようなこの場所に、軍ぐん艦かんなど持ち込めるわけがないだろう！」

「誰も軍艦をレンタルしろとは言っていません。ステルス機能のある民間船を探せばいいだけのことではないですか？」

　アティーブ博士は、まともに相手をする気もないような口調で応えた。

「どこの世界に、ステルス機能などというものを持たせた民間船があるというのかね？　あればお目にかかりたいものだ！」

　トーダは顔色一つ変えずにしれっと応えた。

「ありますよ。私の船、リバティ・ベル号です」




　その船は、奇き妙みような格好をしていた。

　平たく言ってしまえば、浮うき輪の真ん中にひょうたんを突つっ込んだような形である。

　トーダが、タッチパネルを操作すると、会議テーブルの上に浮かび上がったその浮き輪ひょうたんの立体映像が、すっと透とう視し図に変わった。

「船体の周囲にあるのが、Ｎフィールド発生装置と、カウンターマスの中立化装置です。転移先のフィールド内にある物質を、船体と同じ質量分吸い出し、その空くう洞どうになった部分に転移しますから、転移先の重力波の乱れはほとんどありません」

　会議室の研究員たちは、驚おどろいたように、テーブルの上に浮かぶ船を見つめていたが、やがて一人の研究員が言った。

「宇宙船と同量の質量を吸い出すと簡単に言うが、星間物質の質量を宇宙船に換かん算さんすると膨ぼう大だいな空間の星間物質を集めねばならないのではないかね？」

「ええ、普ふ通つうの転移のように、星間物質の薄うすい空間に転移するとなると、そうなるでしょうね」

　こともなげに応えたトーダの言葉を聞いた研究員は目を丸くした。

「ちょっと待ってくれたまえ、君は今なんと言った？　もし、星間物質の薄い場所に転移するとしたら……などと言わなかったかね？　普通、転移するときは星間物質の薄い、重力波の乱れの少ない場所を選せん択たくするものだろう？」

「ええ、ですから、普通は、と申し上げたはずです。この船はそういった安全第一な普通の転移はしません。転移先にガスなどの星間物質……いえ、ときには小惑わく星せいなどがゴロゴロしている場所を目指して転移するように造られています」

　研究員の丸くなった目がさらに見開かれた。

「しかし、それは危険極きわまりない方法だぞ。少しでも転移先の位相が狂くるえば、大惨さん事じだ」

　トーダの表情は変わらなかった。

「確かにそうですね。でも、この船は探検船です。いまだかつて誰だれも転移したことのない座標軸じくめざして飛ぶ船なんです。ひょっとしたら未知の惑星の地表や、恒こう星せいの中に転移してしまうかもしれません。確率的には非常に低い数字ですけどそれはゼロではありません。この船は危険を追い求めつつ、その危険をなるべく少なくするという設計思想の船なんですよ」

　興味深そうにその船の映像を見つめていたオーバーロード号のシムスン船長が、ぽつりと言った。

「実におもしろい船だな。これならば、あのローデスの封ふう鎖さを突とつ破ぱして、調査星域に侵しん入にゆうすることができそうだ」

　シムスン船長の言葉を聞いたトーダは微笑んだ。

「できそう、ではありません。できるのです」

　そして、トーダは会議室にいる研究員たちを見回して付け足した。

「私は、あそこに行って、そして、人類外知的生命体と思われる宇宙船と接せつ触しよくし、そしてコードＥを発信したのです。あの星域の座標データはすべて記録済みです。もっとも、そのときはローデスの黒色僧そう騎き兵へい艦隊はいませんでしたけどね」

　黙だまったまま腕うでを組んで、トーダの話を聞いていたアティーブ博士が、ゆっくりと言った。

「君の……その探検船とやらの乗組員は何人だね？　あと何人乗れる？」

　トーダは首を振ふった。

「乗組員はいません、私一人だけです。居住区は広くありませんし、無理して乗り込んでも、あと二人というところでしょうか……それがどうかしましたか？」

　アティーブ博士は、こともなげに言った。

「私を乗せて、あの星域まで行って欲ほしい。たとえ無人探査艇プローブを送り込むことができたとしても、このオーバーロード号で確かく認にんできることには限りがある。私はこの目で事実を確かめたいのだ」

　会議室にいた研究員たちが息を吞のむ音が聞こえたような気がした。

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくの後で、研究員たちは口々に言った。

「冗じよう談だんはやめていただきたい！」

「それは危険です、アティーブ博士！」

「そうです！　アティーブ博士はこの探査の責任者で、最高の頭脳の持ち主ではありませんか！　そんな危険な場所に行って、もしものことがあったらどうするんですか！」

「そうだ、人類にとって重大な損失だ！」

　トーダが、ぽつりとつぶやいた。

「どうやら私は損失じゃないらしい」

　人類にとって重大な損失だ、と口走った研究員が、あわてて顔の前で手を振った。

「あ、いえ、そういうわけでは……」

　その様子を見ていたアティーブ博士は笑いながら言った。

「誰が死んでも、人類にとって損失だよ。諸君らが引き止めてくれるのはありがたいが、私の意志は変わらんよ。確かに私はこの探査の最高責任者だ。そして最高責任者が、行くと決めたのだ、責任はすべてこの私にある。違ちがうかね？」

　そのとき、ステラ博士が手を挙げた。

「提案がございます」

　アティーブは眉まゆをひそめた。

「異議申し立ては認めないよ」

　ステラは、にっこり微笑ほほえんで言った。

「異議を申し立てるつもりはございません。これは提案です……私も連れていっていただけませんか？」

　会議室は、一瞬静まり返ってから、再び大おお騒さわぎになった。

「そんな！　危険すぎる！」

「ステラ博士はローデスにおける生物学の最さい高こう峰ほうではありませんか！」

「そうです！　もっと自じ重ちようしていただかないと！」

　口々に引きとめようとする研究員を見回して、ステラは言った。

「あの場所に赴おもむき、そこで未知の生物について判断を下すことについて、私よりも適任者がいらっしゃいますか？　ローデスに顔が利きき、なおかつ生物学に長じた方が？　いらっしゃらなければ、やはりそれは私の仕事です」

　そして、ステラはアティーブをちらりとにらんで言葉を付け足した。

「まさか……アティーブ博士は、性差別主義者ではありませんよね？　私が女だというのは不適格の理由にはなりませんよ」

　何かを言おうとしたアティーブが、あわててその言葉を吞み込んだのを見て、ステラは思わず笑いそうになった。

　……意外と保守的なのね、人類文化学者のくせに。

　帝てい国こくの文化が男尊女じよ卑ひだとは思わないけど、帝国の男性の中には、女性は弱いもの、という感覚が染しみ付いている人間が多いわね。

　もっとも、だからこそ、私みたいな人間が仕事をするぶんには、楽なんだけど。

　アティーブは小さく咳せき払ばらいした後で、トーダに向き直って聞いた。

「で？　君のリバティ・ベル号とやらは、どこにあるのかね？」

　トーダが、会議室の机の上にあるタッチパネルを操作すると、サングリューからほど近い自治惑わく星せいが点てん滅めつした。

「今、この惑星の転移ステーションで差し押さ……あ、いえ、保管されています」

　アティーブは、トーダの言葉を聞き逃のがさなかった。

「今、差し押さえとか言わなかったかね？」

　トーダは頭を搔かきながらうなずいた。

「はははは、正直に言いますと、借金のカタに押さえられています。探検のルポルタージュを書くという契けい約やくで、出版社から費用を出してもらったんですけど、例のコードＥの関係で、探査機構から情報漏ろう洩えいを禁止され、差し止めを食くらって、そのまま出版社から契約違い反はんということで訴そ訟しようを起こされまして……誰だれかが保証人になってくれれば、すぐに動かせるんですけどねえ……」

　アティーブ博士はあきれたように言った。

「そんな、持って回ったような言い方をせんでもよい。すぐに探査機構の経理の方から手を回そう。もともとはといえば、われわれの処置が原因なのだからな」

　トーダは、大きくため息をついた後で微笑んだ。

「いやあ、助かります。友達はいますけど、みんなお金とは縁えんのないヤツばかりで……親しん戚せきも甥おいっ子が一人いるだけなんですよ、たのめば金を貸してくれるかもしれませんけど、ずっと会っていないので気まずくて……」

　トーダの言葉を聞いたステラは、何かに気付いたように目を見開いて聞いた。

「もしかして……その甥おい御ごさんとは、あの、マイド・ガーナッシュ殿どののことでしょうか？」

　照れくさそうに頭を搔きながらトーダはうなずいた。

「ええ、マイドは、私の兄の子です……ああも有名になってしまうと、なおさら会いづらいものですね」




　探検船リバティ・ベル号が、サングリューの中ちゆう継けいステーションに回送されてきたのは、会議が終わってちょうど二十四時間過ぎたころだった。

　オーバーロード号から伸のびた移乗用通路が、リバティ・ベル号のエアロックに固定され、データリンク用のコネクタが結着されると移乗用の出口の脇わきにあるコントロールボックスのモニターに、リバティ・ベル号の船内データが表示された。

　スクリーンを見て、船内の状じよう況きようを確かく認にんしていたトーダは、軽くうなずくと、モニターに向かって話しかけた。

「問題ないかい？　ビジル」

　モニターから、落ち着いた女性の声が応えた。

『一ヶ月前と同じ状態です。ウィルとティルを使って生ゴミと洗せん濯たく物は処置しておきました……本当は、あなたがいないうちに片付けたかったのですが、差し押さえ中は、船内作業も禁止だとかでその他は手をつけておりません。本も資料も、あのままです』

「そうか、それはよかった」

　モニターの向こうから聞こえてくる声は明らかに不満げだった。

『資料は、一度使ったら、元にもどして下さいと、何度も申し上げているはずです……山積みに積み上げておいて、あそこのあれはどこだ？　と聞かれても困ります』

　トーダは肩かたをすくめてみせた。

「はいはい、気をつけますよ」

『……二度返事には、信しん憑ぴよう性がありませんね』

「じゃあ、三回返事をしようか？」

　モニターの声は、しばらく黙だまった後で、やれやれ、という風に応えた。

『……二度返事でもけっこうです』

　そのやり取りを聞いていたアティーブ博士は怪け訝げんな顔でトーダに聞いた。

「確か、乗組員はいないという話だったが……今の声は？」

　トーダは、え？　という顔をした後で、質問の意味に気が付いたのだろう、照れくさそうに笑った。

「ああ、ビジルですか？　彼女はリバティ・ベル号の管理用電子人格です。もともとはハイスクール時代に家庭教師として私の教育をしてくれた電子人格なんですけど、船せん舶ぱく管理もやってもらっているんですよ。ウィルとティルってのは、彼女が使ってる作業用の小型バイオドールの名前です……どうぞ、船内をご案内します」

　そして、トーダはコントロールボックスにあるタッチパネルに触ふれて、移乗用通路に続くドアを開き、そのドアに向かって歩き出した。

　気密性のポリマーと軽合金のハイブリッド材質で作られた折りたたみ式の移乗用通路は、トーダとアティーブ、そしてステラの三人の歩く異なるリズムに合わせて微び妙みように揺ゆれた。

　リバティ・ベル号のエアロックの前にトーダが立つと、ゆっくりとハッチが開いた。

　船内に入ったアティーブとステラは、居住区の中に、足の踏ふみ場もないほどに積み上げられた本や、雑誌、そして学術資料やさまざまな映像ソフトのパッケージの山を見て絶句した。

「すみませんね、ちょっと、とっちらかってますけど」

「いや……なんと言うか……独り者のモデルハウスのような部屋だな。懐なつかしいような妙な気分だよ」

　アティーブがそう言って笑ったとき、あわてたようなビジルの声がした。

『トーダ船長！　お客様を連れて来るなら来ると、ちゃんと伝えて下さい！』

「言わなかったっけ？」

『聞いていません！　聞いてればウィルとティルを使って、ちゃんと片付けておきました！』

「まあ、そう怒おこるな。それより、これからこの二人を乗せて、コードＥを発信したときの座標まで行くことになった。生命維い持じ装置の設定を三人に、そして食料とか水とかの消しよう耗もう物資の計算も三人でやり直してくれ。期間は……余よ裕ゆうを見て二週間だな」

　トーダの言葉を聞いたビジルは、驚おどろいたような口調で応えた。

『このお二人？　……一人は女性ではありませんか！』

「ああ、そうだよ、寝しん室しつはステラ博士に使ってもらおう。私とアティーブ博士はこの部屋で寝ねればいい」

　ビジルはわめいた。

『寝室とは名ばかりの、あの本で埋うまった魔ま窟くつに女性を寝かせることなんかできるわけがありません！』

「そう言われてもなあ。乗り込むことは決定事じ項こうなんだよ、悪いけど」

　電子人格は、しばらく返事をしなかったが、やがて何かを決意したような口調で聞いた。

『出発のご予定は？』

　トーダは、後ろにいたアティーブを振ふり返った。

「いつ、出発します？」

「準備完かん了りようしだい、ただちに、というやつだな」

　トーダは前を向き直って言った。

「だ……そうだ。いつごろになりそうだい？」

『最低でも十二時間は必要です』

「補給とメンテナンスに、そんなに時間がかかるのか……まあ、一ヶ月近くほったらかしにしてあったから、しかたないかな」

　やれやれ、という口調でビジルは応えた。

『補給とメンテナンスは四時間もあれば終わります。残りの八時間は、この部屋の片付けに要する時間です』




　十二時間後……正確には十二時間と二十五分後。

　探検船リバティ・ベル号は、サングリューの跳ちよう空間ゲートに向かってゆっくりと進み始めた。

　山のように積み上げられていた本やソフトなどを運び出して、なんとかスペースを作ったブリッジで、トーダとアティーブと、ステラの三人は、ゲートの周囲にある警けい戒かい区域を示す青いストロボライトの点てん滅めつが、ゆっくりと近づいてくるのを見ていた。

　ふと、ブリッジの後ろにある居住区を振り返ったステラが、床ゆかの上に置かれたコンテナを見て、つぶやくように言った。

「本やソフト、全部置いていったわけじゃないんですね」

　コントロールパネルから目をそらさぬままトーダは応えた。

「電子書しよ籍せきが主流になっても、やっぱり大昔と同じ造りの本ってのは捨てられませんね。あそこにあるのは、連れて行く本ですよ」

「連れて行く本？」

　トーダは、前を見たまま微笑ほほえんだ。

「ええ、私はこの探検船を買うまでは、フリーランスの科学技術者として、いろいろなところで働いていたんです。引っ越こしを繰くり返して……そのたびに本を処分してきました。でもね、不思議なもので、捨てられない本ってのがあるんですよ、引っ越し先にまでついてきちゃう本。あのコンテナに入ってるのは、そういった連れて行く本です」

「どんな本なんですか？」

　振り返って、居住区の床に置かれたコンテナをちらりと見たトーダは、肩かたをすくめると照れくさそうに答えた。

「たいした本は入っていません。青少年向けの軽い小説や、遺い跡せきの写真集に紀行本。そういった古い本ばかりですよ」

　ステラは微笑んだ。

「その本は、あなたにとって特別な本なんですね」

　トーダは首をひねった。

「さあ、どうなんでしょう？　不思議なもので、そうやって連れて行くくせに、いつも読んでいるというわけではないんですよね。ときどき……そう、年に一回か二回くらいしか読み返さないんです……読み返すと、また最初から読んじゃうんですけど」

　その言葉を聞いたステラは、小さくうなずいた。

「心の中にある本ほん棚だなの『特別』と書かれた棚に置かれているということなんですよ、きっと」

「クソ重くて、運送業者に嫌いやがられ、特別割り増し料金まで支し払はらって、引っ越し先に連れていくんだから……特別といえば特別なんでしょうね。どっちかというと縁えんが切れない性しよう悪わる女と言った方がいいかもしれませんけど……。

　さて、ゲートに入ります。転移先の座標は、封ふう鎖さ星域の中にある開かい拓たく惑わく星せいフカン・テンの近くです。距きよ離りが短いですから、すぐに転移しますよ。席についてハーネスを固着してください」

　リバティ・ベル号は、紫むらさき色いろに光る跳空間ゲート力場の中にゆっくりと進入し、先せん端たん部から溶とけるように消えていった。

　トーダの言葉のとおり、リバティ・ベル号が跳空間ゲートに入ってから、一分足らずのうちに、モニターに転移を告げるメッセージが表示され、宇宙船をコントロールするビジルが、チェックリストを読み上げる声がブリッジに響ひびいた

『Ｎフィールド投とう影えい開始。質量中立化カウンターマス発射します』

　そして、ビジルの声に驚きの色が混じった。

『転移予定の座標空間の質量が……異様に高い！　通常の空間とは比べ物になりません！』

「なんだって？　その空間には何があるんだ？」

『人工物です……おそらくは金属……それも細片化されたものだと思われます！』

「金属の細片だと？　なんでそんなものが宇宙空間に……」

『わかりません……とりあえず質量置ち換かんは完了しました、転移先のＮフィールド内に転移します』

　トーダは手元にあるタッチパネルを操作して、つぶやくように言った。

「……なにか、とんでもない場所のど真ん中に飛び込むことになりそうです。覚かく悟ごを決めておいてください」

　両側に座ってモニターを見つめているアティーブとステラが、真しん剣けんな目のままうなずいた。

『転移……完了！』

　ビジルの声とともに、ブリッジのメインモニターに映ったのは。

　おびただしい量の浮ふ遊ゆう物と、そのはるか向こうにきらめく無数の閃せん光こうだった。

　その閃光の正体は、スペクトル解かい析せきをしなくても、見たことのある人間ならば間ま違ちがえることはないだろう。

　それは、何万発という光子魚ぎよ雷らいが炸さく裂れつする輝かがやきだった。

　モニターにクギづけになったままその閃光を見つめていたトーダたちに、ビジルが静かに告げた。

『浮遊物の分ぶん析せきが終わりました。これはすべて……宇宙船の破片です。金属成分などから見てローデスの戦せん闘とう艦かんのものだと思料されます』

　ステラが目を見開いて叫さけんだ。

「うそ！　だって……そんな！　これだけの量の破片が出るってことは……一体どれだけの数の船がここで破は壊かいされたっていうの？　そんなこと、ありえない！」

　ビジルの声は変わらなかった。

『金属蒸気、もしくはプラズマ化して飛散した質量を除いたとして……この空間に漂ただよっている質量は、Ｆ級戦艦に換かん算さんしておよそ五千隻せきに達するものと思われます』




　そう──それは、ローデス地方軍がこの星域に数度にわたって派は遣けんした艦隊の残ざん骸がいだった。

　最初にこの星域に派遣した艦隊が消息を絶ち、その捜そう索さくに赴おもむいた艦隊までもが消息を絶ったことを知ったローデスの地方軍は、責任追つい及きゆうを恐おそれ、上層部に報告せぬまま、ただ、次々と艦隊を送り込んでいった。

　そして、そうやって送り込んだ地方軍の総戦力が、ことごとく転移先で消息を絶ったことを知ったそのとき、ローデス地方軍の上層部は、初めて異常事態が起こっていることを報告したのだ。

　辺境地方軍を管かん轄かつする教皇院は、人類外知的生命体とのファーストコンタクトを予想し、ただちに事態の掌しよう握あくを図るとともにその星域の完全封鎖を、黒色僧そう騎き兵へい艦隊に命じた。

　ローデス神衛軍の黒色僧騎兵艦隊第三艦隊司令、サイファイ少将は、麾き下かの三万隻せきのうち、二万五千隻を封ふう鎖さ艦隊に、残りの五千隻を情報収集艦隊として、音信不通となった開拓惑星「フカン・テン」のある星域に転移させた。

　そして、実体化した情報収集艦隊が目にしたものは、今までにこの星域に派遣されたローデス地方軍の残骸と、そして黒い豆の莢さやのような形をした異様な物体の群れだった。

　リバティ・ベル号に乗ったトーダたちが目にした閃光は、この情報収集艦隊が、その異様な物体に向けて発射した光子魚雷が炸裂する閃光だった。

　モニターに映るその閃光を見つめて、トーダはつぶやいた。

「ローデスの艦隊は押されているようですね……かなりの落らく伍ご艦を出しながら後退を続けています」

　トーダたちの乗ったリバティ・ベル号が転移したのは、この恒こう星せい系の第五惑わく星せい軌き道どうの近くだった。

　音信不通となっているフカン・テンは、第四惑星であり、ローデス艦隊と異様な物体の群れとの戦いは、第六惑星軌道と第七惑星軌道の中間あたりで行われており、第六惑星軌道上にはあきらかに宇宙船の残骸と思われる破片が多数漂っている。

　光子魚雷が爆ばく発はつする閃光が生じている空間には、何か、よくわからない細長いものが、ぎっしりと詰つめ込まれていた。

「ローデス艦隊が光子魚雷を撃うち込んでいる……あれは、いったいなんなのだ？　拡大してくれ！」

　アティーブのかすれた声に合わせて、メインモニターの倍率が上がった。

『光学で百二十倍に拡大してあります』

　ビジルの声とともにメインモニターに大写しになったのは、一見すると豆科の植物の莢のように見える黒い細長い物体だった。

　表面には繊せん毛もうか鱗うろこのような細片が付着しているらしく、光子魚雷の爆発の閃光に合わせて細かくきらめいている。

　トーダは自信を持ったようにうなずくと、メインモニターに映る豆の莢のような物体を指差して言った。

「あれはガーゴイルが報告してきた人類外知的生命体に酷こく似じしています……というより同一のものでしょう。私が辺境星域で最初に出会ったのも、あれと同じ形をしていました……全部を見たわけじゃありませんが、少なくともあれと違ちがう形のものは見ていません。あれがいわゆる宇宙船なのか、それともあれ自体が生命体なのか、それすらもわかってはいません」

　アティーブはうなずいた。

「君のレポートは読ませてもらった。間違いなく君のレポートのとおりだよ。同時収録された検証データが破壊されていなければ、君は間違いなく人類の歴史に残っただろうな」

　ステラが、震ふるえた声でつぶやくように言った。

「……知らなかった……こんなことになっていただなんて……これでは宇宙戦争だわ。こんなことになる前になんとかできなかったのかしら？」

　トーダは、静かに言った。

「私のレポートにも書いてあったと思いますけど……彼らは人類とはまったく異質の生き物のようです。電磁波、光線、音波、放射線、いかなるエネルギー波にも反応しませんし、また、出していません。転移してくる方法も、われわれと違っています。コミュニケーションというのは、何か共通のものが必要です。しかし、あそこにいる連中とは共通点が見つからないのです」

　ステラはつぶやいた。

「何かがあるはずだわ、同じ生き物なんだから、きっと何かが……なんとかしないと、これは全面戦争になってしまう……」

　トーダは静かに応えた。

「もう……なっていますよ。見てください、やつらの増ぞう援えん部隊が現れました」

　メインモニターに陽炎かげろうのような揺ゆらぎが生じ、次々に豆の莢のようなものが出現しはじめた。

　豆の莢は、みるみるうちに数を増し、目の前の空間を埋うめ尽つくした。

　その数は、すでに転移していた豆の莢たちの三倍以上あった。

　光子魚ぎよ雷らいが炸さく裂れつする閃せん光こうの数が減りはじめるのがわかった。

　センサーを見ていたトーダが言った。

「ローデス軍は光子魚雷を撃ちつくしたようですね……撤てつ収しゆうがかかったようです」

「あの豆の莢どもは、どのような攻こう撃げき手段を持っているのだ？」

　アティーブの疑問にトーダは首を振ふった。

「それは、私もよく知りません。Ｎフィールドを展開して、転移しようとしたときに、いきなり私の船のフィールド内に彼らが転移してきて、センサーがもぎ取られ、各種記録デバイスにダメージを受けました。何かの物理的攻撃だったのかもしれませんし、接せつ触しよく事故だったのかもしれません」

「このままここにいたら私たちも攻撃を受けるかもしれませんね」

　小声で言ったステラにトーダは首を振ってみせた。

「ここは、戦線の後方ですし、周りには同じような残ざん骸がいがたくさんあります。アクティブセンサーのたぐいはすべてスイッチを切り、反応炉ろも遮しや蔽へいして最小限のエネルギーしか出さないようにしていれば、見つからないと思います。身をひそめ、じっと敵の動きを見る……それが情報部の鉄則でしょう？　ローデス軍教皇院直属情報部のステラ中ちゆう佐さ」

　ステラの表情は変わらなかった。

「……そうね、確かに中佐と呼ばれたこともあったわね。でも、それは士官学校の教官をやっていたときに便べん宜ぎ的に与あたえられた、軍の中での階級にすぎないわ。今の私には無む縁えんの肩かた書がきね」

　トーダは、笑った。

「そうですね、その後あなたは民間人の生物学者として探査機構に出向しています。誰だれがどう見たって一流の生物学者です」

　ステラは勝ち誇ほこったように微笑ほほえんだ。

「情報部の軍人が、いくら勉強したってしょせん付け焼き刃ばよ。探査機構で仕事ができるほどの知識や分ぶん析せき能力を持てるわけがないわ。妙みような言いがかりはやめて下さらない？」

　トーダの笑いは変わらなかった。

「確かに、情報部員が、一流学者になるのは無理というものです。でも、その逆ならどうでしょうかね？　一流学者が情報部員として活動するのなら、そんなに無理なくできるんじゃないですか？」

　ステラの視線が泳いだのを、トーダは見み逃のがさなかった。

「やっぱり、情報部員としてはアルバイトのレベルですね、ステラ中佐。そこで視線を動かしたらバレバレですよ」

　アティーブ博士が、押し殺したような声でつぶやいた。

「なんということだ……ステラ、君はローデス軍の命を受けて、探査機構にもぐりこんでいたのか！」

　ステラは、平然とした顔で言い返した。

「もぐりこんでいた、なんて言い方はやめて下さい。生物学者としての私は、ちゃんと探査機構の仕事をしておりました。それはご存じのはずです！」

「しかし、軍の息のかかった活動をしていたことに変わりはあるまい！」

「それはそうですが……」

　ステラが視線を落としたとき、トーダが、おもしろそうに言った。

「またまたぁ、そういうアティーブ博士だって、軍とは係かかわりあいはないものの、れっきとした帝てい国こく高官から指示命令を受けてここにいらっしゃるわけでしょう？　他人ひとのことは言えないと思いますけど？」

　トーダの言葉を聞いたアティーブ博士は、目を見開いた。

「き、君！　なんの根こん拠きよがあって……」

「根拠を示せ……ですか。困ったな、異星人のレポートと同じですね。私は知っている、私は見たんだ、と、いくら言っても信じちゃもらえない。でも、本当のことだったでしょ？　根拠を示しても、それが根拠になる根拠を示せと言われりゃあ、どこまで行ったって同じことです……私に言えることは、あなたは帝国側の特使として、異星人との交こう渉しようをするためにここにいる。そしてその可能性を内務大臣であるロッホ・トゥナイツにじきじきに報告しなくてはならない、ということだけですね」

　アティーブ博士の顎あごが、かくん、と落ちた。

「な……なぜ君のような者が……それを……」

　トーダは微笑んだまま小首をかしげた。

「さて、なぜなんでしょうね」

　そしてトーダは言葉を続けた。

「ローデスが、抜ぬけ駆がけをして異星人の勢力を仲間にし、帝国に攻せめ込むなんて、ロッホ大臣や帝国の高官たちが考えているような三文ＳＦみたいな筋書きは存在しませんよ。われわれが見ているとおり、ローデスは今、彼らと戦せん闘とう状態にあります。そして、負けつつある。彼らがどれほどの勢力なのか、何が目的なのか、それはまだわかりませんが、これはもう、ローデスだ帝国だと言っている場合ではないかもしれません。無事に帰れたらロッホ・トゥナイツ様にそうお伝え下さい」

　アティーブ博士は、かくかくと、人形のようにうなずいた。

　狐きつねにつままれたような顔で自分を見ているアティーブとステラを見て、トーダは微笑んだ。

「さあ、仕事ですよ。あなた方は私と違ちがって探査機構から給料をもらっているんでしょう？　給料分の仕事をしないと、給料泥どろ棒ぼうって言われちゃいますよ」

　二人は顔を見合わせた後で、あわてて目の前にあるセンサーモニターにとびついた。

　トーダたちの前で、ローデスの艦かん隊たいは後退を始め、その後を追うように豆の莢さやがいくつも飛び出していくのが見えた。

　撤てつ収しゆうするローデス艦隊のしんがりの艦は、戦艦なのだろう、いくつもの主しゆ砲ほうがきらめき、追つい撃げきしてくる豆の莢を撃うつのだが、追いすがる豆の莢の数は増えるばかりだ。

　そして、ついに豆の莢が戦艦に追いついた。

　センサーが、二つの質量が重なったことを示したとき、画面が小さな爆ばく発はつらしい閃せん光こうを捉とらえた。

　そのデータが示すことは一つしかなかった。

　トーダは、かすれた声でつぶやいた。

「彼らの攻こう撃げき手段がわかりました……質量による物理衝しよう撃げき……要するに体当たりです」

　そして、トーダは言葉を選ぶようにして続けた。

「……一いつ切さいのエネルギー兵器を使わず、自らの質量をもって体当たりのみで敵を倒たおす。実に単純な方法で、たいしたことはないように見えるが……もし、その敵がこちらの数十倍、いや数百倍の勢力を持っていたとしたら……これほど恐おそろしい敵はないね」

　アティーブが応こたえた。

「単純であるがゆえにトリックも作戦も存在しない、純じゆん粋すいな数と数の戦いになるということかね？」

「ええ、そうです、そういう戦いです」

　二人の会話を聞いていたステラが、青ざめた顔でつぶやいた。

「それは……生命のすり潰つぶしあいですね」

　黙だまってうなずいたトーダに、ステラは聞いた。

「……人間は……そんな戦いに、耐たえることができるのでしょうか？」

　答えはなかった。

　三人は黙ったままリバティ・ベルのブリッジに座って、数を増してゆく豆の莢のような物体を見ていた。
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　第四章　混乱







　最初にその異常に気づいたのは、転移ステーションの内部にある、星系内の重力波感知センサーの管理をしている電子人格とオペレーターだった。

『星系内に重力波の乱れ多数！　いずれも転移反応です！』

　電子人格の警告を聞いたオペレーターはあわてて、三次元立体スクリーンの上にその転移反応を表示した。

　転移反応が現れた場所はバラバラだった。

　通常の転移のように重力波の乱れが少なく、星間物質の量も薄うすい空間を選んで転移するのではなく、まさしく行き当たりばったりに座標を決めて転移してきた、としか思えない転移の仕方だった。

「いったいどうしたって言うんだ？」

　オペレーターはそうつぶやくと、転移警報のスイッチを押した。

　ステーションの空間管制センターに警報が鳴り響ひびいた。

「各エリアに警報！　危険区域内に転移船多数あり！　どこに転移してくるかわからんぞ！」

　そのとき、センサーオペレーターが叫さけんだ。

「転移反応分ぶん析せきが出ました！」

「どこのどいつだ！　こんなデタラメでむちゃくちゃな転移をしてくる連中は！」

　センサーオペレーターは、自分のモニターを確かく認にんしなおしてから叫んだ。

「ローデス軍です！　転移してくるのはすべてローデス軍の戦せん闘とう艦かんです！」

「ローデス軍だと？　なんでローデス軍がこんなところにやってくるんだ？」

「理由なんかわかるもんか！　とにかくすごい数だ！」

　センサーオペレーターの報告に間ま違ちがいはなかった。

　転移ステーションのコントロールルームの目の前の空間が揺ゆらいだと思った次の瞬しゆん間かん。いきなりその空間に巨きよ大だいな宇宙戦艦が出現した。

　重力波の乱れを告げる空間センサーが金切り声をあげる中を、ローデス軍の戦艦や巡じゆん航こう艦が次々に実体化し始めた。

　転移ゲートの位置と距きよ離りを示すために空間に浮うかんでいるセンサーブイと同じ位相に転移してしまった艦があったのだろう、センサーブイのあった場所に反物質の爆ばく発はつを意味する閃せん光こうと巨大な光の球が浮かんだ。

　ビーム砲ほう並みの粒りゆう子しのシャワーを浴びて、激しく揺さぶられた転移ステーションの管制官たちが、目の前のコンソールにつかまって身体からだを支えながら悪態をついた。

「むちゃくちゃだ！　指揮官は何をやってやがる！　軍法会議ものだぞ！」

　目の前に転移してきた戦艦を見た管制官の一人が声を上げた。

「違ちがう！　見ろ！　大破しているぞ！　みんなボロボロだ！」

　その管制官の指差したところには、巨大な破穴が空いていた。

　砲ほう塔とうは捻ねじ曲がり、何かがぶつかった跡あとだろうか、艦首の構造物はひしゃげたように潰れている。

　やがて、救難信号周波数のチャンネルによる救助要よう請せいが次々に飛び込んできた。

　何があったのか、それはわからない。しかし、目の前にいる宇宙船が傷つき、救助を求めていることは確かだった。

　管制官たちは顔を見合わせたが、すぐにそれぞれの持ち場にもどり、状じよう況きよう報告と、救助要請の内容について確認を始めた。

　その最中にも、星系内に転移してくる船の存在を示すスクリーンの光点は増え続けていた。

　そして、その光点の中には、星系内の惑わく星せいの衛星軌き道どうや、惑星そのものと交差するものも数多くあった。

　光点を見上げていたオペレーターは、呆ぼう然ぜんと目を見開いたままもう一度同じ言葉をつぶやいた。

「いったいどうしたっていうんだ？」




　惑星サングリューの衛星軌道上にある軌道ステーション。

　その中心部から伸のびるいくつもの腕うで状じようのウイングの先には、手を広げたようなドッキングポートがあり、そこに何なん隻せきもの流線型の船体を持った豪ごう華か客船や、貨客船が係留されている。

　そういった華はなやかな船が停てい泊はくしている場所から少し離はなれた貨物船専用の係留区画の中に、一隻の中型コンテナ式貨物船があった。

　それは就しゆう役えきして四十年以上経過しており、今ではほとんど見かけることもなくなったサーモン級のコンテナ貨物船だった。

　一見旧式に見える船体だが、よく見るとさまざまな部分に手が加えられていた。

　各部の航法用デバイスや、船体後部にある推進機、そしてジェネレーターなどは、すべて最新式とまではいかないものの現行のものに交こう換かんされている。特に船体を支えるメインフレームからは、いくつもの補強用の外骨格パイプが突つき出しており、この船が、ただのオンボロ貨物船ではないことを示していた。

　その、一見ただのオンボロ貨物船、実は手を加えたオンボロ貨物船であるシザーズ・クイーンのブリッジでは、機関長のルサが退たい屈くつをもてあましたような顔で、メインモニターを眺ながめていた。

　モニターに映っているのは、さっき届いたばかりのアウトニア軍の報告書だった。

　コンソールに足を投げ出し、リクライニングさせたエンジニアシートに体重を預け、頭の後ろで腕を組んだルサは、モニターに映る報告書の映像だけをサーチしていたが、切り替かわった画面を見て目を見開いた。

　そこに映っていたのは、ジャンクスターの長老であるリムジンと、もう一人、サングラスをかけた筋肉質の男が握あく手しゆする映像だった。

　……ありゃあ、サンゴーグループの統領、パワー・プッシュじゃねえのか？　なんでまたあの男がリムジンさんと握手してやがんだ？

　ルサは、報告書の詳しよう細さいインデックスをサーチして、その映像にリンクした記事を呼び出すと、画面の片かた隅すみに現れた立体映像のアナウンサーが一礼して記事を読み上げた。

『リムジン氏一族率ひきいるジャンクスターの廃はい品ひん回収業者組合は、このたびサンゴーグループと、新型転移エンジンの開発研究について技術及および研究施し設せつの提供を行うことで合意しました。ご存じのとおりサンゴーグループは、惑星上の拠きよ点てんを持たず、各種推進機などの技術を売り物にして宇宙空間に構築した船団都市で移動する、という技術者集団でした。が、このほど開発に成功した新型転移エンジンのテスト及び量産について、今までのような船団都市では、惑星規模の重力を作り出すことができないことから、実験地としての惑星を求めており、その要請にジャンクスター側が応える形でこの提てい携けいとなったものです。なお、新型の転移エンジンは試作段階で想像を絶する性能を示したとのことで、実用化の暁あかつきには、既き存そんの推進機、及び跳空間航法エンジンすべてが一気に前世代のものになるだろう、とパワー・プッシュ氏は豪ごう語ごしております。なお、念のために付け加えておきますと、パワー・プッシュ氏はサンゴーグループ内でも有名なホラ吹ふき男だそうです』

　そして、アナウンサーの立体映像は一礼して消えた。

「サングリューから帰ったら一度ジャンクスターに顔を出してみるか……」

　モニターを見つめたままルサがつぶやいたそのころ。

　シザーズ・クイーンの船室では、ワタルがマイドの戦いぶりを記録したデータベースを呼び出して、戦せん闘とうの詳しよう報ほうを読んでいた。

　ワタルが今回のサングリュー訪問の旅行について来た理由は一つだけ、つまり、コーリンの付き添そいという立場である。

　コーリンの肢し体たいは、このサングリューにあるエルママウザー研究所、つまりメイが治ち療りようを受けている研究所で作られたものだった。

　本来ならば、マイドたちといっしょに地表に降りて、研究所で肢体の点検を受けるところなのだが、それには一つだけ問題があった。実を言うと彼女の肢体は非合法品であり、持ち出し厳禁の品物なのである。

　研究所に連れていくのはいいが、下手をすると帰れなくなってしまうことをおそれたマイドとマリリンは、コーリンにシザーズ・クイーンに残るように伝え、その間、面めん倒どうを見るようにワタルにたのんだというわけだ。

「ワタル！　おるのか？」

　元気な声とともに部屋に飛び込んできたコーリンは、情報コンソールの前に座ったワタルを見てにっこり笑った。

「おお、勉強しておるのか、ワタルは感心じゃのう。マイドがワタルにもおみやげをもってきてくれるといいな」

　情報コンソールから顔を上げたワタルは、怪け訝げんな顔をしてコーリンを見た。

「僕にも……って、ことはコーリンにはおみやげを約束してくれたのかい？」

　コーリンは得意げに鼻をうごめかせて言った。

「うむ、正確にはマイドではなく、マリリンが約束してくれたのじゃ！」

　マリリンの名前を聞いたワタルは、なんとなく嫌いやな予感がした。

「マリリンのおみやげだって？」

　コーリンは、いたずらっぽい目をしてワタルに近づくと、いきなりその手を取って自分の胸に押し付けた。

「うわ！　なんだよいきなり！」

　目を見開いて手を引いたワタルを見て、コーリンは悲しそうに言った。

「やはり驚おどろくだけなのじゃな……赤くなるとか、楽しそうに笑うとか、そういった反応はしてくれんのじゃな」

「そりゃあいきなりやられれば、誰だれだってびっくりするさ。そ、それに女の子の胸をさわって楽しそうに笑うヤツなんかいるもんか」

　怒おこったように言った、そのワタルの顔を覗のぞき込むようにしてコーリンは聞いた。

「わらわの胸が、ぺったんこでなくて、もっとふかふかしておったら、ワタルは楽しいとは思わぬか？」

「え？」

　ワタルの目が点になったのも構わずにコーリンは話を続けた。

「わらわはワタルが大好きじゃ、ワタルとあーんなコトも、こーんなコトもしてみたいと思っておる。でもワタルは何もせん。マイドに聞いたら、それは犯罪だからだと言うておった。小さな女の子には、あーんなコトやこーんなコトをしてはならぬのだと。

　わらわは人間ではないし、この身体からだもバイオドールじゃ。でも、ワタルはモラルを守るしっかりとした男じゃから、絶対にそんなことはしない、と言うておった……」

　そこで言葉を切ったコーリンは、にっこり微笑ほほえむと言葉を続けた。

「そこで、わらわは考えたのじゃ。この身体が子供でなくなればどうじゃろうか……と。わらわのこの身体は十二歳に固定されておるが、もし、わらわがワタルにふさわしいだけの年ねん齢れいを重ねた身体になれば、何一つ問題はないのではないか？」

　そして、コーリンは小こ悪あく魔まのような目でワタルを見て言った。

「マリリンはの、わらわの頼みを聞いてくれたのじゃ。サングリューの研究所で、成長ホルモンを手に入れてきてくれるそうじゃ。

　ワタル！　喜ぶがよい！　それを投とう与よすればわらわの身体は十五、六歳に成長するぞ！　胸だってやわらかくふくらむし、もうモラルにこだわることはないのじゃ！」

　ワタルは、がっくりと肩かたを落としてつぶやいた。

「……たくもう、マリリンさんはおもしろがってるとしか思えないな……こっちの身にもなってくれよ」

　ワタルの顔色を見たコーリンは怯おびえたような顔になった。

「いけないことだったのか？　もしかしてワタルは、わらわが成長するのがキライなのか？　子供の方が好きなのか？　ならば、わらわは、このままでおるぞ、ずっと大人にならぬ！」

　その、怯えたような顔を見たワタルは、安心させるように微笑んだ。

「それは、君が決めることなんだよ、コーリン」

　コーリンはきょとんとした目でワタルを見た。

「わらわが決める？」

「そう、子供のままでいるのか、大人への階段を上るのか、それは僕が決めることじゃない。君の身体なんだから、君が決めなきゃいけない。そうやって子供と大人を選せん択たくできるというのは、僕のように嫌いやでも大人になっていく人間から見ればすごくうらやましいことなんだけど……コーリンには、わからないだろうな」

　コーリンは、その小さな手を形のよい顎あごの下に持っていって、考え込んだ。

「そうか、人間は誰でも大人になるのだな……ワタルも一年ごとに年をとるのか……」

　やがて、コーリンは顔を上げて微笑んだ。

「決めた！　わらわも一年ごとに年をとることにする！　まず十三歳になるのじゃ！　そして来年は十四歳！　そうやってワタルと同じように大きくなっていくのじゃ！　うん、そうしよう！　それでよいであろう？」

　ワタルはうなずいた。

「君がそう決めたのなら僕には何も言う権利はないよ。でもね、いいかい。大人になるということはそれだけ責任も重くなるということなんだ。今までのような軽はずみな行動はできなくなるんだ……」

　ワタルがそこまで言ったとき、突とつ然ぜんシザーズ・クイーンの船体が揺ゆれ、船内に警報音が響ひびき渡わたった。

　バランスを崩くずしたワタルは、コーリンを両りよう腕うでの間に抱だきしめるような形で船室のソファに倒たおれこんだ。

　押し倒されるようなかたちになったコーリンは、青い目を見開いて言った。

「大人になるというのは、こういうことなのじゃな！　うれしいぞワタル！」

　ワタルはあわてて立ち上がると、赤い顔をして首を振ふった。

「そんなこと言っている場合じゃない！　何かアクシデントがあったんだ！　僕はブリッジに行くから君はこの部屋で待っていろ！」

　そういい残して部屋を出て行くワタルの背中を見送ったコーリンは、上気した顔のままソファの上にぺたんと座り、自分の胸に両手を当ててつぶやいた。

「この身体……自律神経が異状をきたしたかの……動どう悸きが止まらぬぞ……」




　警報音の鳴り響くシザーズ・クイーンのブリッジに飛び込んだワタルが見たものは、目の前に浮うかぶ、損傷したローデスの巡じゆん航こう艦かんだった。

　外がい殻かく部に空いた穴の中には損傷した動力パイプがあるのだろう、ときおり飛び散る火花が見える。

　ワタルは、その巡航艦の後部に突つき刺ささっている黒い物体に気付いた。

　それは見たこともない物質でできていた。

　生き物の一部のような細かい鱗うろこか繊せん毛もうのようなものがびっしりと表面についた、その黒い物体は、巡航艦の船体を切り裂さくように刺さっている。

　……なんだろう、あれ？

　あんなもの、ローデスにあったかな？

　ワタルがそんなことを考えたとき、ブリッジにいたルサが叫さけんだ。

「見ろ！　大気圏けん内ないに転移しちまったヤツがいるぞ！」

　ルサの指差したところに、サングリューの大気の中で真っ赤に燃えながら落ちてゆく駆く逐ちく艦かんのシルエットが見えた。

　気が付くと、落ちていくのはそれ一隻せきではなかった。

　衛星軌き道どうより低い位置に転移した戦艦や、推進材を使いつくし、推力を得られぬまま惑わく星せいの重力に捉とらえられた船が、次々に青い惑星の地表めがけて落ちていくのだ。

　その光景を見ていたルサは、エンジニアシートのリクライニングを起こすと、推進機のメインスイッチを入れて叫んだ。

「ワタル！　カワハヤと、それから手すきの人間を全部呼んでこい！　シザーズ・クイーンをいつでも動ける状態にしておくんだ！」

「わかりました！」

　ブリッジを走り出していくワタルの背中を見送った後で、ルサは再び視線を惑星サングリューに移した。

　サングリューの大気圏の中に、いくつものオレンジ色の線が光って消えていくのが見えた。

　きっと地表は大混乱になっているに違ちがいない。

　……マイドと姉あね御ごたちは大だい丈じよう夫ぶかな。




「でさ、結局メイの意識をバイオドールに移植する件、どうなったの？」

　海岸線沿いのハイウェイを滑すべるように快調に走っている地上車の中でマリリンが聞いた。

「やってもらうことにしました。実はその件でマリリン姉御に意見をお聞きしたいんですけどね……」

　マイドの言葉を聞いたマリリンは怪け訝げんな顔をした。

「私の意見？　どういう意味？」

　マイドはちょっとどぎまぎしたように応えた。

「明日、週明けに研究所で、メイの身体からだになるバイオドールを選ぶんですけど……なんというか女の子を選ぶというのは、どうも気が引ける、というか罪悪感があるというか……それで、マリリン姉御の意見も聞きたいと思いまして……」

　マリリンは肩かたをすくめた。

「そんなことを私に聞かなくてもいいじゃん！　あんたの恋こい人びとなんだから、自分の好みのバイオドールを選べばいいだけのことだよ。彼女の水着を選ぶのに、他ほかの女に聞くやつなんかいないのと一いつ緒しよだ」

　マイドはちょっと赤い顔になって頭を搔かいた。

「それはそうなんですけど、僕の好みをメイに押し付けるわけにもいかないし……いや、バイオドールに移植されているときはメイとしての記き憶おくはありませんから別人なんですけど」

　マリリンは声を上げて笑った。

　そして、笑いながらマイドの肩を叩たたいた。

「安心しな。たとえどんな外見のバイオドールを選んだって、それが自分の本来の顔かたちと違ちがうなんてことはわからないし、それに……たとえ別人の記憶を持っていたって、メイならあんたを好きになる。間ま違ちがいない」

「え？」

　目を見開くマイドを見て、マリリンは微び笑しようを浮かべたまま応えた。

「あんたは、メイの顔だけに惚ほれたのかい？　身体だけが好きだったのかい？　違うだろ。あんたはメイを愛した。メイの人格も価値観も、そういった中身そのものもひっくるめて全部が好きだった……入れ物が替わったら嫌きらいになるかい？　ならないだろう？　だったらメイも同じだよ」

「そうだったらいいのですが……」

　マイドは、そう応えると、ちょっと上気した顔で視線をそらして窓の外に広がる水平線を見た。

　そのとき。

　雷らい鳴めいによく似た、腹に響ひびく轟ごう音おんが空から響いてきた。

「な、なに？　なんの音？」

　マリリンの怯おびえた声を聞いたミュールが、あわてて車を路ろ肩かたに止めるのと、マイドが地上車のセンターコンソールに手を伸のばし、天てん井じようウィンドウの透とう過か度を一気にゼロまで下げるのは同時だった。

　地上車のキャビンの天井が、一いつ瞬しゆんにして消え、オープンカーのように視界が開けた。

　実際には透とう明めいの屋根があるのだが、屈くつ曲きよく率の少ない透過度の高い素材を使っているため、まるで屋根が消えたように見える。

　マイドたちの目に飛び込んできたのは、青空の中を先せん端たん部を白く輝かがやかせ、船体をオレンジ色の炎ほのおに包み、分解しながら落ちてくる駆く逐ちく艦かんの姿だった。

　大気の抵てい抗こうを受け、落下途と中ちゆうで剝はく離りした装そう甲こう板や砲ほう塔とうなどが、幾いく筋すじもの白はく煙えんを引き等速度で落ちてゆくのが見える。

「ありゃあ宇宙船だよね……」

「ええ、あの形は見覚えがあります。おそらくローデスのＳ級駆逐艦です、でも、ローデスの駆逐艦には大気圏降下能力はないはずです！」

　マイドがそう言ったとき、その向こう、はるか水平線に向かって同じようなオレンジ色の火の玉が落ちていった。

　それは、一つではなかった。

　……一隻せきじゃないのか！　一隻なら、きっと事故だ。でも、これは事故じゃない！　一体何があったんだ！

　マイドは思わずドアを開けて車外に飛び出した。

　そのとき、マイドの頭上を、バリバリという轟音を立てて、真っ赤に燃えた巨きよ大だいな宇宙戦艦が通過していった。

　船内から白い脱だつ出しゆつカプセルがいくつも飛び出すのが見える。

　しかし、マイドはその多くが宇宙空間用カプセルであることに気付いていた。

　……大気圏けん内ないでは、あのカプセルは重力に引かれ、そのまま地上に落ちる……そしてそのカプセルが成層圏からの落下の衝しよう撃げきに耐たえられるわけがない。

　マイドの見ている前でその巨大戦艦は西にある高い山の向こうに消えていき、やがて赤い光が西の空に満ち、山をシルエットのように浮うかびあがらせた。

　そして、一呼吸ほどおいてから、地じ響ひびきと衝撃波が伝わってきた。

　その衝撃波を感じたとき、マイドは気付いた。

　……海に落ちた艦も多いはずだ！　あの衝撃波が海を伝われば……。

　マイドは車の外で空を見上げていたマリリンとミュールに向かって叫さけんだ。

「早く車に乗って！　ミュール！　非常降下帯を使ってハイウェイから降りて、すぐに高台に行くんだ！　急げ！　全速力だ！　津つ波なみがくる！」




　この日は休日だった。

　サングリューはローデス暦れきをつかっており、週に一回の休日と二回の半休日がある。

　この休日と半休日の正午から午後四時まで、首都ロリエントの中心を通るメインストリートは、車両の通行が禁止され、市民に開放される。

　いつもは地上車が行きかう片側四車線の広いメインストリートが細長い広場と化し、道路沿いの飲食店は、オープンカフェに変身する。

　季節は初夏。

　どこまでも澄すみ切った青空の下、自由に歩く人々の群れがあちこちで人だかりを作っているのは、掘ほり出し物を売っている露ろ天てん商しようか、それともストリートパフォーマーが大道芸を繰くり広げてでもいるのだろう。

　そして、にぎやかな音楽とともにパレードがやってきた。

　それはこのロリエントの中央広場に常設小屋を持っているサーカスから繰り出してきたキャンペーンのパレードだった。

　先頭を歩くのは、色とりどりの風船の束を抱かかえた四本腕うでのピエロだ。

　おどけたステップを踏ふみながら街行く人に風船を配って歩いている。

　母親に連れられた五歳くらいの少女の手に渡わたされた風船は、やわらかそうな毛が生えたネコの顔がついていた。

　そのネコ顔風船は。そのままふんわりと方向を変え、少女の頰ほおにくっつくと目を細め、ゴロゴロと喉のどを鳴らした。

　少女は歓かん声せいを上げた。

「わーいネコさん風船だぁ！」

　その少女の前を、デキシーランドジャズの音楽とともにパレードが通り過ぎてゆく。

　巨大な、象ほどの大きさの白い毛の長い犬の背中には、額に王女のような輝くティアラを着け、ドレスを着た美少女が乗っていて、道行く人に微笑ほほえみ投げキッスをして叫んでいる。

「プリーズ！　プリーズ！」

　その脇わきを手を振ふりながら立って歩くパンダたちは、着ぐるみではなさそうだ。

　花とテープで色いろ鮮あざやかにデコレーションされた車の上でタキシードを着て、シルクハットを振っているアニメ顔のネズミも着ぐるみではない。

　やがて後ろからころころと、ピンクのサッカーボールが転がってきた。

　よく見るとそれはみな、サッカーボールほどの大きさのピンクの象たちだった。

　鼻の先が二つに分かれているそのピンクの小象たちは、道の両側でパレードを見ている人たちにその鼻を振りながら、あっちにころころ、こっちにころころと走っていく。

　そして、そのうちの一頭が、さっきピエロからネコ顔風船をもらった少女の前にやってくると、その場で鼻を振り、少女の前にころんと転がって腹を見せた。

「お腹なかを踏んであげなさい、そっとよ」

　母親がそう言うと、少女は、びっくりしたように母親の顔を見た。

「お腹、踏んでいいの？」

　母親は微笑んだ。

「うん、この象さんはね、お腹を踏んであげると喜ぶのよ」

　少女がそっとそのピンクの象の腹に足を乗せると、ピンクの象は嬉うれしそうに目を細めた。

　華はなやかな音楽と色とりどりの色しき彩さいにつつまれたパレードが、青空の下を進んでいく。

　それは、このサングリューの休日のいつもの姿だった。

　人々は、その平和な光景を、あたりまえのことだと思っていた。

　水や、空気のように。




　最初にその物音に気づいたのは、オープンカフェのテーブルで、注文を聞いていた、ウサ耳バニ型亜人ロイドのウェイトレスだった。

　ウサ耳型亜人は、その遺伝子特性により、真人より聴ちよう覚かくが鋭するどい。低い、低周波の混じったその音を聞いたとき、心に雷らい雲うんのイメージを浮かべたそのウェイトレスは、思わず空を見上げた。

　……天気予報では雷らい雨うの可能性はないって言っていたけど……雨が降ってきたら大変だわ。

　しかし、彼女の頭上には雲一つない青空が広がっているだけだった。

　……変ね。

　彼女は、首をかしげたが、音はどんどん大きくなっていた。

　やがて、その音は普ふ通つうの人々の耳にも届いたのだろう。訝いぶかしげにあたりを見回す男や、怯おびえたように首をすくめる女性や子供たちが増え始めた。

　そして、それは現れた。

　数百の雷らい鳴めいを束ねたような轟ごう音おんを立てて、大通りの両側に立ち並ぶ高層ビルの向こうからやってきたのは、オレンジ色に輝かがやく巨きよ大だいな火の玉だった。

　それはおびただしい白はく煙えんを吐はきながら、人々の頭上を通り過ぎ、そして西の平原に向かって落ちて行った。

　人々は、目の前を横切っていったものを、信じられないように見つめたまま身じろぎもしなかった。

　一呼吸ほどの間の後で。

　西の地平が光った。

　そして、さらに一いつ瞬しゆんの間の後で。

　目に見えない空気の塊かたまりが襲おそいかかってきた。

　オープンカフェのパラソルが吹ふき飛び、街路樹がいっせいに枝を鳴らすのと同時に、人々の耳に轟音が、そして足と、皮ひ膚ふに低周波を伴ともなった地じ響ひびきが届いた。

　西の建物の向こうに立ち上がる巨大な火球は、大地にふくまれた水分の名残なごりである白い輪を周囲にまとったまま、むくむくと上ってゆく。

　そのとき、誰だれかが声を上げた。

「見ろ！　パラシュートだ！」

　見上げると、青空にいくつもの白いパラシュートが浮うかんでいた。

　一人の男が、つぶやくように言った。

「ありゃあ……軍用の大気圏けん内ない脱だつ出しゆつカプセルだぞ！」

　人々が見上げる中を、そのカプセルをぶら下げた白いパラシュートは、周りの状じよう況きようとは無む縁えんの、牧歌的な雰ふん囲い気きをまといつかせ、左右にゆれながらゆっくりと降下してきた。

　また、空から轟音が聞こえてきた。

　さっきと同じような、オレンジ色の細長い火の玉が、青空に白煙を引きながら南の海の方に向かって落ちてゆく。

　人々がおたがいの顔を見合わせたそのとき、バスほどの大きさの白い脱出用のカプセルが、広場の真ん中にゆっくりと着地し、そのまま横よこ倒だおしになった。そして、その隣となりに母親が子供に毛布を掛けるときのような優ゆう雅がさで、パラシュートがふわりと落ちた。

　その場にいた人々は、誰も一言も発することなく、そのカプセルを見つめていた。

　広場に停とめられたサーカスの宣伝カーのスピーカーから、パレード用の明るい音楽だけが響いている。

　やがて、脱出カプセルのハッチが、がくん！　と音を立てて開き、中からローデス宇宙軍の制服を着た兵士が現れた。

　負傷した仲間に肩かたを貸して、よろよろと脱出カプセルの外に足を踏ふみ出したその兵士は、あたりを見回して、一瞬あっけにとられたような顔をした。

　平和な、実に平和な昼下がりの街の光景がそこにあった。

　サーカスの宣伝カーから流れる陽気な音楽。

　風船を持ったピエロ。子供を連れた母親。

　ほんの一瞬前まで見ていたものとの落差に、彼は言葉を失った。

　やがて、脱出カプセルを取り巻いていた人々の中から一人の男が進み出て、呆ぼう然ぜんと立ちすくむその兵士に声をかけた。

「その人は、怪け我がをしているようだね、救急車を呼ぼうか？」

　兵士は、その言葉の意味がわからないような顔をして、声をかけてきた男を見た。

「……救急車だって？」

　そうつぶやいた後で、兵士は、はっと目を見開いた。

「そうだ……医者だ！　医者をたのむ！　あのカプセルの中には負傷兵が何十人も乗っているんだ！」

　そして、兵士は、かっと目を見開くと、遠巻きにして自分を見つめている街の人々に向かって叫さけんだ。

「馬ば鹿か野や郎ろう！　お前ら！　なにをやってるんだよ、エイリアンだ！　エイリアンの軍隊がすぐそこまで来ているんだ！　逃にげろ！　逃げなきゃだめだ！　皆みな殺ごろしになるぞ！」

　群集は、誰だれ一人ひとりとして声を上げなかった。

　兵士の言葉は聞こえていた。しかし、その言葉の内容が、現実と結びつかなかったのだ。

　そのとき、またもう一隻せき、轟音を立てて燃え上がる宇宙船が頭上を通り過ぎていった。

　空気に、何かが焦こげる匂においが混じり始めていた。

　最初に動いたのは、子供を連れた母親だった。

　その母親は、連れていた子供の手を握にぎり締しめ、よろよろと後ずさりした後で、いきなり子供の手を引いて走り出した。

　腕うでを急にひっぱられた女の子の手から、ネコ顔風船が離はなれ、宙に浮いた。

「あ、ネコさん！」

　その、泣き声の混じった子供の叫び声が合図だった。

　広場にいた人間全員が、目を見開き、叫び声を上げて走り出した。

　脱出カプセルの周りにいた人々から始まったパニックは、瞬またたく間に都市全体に広がっていった。




　この日、惑わく星せいサングリューの星域に転移してきたローデス軍の戦せん闘とう艦かんの数は千を超こえ、サングリューの大気圏けん内ないに墜つい落らくした艦の数は十二隻におよんだ。

　その多くは海に墜落し、その衝しよう撃げき波はのために生じた津つ波なみは沿岸の各都市を襲い、多数の犠ぎ牲せい者を出すに至った。

　サングリュー自治政府の国家主席のアキラーニは、惑星全土に非常事態宣言を出し、事態の収拾を命じた。

　非常事態対策本部が置かれた主席官かん邸ていの対策室には、緊きん急きゆう対策用の情報端たん末まつがずらりと並べられ、何十人もの職員たちが、各地から入ってくる情報を取りまとめている。

　対策室の一番奥にある総合デスクの後ろで第一報が書かれた総合報告書を読んでいたアキラーニは、対策室の外の廊ろう下かあたりの「脱走兵だ！」という叫びと、人が倒たおれるような音を聞いた。

　報告書から顔を上げたアキラーニは横にいた事務官に聞いた。

「何ごとかね？」

「様子を見てまいります！」

　総合デスクの近くに立っていた事務官が小走りに対策室の出入り口に走ってドアのノブをつかもうとしたとき、いきなりそのドアが開いた。

　タイミングを逸した事務官の身体からだが宙を泳ぎ、部屋の中に飛び込んでこようとした男にぶつかった。

　金属同士が触ふれ合うガチャリ、という音が執しつ務む室に響いた。

　事務官がぶつかったのは、陸戦隊の装備に身を固めた、ローデス軍の海兵隊の隊員だった。

　海兵隊員は、事務官を押しのけると、そのまま対策室の中に飛び込み、そこで膝ひざをつき、銃じゆうを構えて室内を見回して叫んだ。

「動くな！　こちらの指示に従わぬ場合は抵てい抗こうとみなし、射殺する！」

　対策室の中にいた職員たちは、目を見開いたままその場に凍こおりついた。

　最初の海兵隊員に続いて十人ほどの海兵隊員が飛び込んできて、すばやく部屋の四よ隅すみと壁かべ際ぎわに張りつき、室内にいる職員に向けて銃を構えた。

　その身のこなしを見ていたアキラーニは、確信した。

　……この兵士たちは、脱走兵などではない。あるわけがない。彼らはプロ中のプロだ。

　やがて、対策室の出入り口に、灰色のローデス軍の制服を着た士官らしい若い男が現れた。

　部屋の中を見回したその男は、一番奥にいたアキラーニを見つけると、すたすたと近づいてきた。そしてアキラーニの前に立つと、胸に手を当てるローデス式の敬礼をして聞いた。

「惑星サングリューのアキラーニ主席閣下とお見受けしますが？」

　アキラーニは静かにうなずいた。

「いかにも、私はこの自治惑星サングリューの国家主席だが？」

　アキラーニは、言葉の中にある『自治』という単語に力を込めて発音した。

　その意味は士官にも伝わったのだろう、若い士官は少しばつが悪そうな顔をして言った。

「本日ただいまより、このサングリューの国家主権は停止され、諸君らは我わがローデス軍の下部組織に組み込まれることとなった。われわれに協力してもらいたい」

　アキラーニは表情も変えずに士官の顔を正面から見て言った。

「……銃を突つきつけて求めるのは、協力とは言いませんな。言葉は正しく使うべきです」

　そのとき部屋の出入り口あたりから落ち着いた声が聞こえた。

「こちらから見れば協力の要よう請せいだが、相手から見れば脅きよう迫はくということだ……」

　見ると、そこにローデスの軍服を着た初老の男が立っていた。

　アキラーニの前に立っていた若い士官は、あわててその男に向き直ると直立不動の姿勢を取って敬礼した。

「官邸の制圧、終しゆう了りようしました！　死者、負傷者ともにゼロであります！」

　初老の軍人は、鷹おう揚ようにうなずくと、静かに言った。

「よろしい。では、警けい戒かいのために一人残し、他の兵たちを下がらせろ」

「了解しました！」

　若い士官はもう一度敬礼すると、部屋を制圧している海兵隊員のところに向かって走って行った。

　その後ろ姿を見送った初老の軍人は、つぶやくように言った。

「力だけがわれわれの行動原理だから無理もないが……まだ若いな」

　そして、一歩進んでアキラーニの前に立つと、敬礼ではなく、静かに頭を下げて言った。

「ローデス神衛軍、黒色僧そう騎き兵へい艦隊第三艦隊司令、サイファイ少将と申します……このたびの我が軍の醜しゆう態たい、まことに恥はずかしい限りです」

　アキラーニは椅い子すから立ち上がると、サイファイ少将に向かって一礼した。

「惑星サングリュー国家主席、アキラーニと申します」

　挨あい拶さつを終えた二人の視線が空中でぶつかった。

　最初に口を開いたのはアキラーニだった。

「このサングリューを軍政下に置かれるということは……ここが戦場になるとお考えなのですか？」

　サイファイ少将は、無言のままアキラーニを見つめていたが、やがて、大きく息を吐はいて言った。

「おそらく……いえ、間ま違ちがいなく」

　アキラーニの目が見開かれた。

「では……脱だつ出しゆつした兵士から得た情報は、事実なのですね！　異星人の侵しん略りやくという、あの荒こう唐とう無む稽けいな話は、脱走の言い訳でもなんでもない、本当のことなのですね！」

　サイファイ少将は、大きくうなずくと真しん剣けんな目で言った。

「一ヶ月前、コードＥが発せられた星域から、ここまでの間にある七つの辺境開かい拓たく惑わく星せいのうち五つは、すでに敵の攻こう撃げきを受け全ぜん滅めつしました。一つ手前の星域でわれわれの残存艦隊が、なんとか食い止めていますが、このサングリュー星系に敵が押し寄せるのは時間の問題だと思われます……」

「そんな近くに！」

　アキラーニの顔から血の気が引いた。

　サイファイ少将は、その顔を見て、言葉の意味を伝えるようにゆっくりと言った。

「この星系には跳ちよう空くう間かんゲートがあります。あれを使って一刻も早くこの星の住民を避ひ難なんさせてください。避難が終わり次し第だい、われわれはゲートを爆ばく破はします。あれを敵の手に落としてはなりません。敵にあれを使う能力があれば、敵は人類の勢力圏けんのどこにでも出現することが可能です！」

　サイファイ少将の言葉を聞いたアキラーニは絶望的な顔になった。

「この惑星の人口は約一億人……亜人をふくめてです。それだけの人間を避難させることができるとお考えですか？」

「できる、できない、という次元の話ではありません。すでにわれわれは跳空間ゲートの爆破準備を進めております。残された時間はわずかです、今は一人でも多くの住民を避難させることを最優先にお考えになるべきです！」

　アキラーニは、聞きたくない答えを聞かなくてはならない自分の立場を呪のろいながらサイファイ少将に聞いた。

「その……残された時間は、どれくらいですか？」

　サイファイ少将は、自分の腕うでについている軍用の汎はん用よう端たん末まつに視線を落として、時間を確かく認にんし、静かな声で応えた。

「……あと百八時間と二十五分、四日と半日と二十五分です……」




　そのころ、サングリューから遠く離はなれた宇宙空間に浮うかぶ、おびただしい量のローデスの軍ぐん艦かんの残ざん骸がいの中に、紛まぎれ込んで漂ただよう探検船リバティ・ベル号の姿があった。

　その船内では、トーダたちが、パッシブセンサーをフルに使って、転移した星系内の惑星のさまざまなデータを収集していた。

　特に音信不通になっている開拓惑星フカン・テンは、完全に異星人の勢力下にあり、その惑星上で何が起きているのかを知ることが、彼らの目的を知ることにつながると考えられた。

　センサーモニターにしがみついていたトーダが、コンソールシートの背もたれに体重をあずけて伸のびをしながら言った。

「お二人とも……ここらでちょっと一息入れませんか？　……ウィルにティル、お客さんにお茶を持ってきてくれ」

　トーダの言葉が終わって一分ほど過ぎたころ、ブリッジの奥にあるギャレーから、カチャカチャというティーカップの触ふれ合う音が聞こえてきた。

　そして音とともに現れたのは、身長八十センチほどの、立って歩く二頭のテディベアだった。

　ティーセットを載のせたお盆ぼんと、ポットを載せたお盆をそれぞれの短い手で器用に持ち、コンソールの手前まで、よちよちとやってきた二頭は、二つのお盆をコンソールの上にある空きスペースに置いて、目を丸くしているステラとアティーブに一礼すると、またよちよちともどっていった。

　われに返ったステラが笑いながら言った。

「なんですかあれ！　すごくかわいい！」

　アティーブは、懐なつかしそうに言った。

「まだ、現役で動くオートベアがいるとは思わなかったな……貴重な財産だな」

「オートベア？」

　怪け訝げんな顔をするステラを見てアティーブは笑いながら説明した。

「ローデスでは流行しなかったから知らないのも無理はない。要するにバイオテクノロジーで作られたテディベア型のバイオノイドの総そう称しようだよ。子供の遊び相手から、ちょっとした家事雑用までなんでもこなすペット兼けんメイドみたいなものだ……今ではすっかり見なくなってしまったがな」

　ステラは、二体のオートベアが引っ込んだ扉とびらを見つめて聞いた。

「なぜですの？　あんなかわいいクマさんなら、誰だれからも愛されるでしょうに……」

「確かにかわいいが……あれは言葉を話すことができん。会話機能を加えることに設計開発者が断固として反対したからだ。テディベアは言葉を話さない。それが哲てつ学がくだったらしい」

　トーダがアティーブの言葉の後を継ついだ。

「確かに人間の手伝いをさせるには小さすぎるし、会話ができないために、子供の事故を報告できなかったというアクシデントが重なったんだ。そして、会話ができる新型のハウスキーパーバイオノイドや、テクノドールが次々に開発され、いつの間にかオートベアたちは、廃すたれていったというわけさ……ティル！　ウィル！　もう一度あいさつしなさい」

　トーダが声をかけると、ブリッジの後ろにある小さな扉が開き、二頭のテディベアが顔を出して、ぴょこんと頭を下げ、すぐに引っ込んだ。

「他人を見たことがないから、照れてやがる……あいつらの性格設定は十歳児だからね」

　ステラは楽しそうに言った。

「あなたが一人でこの船に乗っていられる理由がわかったような気がするわ」

　お盆の上のティーカップを持ち上げて口に運びながらトーダはうなずいた。

「まあ、退たい屈くつはしないね」

　そして電波を分ぶん析せきするセンサーモニターに視線を移したとき、トーダの顔色が変わった。

「こいつは……映像周波数だ！　まだ生きている人間がいるのかもしれない！」

　後ろにいたアティーブ博士が驚おどろいたように振ふり返った。

「なんだと？　どこからの電波だね？」

「フカン・テンから出ている電波です。どこかのセキュリティシステムのものだと思われますね」

「映像を見ることは可能かね？」

「探査衛星の電波を受信するようなものですよ。微び弱じやくなので、かなり補正しなくてはなりませんが、見ることは可能だと思いますね」

　トーダはそう言いながら、タッチパネルに触れた。

　やがて、メインモニターに粗あらい映像が浮かび出た。

「ちょっとまってください、さらに補正して、レタッチをかけます」

　トーダの言葉が終わらないうちに、映像の輪りん郭かくがくっきりと見え始めた。

　それは、どこかの農場の納な屋やの屋根に設置された監かん視しモニターの映像のようだった。

　一面に広がるトウモロコシ畑と、遠く点在する何かが日光を反射して光っているのが見える。

　風が吹ふいているのだろう、まだ若く、まばらに植えられたトウモロコシの葉が風に揺ゆれている。

　メインモニターを見つめていたアティーブが聞いた。

「あれは……何が光っているのかな？」

「開かい拓たく民の家に設置されたエネルギー用のソーラーパネルだと思いますよ」

　そう応えた後で、トーダは気が付いたように付け足した。

「そうか、きっとこのモニターもあれと同じソーラーシステムで動いているんだ。それで急に電波が強くなったんですね……この監視モニターが設置されている場所はあの惑わく星せい上の昼間の部分にあるということだと思います」

　アティーブの横でモニターを見ていたステラが聞いた。

「色調補正はできないんですか？　ずいぶんと黄色い画面ですね」

　トーダは、メインモニターのデータを見て首をかしげた。

「色調補正済みですよ、空の色や、トウモロコシの色もそのままじゃないですか」

　ステラの目が細くなった。

「だって、おかしいわ。あのトウモロコシはまだ若いのに、なぜ緑色じゃないの？」

　トーダは、目を見開いた。

「そうか！　枯かれているんだ……この農場のトウモロコシはすべて枯れてしまっているということなんだ！」

「植物にとって致ち命めい的な何かが起こっているということね……この農場だけではなさそうだわ……」

　そう言うとステラはモニターに映っている映像の一部を指差した。

「遠くの山を見て。トウモロコシの成長の具合から見ても、ここはまだ夏にすらなっていないはずなのに紅葉している……木々が枯れているのよ！」

　アティーブが悔くやしそうにつぶやいた。

「くそ、この映像だけではわからんことが多すぎる……検証するにはもっとデータが必要だ」

　トーダは、サブモニターに浮うかび上がった開拓惑星フカン・テンの映像を見ながら応えた。

「まもなく、あの惑星でもっとも人口の多い地区が昼間になります。これと同じようなシステムを使っている場所があれば、違ちがう映像を受信できます……ビジル！　探査システムを映像受信と分析を重点にする、センサーの切り替かえを頼たのむ」

『了りよう解かいしました、多重受信センサーアンテナをフカン・テンに指向します』

　ビジルの返事を聞いたトーダは、腕うでまくりをするような格好をして、コントロールパネルに両手を伸のばした。

「よし、受信した映像周波数すべてに補正をかけて並行処理し、メインモニターをマルチ化して表示しろ」

『了解しました、並行処理を開始し、受信した映像をすべてマルチモニターに表示します』

　やがて、さまざまな映像がマルチモニターに浮かび上がりはじめた。

　どこかの小さな町の街角の映像。

　ドラッグストアの店内の映像。

　子供向けの遊具がいくつも置かれた公園の映像。

　そのどれにも人の姿はおろか、動くものの姿すらなかった。

　食い入るようにモニターを見ていたステラが、何かを見つけたのだろう、あえぐような声を上げた。

「どうした？」

　ステラの指差した映像は、どこかの学校の教室の映像らしかった。

　教室の中に人ひと影かげはなかったが、教室の窓の外に広がる校庭に、人形のようなものが、いくつも転がっているのが見えた。

　その人形にアイコンを合わせズームしようとしたトーダの手をステラが押さえた。

「やめて……どうせこの映像では、死因はわからないわ。ただ見ることしかできないのなら見たくない……」

　ステラが押さえたために、アイコンの位置が変わったのだろう、ズームされた映像は校庭の脇わきの部分だった。

　その映像を見たアティーブが怪け訝げんな顔をした。

「今の部分をもっと詳くわしく見せてくれ……何か妙みようなものがある」

　トーダとステラはあわててモニターを見つめた。

　モニターに映っているのは、赤あか紫むらさき色いろをした、サンゴのような細かなトゲと枝を持つ植物だった。

　背の高さは十五センチほどだろうか、校庭の隅すみから中央にかけてびっしりと群生しているように見える。

「あれは、なんだろう？　この惑星には、あんな植物が自生しているのかね？」

　ステラは、じっとその植物のようなものを見ていたが、やがて小さく首を振ふった。

「違ちがいます、あれはあそこに植えられたものではないと思います。あれは異質です」

「その根こん拠きよは？」

「状じよう況きよう証しよう拠こでしかありませんが、この建物から導かれる結論です」

「建物？」

　怪訝な顔をするアティーブに向かってステラは静かに言った。

「この映像に映っている建物は、おそらく小学校でしょう……小さな子供が走り回る校庭に、あんなトゲや枝が生えている植物を植える人間はいません。もっとも、これは推測でしかありませんから、実際にはあの植物のトゲや枝は柔やわらかく、芝生しばふのようなもので、危険はないのかもしれませんが……」

　他の映像を見ていたトーダが首を振った。

「いや、ずいぶんと硬かたそうだ、こいつを見てくれ」

　ズームされた映像には、例の植物がアップで映っていたが、よく見ると天地が九十度ずれていた。

「どこかの街頭モニターらしいが、支柱がなんらかの理由で折れたんだろうな。地面に横よこ倒だおしになったままの映像を送っている……見にくいからこっちで九十度回転させよう」

　トーダの声とともに、映像の天地が正常に戻もどった。

　その場所は風が強いのだろう、アップになった植物全体がときおり風に揺ゆれるのだが、枝もトゲもぴんとつっぱったままだ。

　その映像をじっと見ていたステラが、断言するように言った。

「これは……今まで見たこともない植物です……いえ、植物ではなく鉱物かもしれません。あのトゲは結けつ晶しようのような幾き何か学的な構造が積み重なったものとしか見えません。あれが葉脈なのかもしれませんが、植物だとすれば実に不合理な構造です。どちらかというと菌きん類るいに近いものだと思われます」

　アティーブが小声で聞いた。

「それは……つまり、あれは異星人が持ち込んだものだということかね？」

　ステラはうなずいた。

「異星人が持ち込んだものか、それともひょっとするとあれこそが異星人かもしれません。植物のように繁はん殖しよくし、やがてあの豆の莢さやのような実をつけ、そしてそれを宇宙に飛ばし、自分たちが繁殖できる次の畑を探す、という生態なのかもしれません」

　アティーブは難しい顔になって応こたえた。

「しかし、その説だと、あの豆の莢が、攻こう撃げき行動を取る理由に説明がつかないな」

　トーダは微笑ほほえんだ。

「植物だの動物だのといったわれわれの概がい念ねんを超こえた生き物かもしれませんよ。サングリューにも犬の遺伝子と植物の遺伝子を組み合わせた番犬樹なんて生き物がいるじゃないですか……もっとも数年で犬の細さい胞ぼうは死し滅めつして完全な植物になってしまうそうですけどね」

　トーダの言葉を聞いたアティーブは憤ふん慨がいしたように応えた。

「サングリューの連中がやっていることは生命に対する冒ぼう瀆とくだよ」
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　第五章　大脱出エクソダス







　サングリューの国家主席、アキラーニは、机の上のモニターに映っていた命令書にサインすると、一いつ瞬しゆんためらったように指をさまよわせた。が、すぐに決意したように画面上の送信ボタンに触ふれる。

　命令書の文章が関係各局に送られ、写しが執しつ務む机の右側の書類ケースの上に出てくるのを眺ながめながら、アキラーニは自じ嘲ちようするようにつぶやいた。

「この命令は、生命というものに対する冒瀆かもしれんな……」

　机の横に立っていた事務官が写しを取り上げて、怪け訝げんな顔をした。

「脱出させる者は真人のみ、というこの命令が、ですか？」

　アキラーニはその若い事務官を見て、静かに言った。

「この惑わく星せい以外の星を知らん若い人間には、わからぬのも無理はないが……われわれを支え、われわれに尽つくしてきたあの亜人という存在が、どれほど大きなものなのか……失って初めてそのことに気付く人間は多いだろう」

　若い事務官は、不満そうな顔をして黙だまり込んだ。




　アキラーニの声明は、ネット、携けい帯たい汎はん用よう端たん末まつ、ホログラフＴＶ、などのありとあらゆるメディアを通じて、惑星サングリュー全土に伝えられた。

　異星人の存在と、侵しん略りやくを伝える衝しよう撃げき的な内容に満ちた声明であったが、その声明にふくまれた情報の多くは、すでに墜つい落らくする宇宙船からの脱出に成功した兵士たちの口からサングリューの市民に伝わっており、そのことに驚おどろく人間はほとんどいなかった。

　市民が驚いたのは、声明の後段。

　九十六時間以内の脱出命令と、そして、この脱出は真人だけに認められるという一節だった。




　マイドは、エルママウザー研究所のロビーにある大型のホログラフＴＶで、ぼんやりとその声明を聞いていた。

　ロビーは避ひ難なんしてきた人々でごったがえしていた。

　ついさっきまでマイドたちは、津つ波なみに襲おそわれた被ひ災さい者の救助と、負傷者の手当てや、収容場所の手配などに走り回っていた。

　海中に落下した大型戦せん艦かんが引き起こした津波は、高さ十メートル以上。

　南に開いた湾わんの奥では、数十メートルに達した。

　とっさの判断で高台に逃にげたマイドたちは、目の前で、海岸線沿いに立つ建物やハイウェイなどが津波に飲み込まれていくのを見た。

　津波は、普ふ通つうの波のように押し寄せて、すぐに引くものではない。押し寄せてきた大量の水が、ずっとそこに留とどまるのだ。波というよりも、いきなりものすごい勢いで海水の水位が上じよう昇しようすると言った方がわかりやすいだろう。

　マイドたちは、岬みさきの高台にあるエルママウザー研究所に飛び込み、休日出勤していたスリラムに、被災者の救護のために研究所の施し設せつを開放するように求めた。

　目の前の惨さん状じようを見たスリラムは快かい諾だくし、そしてマイドとマリリン、ミィ女史は、サウロニア市当局の職員と共に、この研究所で対応に追われていたのだ。

　疲ひ労ろうの溜たまったマイドの意識は、ホログラフＴＶのアキラーニの声明をどこか上の空で聞いていた。

　……異星人か……一ヶ月くらい前に聞いたあのコードＥ騒さわぎは、デマじゃなかったんだな。

　アキラーニ主席が声明を読み上げる映像が終わると画面が切り替かわり、別の人間が現れた。

　その、初老の男の顔を見たマイドは、少し驚いたように目を見開いた。

　……黒色僧そう騎き兵へい艦隊のサイファイ少将だ、間ま違ちがいない……ローデスはあんな精せい鋭えい部隊をここに送り込んでいたのか。

　マイドの脳のう裏りに、オレンジ色に燃えながら白はく煙えんを引き落ちてゆく駆く逐ちく艦の姿がよみがえった。

　……あの大気圏けん内ないに転移してしまった駆逐艦は、おそらく転移座標の固定も計算をする余よ裕ゆうもなく、ただ逃げたい一心で転移したのだろう。

　ローデスの精鋭、黒色僧騎兵艦隊が、パニックを起こし統制を失い、てんでんばらばらに逃げ出した……ということか。

　敵は、どれほどの戦力を持ち、そしてどんな戦い方をするのだろう？

　僕は……その敵と戦うことになるのだろうか？

　そのとき、マイドの心の中に浮うかんだのは、好こう奇き心ではなく、一種の重苦しい予感だった。

　ホログラフＴＶの中に映ったサイファイ少将は、簡単な三次元概がい略りやく図を前にして、最初の接せつ触しよくから今日に至るまでの、経過を説明していた。

　……この説明は、情報を受けた人間がパニックにならないように、計算されつくした『公表を許された情報』だ。実際にはこの説明の数十倍、いや、数百倍の『許されない情報』がある。

　入ってくる情報は、この公的な発表だけだ……それは、いわば目め隠かくしをされ、耳も口も鼻もふさがれ、一いつ切さいの情報を遮しや断だんされているようなものだ。できることはただ腕うでをつかんでいる人間の言うことを聞いてひっぱられる方向に歩くことだけ。

　これほど心細いことはないな……。

　マイドは情報が知りたいと思った。

　今、このときに、何が起こっているのか、それを知りたいと思った。

「どうして、こういうときに限って、お前はいないんだよ……本当にタイミングが悪いな、お前は……」

　胸ポケットに入れてある汎はん用よう端たん末まつに触ふれて、マイドが独り言をつぶやいた、そのとき。

　いきなり汎用端末がバイブレートしはじめた。

　……いや、違ちがう。ヴァルじゃない。

　……これは……シザーズ・クイーンからの通信だな。

　端末を開くと、予想通りそれはシザーズ・クイーンのブリッジにいるカワハヤ航宙士からの通信だった。

『マイド！　無事だったのか！　よかった……』

「連れん絡らくが遅おくれて申し訳ありません、津波の被災者の救出とかに追われていましたから……こっちは全員……マリリン姉あね御ごもメイも、ミィ女史も全員無事です」

　カワハヤは、うなずいた。

『地表はえらいことになっているみたいだな。実を言うとこっちも大おお騒さわぎなんだ……宇宙港はローデス軍の管かん轄かつにされちまって、推進材も水や食料も全部軍事優先。まあ推進材と水は、あらかじめ満タンにしておいたから、うちはなんとかなるけどな……』

　そして、カワハヤは真しん剣けんな目でマイドを見て言った。

『脱だつ出しゆつのめどは立っているんですか？』

「……脱出？」

　ぼんやり応えたマイドを見て、カワハヤは目を見開いた。

『聞いていなかったんですか！　サングリューは放ほう棄きされて、跳ちよう空間ゲートは爆ばく破はされるんですよ！　サングリューの住民には避ひ難なん命令が出ました。今、地表連絡用のシャトル乗り場は大騒ぎですよ！』

　カワハヤの言葉の意味がマイドの意識に届いたとたん、その中に漂ただよっていた疲ひ労ろう感からくるもやのようなものは、一気に消えた。

　マイドの意識はぶんぶんと音を立てて高速で回り出した。

　そうか、ローデス軍は撤てつ退たいし、戦線を立て直すことに決めたんだ。そしてその戦線はこの星より後方に構築されるということだな。

　脱出路は、連絡シャトルしかない。軍用の強ごう襲しゆう揚よう陸りく用シャトルを動員しても、運べる人数には限りがある。貨物用シャトルは数があるかもしれないが、貨物室は気密じゃないから人間を運ぶことはできない。……いや、待てよ。船外活動用の作業服を着ていれば、貨物用のシャトルでもなんとかなるか……。

　そのとき、マイドは肝かん心じんのことを思い出した。

　何をぼんやりしている、マイド！　まずはメイのことじゃないか！

　マイドは顔を上げて、目の前に立っているホログラフのカワハヤに言った。

「僕たちの脱出のことより、まずはメイの移送のことを考えなくては！　まだ完全じゃないと言っていたから、治ち療りよう用プラントから出すわけにはいかない……そのまま運ばねばなりません！　最悪の場合は気密コンテナに入れて貨物用のシャトルで運ぶしかないと思います。僕たちでなんとかしなくては！　そっちで貨物用シャトルの手配はできますか？」

　カワハヤは顔をしかめて考え込んだ。

『こっちはもう、しっちゃかめっちゃかなんだ……地表降下シャトルは全部軍が押さえちまったって話だ。いや……もしかしたら貨物用シャトルならなんとかなるかもしれん。手を尽つくしてみるよ！』

「お願いします！　それと、これはルサ機関長にお願いなんですけど、シザーズ・クイーンに搭とう載さいできるコンテナを探してきて、気密化して生命維い持じユニットを取り付け、簡易居住区に加工してください！　大至急、そして一つでも多く作っていただきたいのです！」

　カワハヤはうなずいた。

『了りよう解かい！　大至急取りかかるように伝える』

　カワハヤは、たのもしげな笑え顔がおを残して汎用端末の上から消えた。マイドが思わず嘆ため息いきをついたとき、

「おい、マイド、どうしたんだ？　端末なんか抱かかえて。何かあったのか？」

　マリリンの声がした。

　見ると、両手に非常用の食料パックを持ったマリリンが心配そうな顔で立っていた。

「食事もらってきてやったぞ、加熱コードひっぱってある。中の汁しる物ものは熱くなってるから気をつけな」

「あ、どうもすみません」

　マイドは膝ひざの上の端末を閉とじて、マリリンの座る場所を空けた。

　膝の上に食料パックを置いたマリリンが、蓋ふたのシールを外すと、ふわっと湯気が立った。

「へえ、ペンネのミートソースに、ほうれん草と小エビのクリーム煮に、んでもってミニサイズのトーストが二枚。ミルクティーにチョコムースバー……けっこう豪ごう華かじゃん。もしかしたら、サウロニア市の防災関係の人って、アウトニアみたいな考え方をしているのかもしれないね、災害のときこそおいしいものを食べよう、って」

　マリリンは懐なつかしそうにつぶやいた後でマイドに聞いた。

「んでもって……さっき端末開いていたけど、何かあったのかい？」

「ええ、カワハヤさんからでした。安否の確かく認にんです」

　マリリンは、あ、そうか、という顔をした。

「そういやあ、ばたばたしていて、こっちからは連れん絡らく入れていなかったっけ……でさあ、マイド、さっき妙みようなウワサ聞いたんだけど、異星人の侵しん略りやくがあって、この星の人間に避難命令が出たとかなんとか……」

「それはウワサじゃありません、本当のことです。さっき政府発表があって、アキラーニ主席が声明を発表していました」

　マイドの目の前にあるホログラフＴＶには、アナウンサーが字幕と共に国内の各地区の住民の避難スケジュールと集合場所、そして持てる荷物の体積と重さについての制限を読み上げていた。

　マリリンはミニトーストを口にくわえたまま目を丸くして言った。

「ふぁんた、ほれって……へいはほふ……」

　そこまで言ってからマリリンは、あわててミニトーストを口から外して言い直した。

「あんた、そんなに落ち着いてるけど！　私らはともかく、メイをどうすんのよ！」

「メイはまだ、再生プラントから出すわけにはいきません。ですからメイの入っている再生プラントにエネルギーシステムを取り付けて、コンテナに乗せ貨物用シャトルでシザーズ・クイーンまで行くしかないでしょう。カワハヤさんに、貨物用シャトルの手配をたのみました」

　マリリンは眉まゆをひそめた。

「惑わく星せい規模の脱だつ出しゆつなんて状じよう況きよう下でシャトルの手配がつくのかい？　……まあ、カワハヤならなんとかやっちまうかもしれないけど」

　マイドはうなずいた。

「今は信じるしかありません」

　急いで食事パックの中身を平らげたマリリンは、ミルクティーを一口飲んでから気合を入れるようにうなずいた。

「……よし、腹ごしらえも終わったし、スリラム部長をとっつかまえて、とっととメイを運び出す算段をまとめるとするか！」

　マリリンが食事パックの空パックをロビーのゴミ箱に放ほうり込んで立ち上がったそのころ。

　サングリューの全土で、人々が住みなれた家を捨てて、宇宙港に向かって移動を始めていた。

　それが、五千万人におよぶ大脱出の始まりだった。




　衛星軌き道どう上にある軌道ステーションで、輸送計画を立てていた運輸局の責任者と、ローデス軍の輸送兵へい站たん部の責任者は、組み立てた脱出計画のシミュレーションの前で絶句した。

　足りないのだ。

　軍の兵員輸送船と、補給船を動員することによって、サングリューに居住する人間二千万人……それは亜人をふくまぬ真人のみの数であったが、これを移送することは可能であった。

　しかし、その輸送船が待機している衛星軌道まで、人員を運うん搬ぱんするシャトルの数が絶対的に足りなかったのだ。

　この脱出行が、一週間や一ヶ月ならば、なんとかなったかもしれない。しかし、このプロジェクトに許された時間は、たったの九十六時間。

　一機のシャトルに乗せることのできる人員は約五百人。そしてこのサングリューにあるシャトルの数は五十機に満たないのだ。

　往復にかかる時間と燃料の補給にかかる時間を考えれば、計算しなくても答えは出る。

　ローデス軍は、民間シャトルに加え、さらに艦かん隊たいに随ずい行こうしていた強きよう襲しゆう揚よう陸りく艦のシャトルを加えてそのペイロードと、時間を計算した。

　軍用のシャトルのペイロードは民間シャトルの比ではない。一回で完全武装の海兵隊員五千人を運べるのだ。非武装の民間人ならば一万人近くを運べるだろう。その輸送力をもってすればなんとかなると考えていたのだが、それでさえ、三分の二しか運ぶことができないことが判明した。

　目の前のシミュレーションの時間経過を早回しで確認した運輸局の係員は、さらに気付いた。

　シャトルの数の少なさは、軍用のシャトルで補うとしても、肝かん心じんの空港設備に余よ裕ゆうがないのだ。

　乗客を満まん載さいしたシャトルは、山の斜しや面めんを利用したリニアカタパルトで一気に加速され、さらに推進材を噴ふん射しやして衛星軌道に乗るのだが、そのリニアカタパルトが四基しかないため、そこで順番待ちの状態になってしまう。

　青ざめた運輸局の係員はローデス軍の軍人に聞いた。

「軍のシャトルは、リニアカタパルトを使わずに、直接滑かつ走そう路ろから離り陸りくして、水素ラムジェットで大気圏離脱ができる機能を持っているはずです！　なのになぜこんなに加速時間がかかるのです！」

　軍人は首を振ふった。

「あれは古いタイプのシャトルで、積荷を積んだ状態では加速に時間がかかるのです。新型なら可能ですが……」

「その新型は、どこにあるのですか⁉　このサングリューに送ってもらうわけにはいかないのですか！」

　兵站担当の軍人は肩かたを落とした。

「新型の強襲揚陸艦は、アウディエンシア枢すう機き卿きようの指揮下にある白色枢機卿艦隊の所属で、ご存ぞんじのように白色枢機卿艦隊は現在異い端たん反乱軍の制圧作戦を展開中で、反乱軍の惑星を制圧するために使用中なのです」

　運輸局の係員は声を上げた。

「内乱ですって⁉　同じローデス人同士……いや、同じ人間同士で争っている場合じゃないでしょうに！」

「そのとおりです、あなたの言うとおりだ……しかしそれは、あの異星人と戦ったことのあるわれわれだからわかることなのです。すでにサイファイ少将からローデス軍の上層部と、教皇院のエンデロ様に対し、要よう請せい文が送られております。きっと新型シャトルが応おう援えんに来てくれます、それを信じましょう」

　運輸局の係員は、視線を目の前にあるシミュレーションの画面に落とした。

「……わかりました。それまでに、今の状況で精せい一いつ杯ぱいの努力をするしかないわけですね」

　シャトルの運行ダイヤのシミュレーションを再検討していた一人の係員がぼやくように言った。

「軌道エレベーターが使用可能になっていれば、こんな苦労はせずにすんだんですけどね……」

「そういえば、あれはどこまででき上がっているんだ？　確か衛星軌道部分のプラットホームまで繫つながったという話だったが」

「リニア駆く動どうモーターの設置が終わっていません。成層圏けんを出たところくらいまでですね。まだ一度も、試験運転すらしていません。それに、動くかもしれませんけど、気密工事も何も進んでいませんから、人間を乗せることはできませんよ」

　二人の会話を聞いていた一人の運輸局の係員が言った。

「そうだ！　リニアだ！　リニア鉄道の車両とレールを使うわけにはいきませんか⁉」

「リニア鉄道だと⁉」

　目を丸くする同どう僚りように向かってその係員は、こともなげに言った。

「ええ、宇宙港に乗り入れているリニア鉄道の待たい避ひ線をそのまま東側の山の斜面まで延長するのです。車両の上部構造物を取り払はらい、そこにシャトルを乗せて、最大加速で発車させればいい。車両は使い捨てにして、次々に発進させるのです」

　コンソールで、三次元地図を読み出していたもう一人の係員が言った。

「たしかに東側に山がある。延長キロ数は八キロ程度か……やってやれないことはなさそうだ！」

「しかし、時間がないし、車両がシャトルの重量にたえられるかどうかわからんぞ！」

　そのとき輸送兵站担当の軍人が言った。

「わからないなら調べましょう。可能性があるならなんでも試ためすべきです。荒こう唐とう無む稽けいでもなんでもいい、結果が出せるならそれは正しい！」

　運輸局の責任者はうなずいた。

「よし、シミュレーションを作成しよう！　それと同時に、建設局に連れん絡らくだ！　設計ができ上がってから取りかかったのでは遅おそい、作りながら考えるんだ！」

　運輸局の係員たちは、いっせいに動き出した。

　今は一分一秒が貴重なのだ。

　もし、この荒唐無稽のアイディアがうまくいけば、リニアカタパルトの不足という問題はクリアできる。

　一人でも多くの人間を宇宙に送り出す。それが彼らの目的だった。




　それは異様な光景だった。

　脱だつ出しゆつシャトルに乗り込むために宇宙港にやって来た人々は、目の前で行われている大工事に目を瞠みはった。

　煌こう々こうと輝かがやく照明の下で、巨きよ大だいな建設機械がうなりを上げ、何千人という建設作業員……その多くは肉体労働用の亜人だった……それが、鉄骨に群がって、シャトル中央駅の横にあるリニア高速鉄道の路線を延長しているのだ。

　無数の溶よう接せつの火花が散るなかを建設機械と亜人が淡たん々たんとリニアコイルを並べ、電極をつないでいく。

　建設局の係員は、目の前で延のびていく鉄骨の長い通路の進行状じよう況きようを手元の端たん末まつで確かく認にんしていた。

　……台座の固定はコンクリートで固めるのではなく、パイルバンカーを打ち込んで高周波を流し、岩がん盤ばん内に溶よう融ゆうさせて固着させた。上部構造物はすべて鉄骨を使用し、リベットと溶接で固着する。

　安全性は考こう慮りよしても耐たい久きゆう性は考慮しなくてよい。二百回の使用に耐たえることが最低条件だ……使用可能な列車の車両が二百両しかないのだから。

　こうして、サングリュー中の建設資材と建設作業員たちをかきあつめて、リニアカタパルト建設作業が進められていた。

　リニア鉄道の路線と車両をカタパルトに使うという荒唐無稽なアイディアは、シミュレーションの結果、効果的であることが判明した。

　質量の大きなものを静止状態から移動させるときに、もっともエネルギーが必要になる。しかしいったん動いてしまえば、物体の重量の二乗に比例する、という慣性の法則により、使われるエネルギーの量は少なくてすむ。

　この簡易リニアカタパルトは、シャトルを成層圏にまで打ち上げる能力はない。しかし、固形ブースター並みの推力を与あたえることならばできるのだ。

　その、ブースターの分だけ人を乗せることができる。まして強力な推進機を持つ軍用シャトルならば、推進機と併へい用ようすることで、総ペイロードの半分までの質量を衛星軌き道どうまで持ち上げることが可能であると判断された。

　こうして、二千万人を脱出させる計画はかろうじて進んでいた。

　しかし、すべてがすべてシミュレーションのようにいくとは限らなかった。

　シャトルや、輸送機関などの機械は、指示通り動く。リニア路線の延長工事の現場で働いている亜人たちも、シャトルに乗り込む順番を待つ人々の世話をするサービス業の亜人たちも、指示には従順に従った。だが、人間だけが、そうはいかなかった。




　サウロニア市の郊こう外がいに広がる大規模農場を経営していたレナウン一家が、荷物をまとめ、地上車に乗ったのは、アキラーニの声明が流れた次の日の朝だった。

　その地区の住民に指定された集合場所まで、どう急いでもまる一日はかかる。

　レナウン一家は、このサングリューに最初に開かい拓たく民として移住した第一期五千世帯の中の一つだった。

　農業によって食料の自給自足を図るという、開拓のセオリーどおり、四代にわたって農家を続け、この星に住む人々の生活を支えてきた。

　結けつ婚こんを機に父のもとを離はなれ、この地に新たな農場を開いた彼らにとって、この農場は命そのものだった。

　命がけで開拓し、営々と耕してきた土地を捨てるということは、自分たちのすべてを捨てることに等しかった。

　しかし、その選せん択たくを迫せまられたレナウン一家は、この土地を捨てることを決意した。

　……子供たちの未来のために。




　ピックアップトラックのように後部に荷台のついた四ドアの地上車に乗り込んだ夫のソードは、車内にいる家族を見回して言った。

「ＩＤカードは持ったか？　あれがないとシャトルに乗れないそうだからな」

　妻は、首から下げたバッグの中を覗のぞき込み、うなずいた。

「大だい丈じよう夫ぶよ、一家四人分全部あるわ」

　ソードはうなずくと、車内にいる二人の娘むすめに言った。

「さあ、出かけるぞ、ジョーとルーに挨あい拶さつしなさい」

　二人の娘は地上車の窓から顔を出して、家の前に立つ二人の亜人に手を振ふった。

「ジョー！　ルー！　いってくるからねぇ！」

「しっかりお留守番しておいてねぇ！」

　ジョーと呼ばれたのは薄うす緑みどり色の皮ひ膚ふと四本の腕うでを持つ大男で、ルーと呼ばれたのは青い髪かみの女性だった。

　顔にシワが目立つほど年ねん齢れいを重ねた二人の亜人は顔に微び笑しようを浮うかべて手を振り返した。

　この二人がレナウン家に来たのは十年前である。働き盛ざかりを過ぎて、体力が落ちた肉体労働用の亜人のジョーは、余よ剰じよう資材として市場に出され、農場の下働きを必要としていたレナウン家にやってきた。そして青い髪を持つルーは、会社の受付をやっていたのだが、歳としをとり容姿が衰おとろえたということで処分されるところを、家事手伝いを欲ほしがっていたレナウン家に引き取られることになったのだ。

　サービス用の亜人としての教育しか受けていなかったルーにとって、家庭内の雑用や育児の手伝いは不慣れであり、失敗も多かった。しかし、処分されるところを救われた、という恩を忘れずに努力し、二人の子供もすっかり懐なつき、ほとんど家族の一員として暮らしてきた。

　この二人のように、第二の職場として個人の家に引き取られる亜人の数は少なくない。特に都市部より人手を多く必要とする農村部にそれは多かった。

　窓を開けて二人の亜人に手を振っていた上の娘が父親に聞いた。

「サウロニアに行くときはいつもルーと一いつ緒しよだったのに、なぜ今日はお留守番なの？」

　父親は、何気ない口調で言った。

「うん、ルーとジョーはね、一緒に行けないんだよ。そういう決まりなんだ」

　やがて、地上車が動き出した。

　母親のシモーヌが言った。

「二人とも、よく見ておきなさい、あれが、お前たちが生まれて育った家よ、しっかりと、見ておくのよ……絶対に忘れちゃだめよ……」

　最後の方は涙なみだ声ごえになっていた。

　思わず顔を両手でおおった母親を見て、上の娘が聞いた。

「お母さん、なんで泣いてるの？　なにか悲しいことがあったの？」

　父親が強い口調で言った。

「いいから、お前たちはお母さんの言うとおり、あの家を見なさい！　一秒でも長く見るんだ！」

　下の娘は窓から顔を出して、自分の家を振り返った。

　茶色い砂すな埃ぼこりの向こうに、自分の家が小さくなってゆく。

　ジョーと、ルーは豆まめ粒つぶほどに小さくなっても手を振り続けていた。




　田舎いなか道みちからサウロニアに抜ぬける道路に出て、二時間ほど走ったころ、レナウン一家を乗せた地上車はトーンタウンに入った。

　十五、六軒けんの民家と、一軒のドラッグストア兼けん地上車の燃料となる固形水素のスタンド、そしてローデス教の教会がある小さな田舎町である。

　トーンタウンは静まり返っていた。

　町の中をゆっくりと地上車を走らせていたソードは、ドラッグストアの前に、緑の髪の亜人が立っているのに気が付いた。

　この店で、固形水素の補ほ充じゆうや店番や配達をやっていたクランという名前の三十前後の男の亜人だった。

　地上車メーカーのサービスマンとして専門職教育を受けたこの男は、いわゆるなんでも屋として重宝がられ、町の人だけでなく、近郷近在の人からも可愛かわいがられていた。

　レナウン一家を乗せた地上車が近づいてくるのを見たクランは、いつもと同じ微笑を浮かべて、頭を下げた。

「いらっしゃいませ、水素交こう換かんですか？　今日から無料になったそうですよ」

　ソードは町の中を見回して聞いた。

「ああ、ついでだからたのむとするかな……ところで、町の人はいつごろ出ていったんだ？」

　地上車の床ゆか下したにある固形水素のカートリッジを外しながらクランは答えた。

「今朝早くです。六時ごろに司祭さんが教会の鐘かねを鳴らして、みんなでお祈いのりして、それから出ていきました」

　ドラッグストアの壁かべにかかっている時計を見てソードは思った。

　……九時か。三時間も前に出たとなると、かなり先まで行っているんだろうな。

　思ったよりみんな早いな。まさか先着順というわけでもないと思うが。

　やがて、固形水素のカートリッジの交換を終えたクランは、にっこり笑って言った。

「店の方に来ませんか？　今日からなんでも無料でいいってオーナーが言っていましたから。どうです？　娘むすめさんたちにジュースでも……」

　クランの言葉を聞いた二人の娘は歓かん声せいを上げたが、ソードは首を振ふった。

「悪いな、先を急ぐんだ」

　父親の言葉を聞いた二人の娘の歓声は一いつ瞬しゆんにしてブーイングに変わった。

「なんで？　なんで？　なんでだめなの？」

「ただだってクランが言ってるんだよ！」

　クランは、二人の娘に向かって微笑みかけた後でソードに言った。

「じゃあ、私がお車まで持ってきます、それならたいしてお時間は取らせませんから」

　ソードは頭を下げた。

「悪いな……」

「いえ、仕事ですから」

　そういい残してドラッグストアのほうに走っていくクランの背中を見て、ソードは思った。

　……亜人たちは、取り残される自分たちのことをどう思っているのだろう？　亜人たちだって馬ば鹿かではない。これからこの地で何が起こるのか、自分たちの運命を知らないわけじゃない。

　なのに、なぜ、彼らはああやって笑えるのだろう。

　やがて、クランが、両手いっぱいに、キャンデーやチョコレートといった菓か子し類と、そしてジュースのパックを抱かかえてもどってくると、二人の娘は大だい歓かん声せいを上げた！

「すごおーい！　バースデーのパーティみたい！」

「こんなに食べきれないよぉ！　クラン！　ありがとう！」

　ソードは、クランの顔を見て、そして聞いた。

「クラン……この先、どうなるのか君は聞いているんだろう？」

　クランは視線を落とした。

「ええ、だいたいのことは……」

「怖こわくないのか？　何もかも投げ出したくなったりしないか？」

　クランは寂さびしそうに笑った。

「怖くない、と言ったら噓うそになりますね、私だって怖いです。でも、仕事を投げ出すなんてことは考えません……私たちはそうやって作られてますから……」

「オーナーが……いや、真人が誰だれ一人ひとりいなくなって、仕事をしなくてもよくなっても……そう思うかい？」

　クランはうなずいた。

「真人の方が、私の前からいなくなったとしても、それは真人の方がこの世界から消えたわけではありません……この世に真人の方が一人でもいれば、私の仕事は続きます……」

　ソードは、大きくため息をついた後でつぶやくように言った。

「ときどき……どっちが本当に偉えらいのかわからなくなるときがあるよ……」

　そして、ソードは車内を振り向くと、娘たちに向かって静かに言った。

「さあ、クランにお礼を言って……そして、よく、覚えておきなさい。クランの顔を、この町並みを……忘れることがないように」




　サウロニアに続く広い舗ほ装そう路は、一台の車も走っていなかった。

　地平線まで伸のびる一直線の道路を見ていた妻のシモーヌが、不安そうに言った。

「まさか……もう、みんな逃にげてしまった後なんじゃないでしょうね？」

　地上車のダッシュボードにある端たん末まつの画面を確かく認にんしてソードは首を振った。

「いや、大だい丈じよう夫ぶだ。まだロリエントに向かうリニア列車の指定便まで八時間ある。この距きよ離りなら充分間に合うさ、あと二時間ほどで着く」

　そしてさらに三十分ほど走ったとき、ソードは道路の先の路ろ肩かたに、数台の地上車が止まっているのに気が付いて減速した。

「何かしら？　事故？」

　不安そうなシモーヌの声に、ソードは小さくうなずいた。

「事故か故障か……どっちにしろ、他人ひとごとじゃない。列車に乗り遅おくれたら終わりだからな……もし、真人だったら乗せて行ってやらないと……荷台しか乗せる場所がないがしかたない」

　地上車をさらに減速させて近づいて行くと、止まっている車の陰かげから二人の青いガードマンのような制服を着た緑色の髪かみの亜人が出てきて手を振った。

「なんだろう、止まれと言っているみたいだよ」

「警備員の専門職の亜人だろう。大丈夫さ、亜人は悪いことはしない」

　ソードはそう言うと地上車のブレーキを踏ふんで、二人の亜人の前で車を止めた。

　二人の亜人は小走りに走って来ると、運転席を覗のぞき込むなり、いきなり言った。

「悪いな、おっさん、ＩＤカード出してくれねえか？」

　そのとき、ソードは、その二人の亜人の男の髪の毛の色に濃のう淡たんのまだらがあることに気付いた。

「お前らは……亜人じゃないな！」

　若い男はニヤニヤ笑いながらショックガンを取り出してソードの額に押し付けた。

「そのとおり、真人さまだよ。髪の毛を染めるだけでみんな勝手にお人よしの亜人だと信じ込みやがるから仕事が楽だぜ……」

　車内に娘むすめと妻の悲鳴が上がった。

　同乗していたのが二人の娘と妻だと知ったとたん、男のニヤニヤ笑いが大きくなった。

「やったぜ、大物ゲットだ」

「貴様ら……娘をどうするつもりだ！」

　ショックガンを突つきつけた男が、どすの利きいた声で言った。

「どうもしやしねえよ、こんなガキんちょ相手にもなりゃしねえ……俺たちが戴いただきたいのはあんたらのＩＤカードさ。出しなよ、避ひ難なんするんだから持ってんだろう？」

　後部座席を覗き込んでいた男が、シモーヌが抱えていたバッグを握にぎりしめたのを見てにやりと笑うと、手を伸ばしてシモーヌのバッグをつかんだ。

「だめです！　これがなかったら列車にもシャトルにも乗れなくなります！」

「うるせえ！　よこせって言ってんだよ！　ここで死にてえのか！」

　ソードが叫さけんだ。

「シモーヌ！　バッグをわたせ！」

「でも、あなた……」

「こいつらは、人殺しなんてなんとも思っていないんだ！　娘たちの命には代えられない」

　シモーヌはしぶしぶ手を離すと、男はひったくるようにバッグを取り上げ、中身を車の後部の荷台の中にぶちまけた。そしてその中からＩＤカードだけを抜ぬき取った。

「他人のＩＤカードなど、なんの役にも立たないだろう！」

　ソードの叫びを聞いた男は、ショックガンを突きつけたまま笑った。

「ＩＤカードは高く買い取ってくれるんだぜ。自分好みに調教した愛人の亜人や、少女の亜人を連れて行きたがってる金持ちやロリコン野や郎ろうがいっぱいいるのさ。カードさえあればなんとかなるらしいぜ……じゃあな」

　そう言うなり、若い男はソードと家族に向かってショックガンを撃うった。

　激しい衝しよう撃げき波はが身体からだを貫つらぬき、ソードは意識を失った。
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　第六章　開かい墾こんと侵しん略りやく







　サングリューから遠く離はなれたフカン・テン星系で、ひたすら情報収集に徹てつしていた探検船リバティ・ベルの船内では、トーダたち三人が、昨日の夕方から惑わく星せいの表面上で始まった動きを、固かた唾ずを吞のんで見守っていた。

　一番最初の兆ちよう候こうは、おびただしい数の流星だった。

　太陽が輝かがやく真昼の空に現れたそれは、惑星フカン・テンの青い空に白い幾いく筋すじもの跡あとを残して落下し続けた。

　それは白昼の流星雨と呼んでも過言ではなかった。

　モニターを指差してトーダが聞いた。

「あれを、なんだと思いますか？」

　アティーブはモニターを見つめたままつぶやくように言った。

「彼らの本隊がやってきた、というところかな……あれはいわゆる降下カプセルのようなものだろう」

「一体いくつのカプセルが落ちているのでしょう。海に落ちたものも多いように思えますけど」

　ステラの言葉を聞いたトーダは、タッチパネルを叩たたいて目の前のモニターにシミュレーションの数式を表示した。

「この画面に映っている惑星全土のモニターで、ほぼ同数の降下カプセルが落ちていることから、惑星の表面全体に降下していると考えられる。そして一つのモニターがカバーしている天空のサイズの平均値を出し、その中に映っている流星の数を数えて、天空のサイズに割り振ふってみた……あくまでも仮定の数字だがこの八時間で約一億五千万個の降下カプセルが落ちてきたということですね」

「あの中には一体何が乗っているのだろうな」

　トーダは半分以上黒くなっているマルチモニターの縮小画面を指差した。

「もうすぐ、この半分の地区が夜明けを迎むかえます……そうすれば何かわかるかもしれませんね」

　その、落ち着き払はらった口調を聞いたステラが、小さく首を振ってから、トーダの顔を覗のぞき込んだ。

「……カインド星系立大学人類文化学教授、ケネス・ペパーこと自じ称しよう探検家、トーダ・ガーナッシュさん……あなたは一体何者なの？」

　ステラの言葉を聞いたアティーブはぽかんと口を開けた。

「ケネス・ペパー……だと？　わしの論文に対する反論をアーレカ誌に書いた……あのケネス・ペパーが君だというのか？」

　トーダは、イタズラが見つかった子供のような顔をしてステラをにらんだ。

「知ってたんですか？　ひどいなあ、黙だまっていて欲ほしかったのに」

　アティーブが信じられないという風に頭を振った。

「アーレカ誌では、仮名や匿とく名めいの論文は掲けい載さいされないはずだ！　なのになぜ……」

　トーダはあっさりと言った。

「ああ、ケネス・ペパーというのはペンネームですよ、カインド星系では、一定以上の条件を満たせば、誰だれでも好きな名前で住民登録できるんです」

　ステラは怒おこったように言った。

「あなたはあっさり言うけれど、その一定条件というのをクリアできる人は年に数十人しかいないわ。収入や経歴や業績などの厳重な審しん査さを受けて、初めて受け付けてもらえるのよ。いろいろな分野で名を揚げて、有名になった人に隠かくれ家がを提供するようなものなんだから」

「それにだな、アーレカ誌に論文が載のるということは、科学者にとって名めい誉よ以外の何ものでもないのだぞ、あれによって評価が定まるようなものなのだ。それをよりによってペンネームで載せるなど……」

　トーダは笑った。

「そうですか？　まあ人それぞれですけど、論文というのは書かれた内容、つまり論ろん旨しに意味があるわけで、誰が書こうと、あまり関係ないような気がするんですよね。肩かた書がきってのは、一つの基準であることは確かです。でも、絶対じゃないでしょ？　本当はあの論文も肩書きなしで載せて欲しかったんだけど、編集部から断られました。自由な発想と真理の探究をモットーに掲かかげているわりには意外と頭が固いですね、あの本も」

　アティーブは言葉を失ったように頭を振った。

「悪いが、わしにはついて行けん発想だな。常識を外れておる」

　トーダの微び笑しようが深くなった。

「自由という名の切きつ符ぷを手に入れるためには、まず常識ってヤツとおさらばする必要があるんですよ。私はそれを、我わが家に代々伝わるテクノサーバントの電子人格から教わりました……」

　トーダは一いつ瞬しゆん遠い目をして言葉を付け足した。

「異星人の存在……その可能性を、私はその電子人格から教わったんです。子供のころにね……探検家になった理由は、その辺にあるのかもしれません」

　黙り込んだ二人を見て、はっとした顔になったトーダは、モニターに向き直った。

「さて、身の上話はこれくらいにして……そろそろ夜が明けます。あの降下カプセルの中身がわかればいいんですけどね」

　マルチモニターの縮小画面にいくつかの映像が映り始めていた。

　その中の一つを指差してステラが声を上げた。

「何かが動いているわ！」

　トーダの手が素す早ばやく動いてその画面を拡大した。

　ステラの言うとおりだった。

　夜明け前の薄うす暗ぐらい空の下、動くものがあった。

　全体のフォルムは闇やみの中に埋うもれてよくわからないが、その動きは一種の節足動物の動きに似ていた。

「何かしら……ムカデかサソリみたいな動きね……」

「うん、でも、かなり大きいな。建物のシルエットから対比すると、四メートルくらいありそうだ。ちょっとした地上車並みの大きさだ」

　やがて、ゆっくりと夜が明け始めた。

　黒一色だった空に青が混じり始め、濃のう紺こんへ、そして群ぐん青じよう色へと変わった。

　動くもののフォルムは、しっかりと細部まで見えるようになっていた。

　それは、ステラの言うとおり、サソリやザリガニの仲間のような形をした節足動物によく似た生き物だった。

　片側に五本ずつの節足を持ち、前方に二本のツメのようなものがついた腕うでを持つ、体長四メートルほどの多関節の生き物は、画面の中を歩き回り、しきりに地面を掘ほっていた。

「あれが、異星人の正体ということだろうか？」

「知的生命体かどうか、まだわかりません。ひょっとしたらプログラムされた機械かもしれませんよ。見てください、どれもみな同じように地面をほじくり返しはじめました」

　トーダが指差したマルチモニターの映像に映る節足動物たちは判で押したように同じ行動を取っていた。

「確かに、一種のプログラムされた行動であることは確かだわ。彼らにとって目的は一つしかないということね」

「あれは……あの植物、というか菌きん類るいではないのか？」

　アティーブの指差した画面の中で、節足動物が、掘り返した地面にあのサンゴのような異様な形をした赤あか紫むらさき色いろのトゲだらけの菌類を植えていた。

　トーダが感心したようにうなずいた。

「なるほど、あれは苗なえだったんだ。まず畑になる土地に種を蒔まく。するとその種はそのあたり一帯の生物をすべて……人間も植物も全部殺してしまう何かを放出し、繁はん殖しよくを始める。一定以上の生長率に達するとこんどは農夫がやってきて、本格的な畑を作り出す、というわけですね。実に平和的な生物じゃないですか」

　アティーブは、あえぐような声で言った。

「君は何を言っておるのかね！　このような一方的な侵しん略りやくを行う存在が平和的だと？」

　アティーブの顔を見て、トーダは微笑んだ。

「ええ、私は異星人非侵略者説の信しん奉ぽう者ですから」

「なんだと？」

「ええ、決めたじゃないですか、オーバーロード号の会議で、私は異星人非侵略者説を、そしてあなたは異星人侵略者説をとって、そしてステラさんが裁定者になるって」

　おもしろそうに笑うトーダの顔を見て、アティーブはオーバーロード号での会議を思い出していた。

　つい一週間ほど前に開かれた会議なのに、もう一年も昔のような気がしていた。

「そうか……そうだったな、忘れていたよ」

　トーダはうなずくと、モニターに映る節足動物を指差して言った。

「では、この生物が平和的であると認めた理由を説明します。その前に何をもって平和的か、非平和的かという定義論がありますけど、それはまあおいておいて。彼らはこの惑わく星せい上において何一つ攻こう撃げき的行動をとっていません。攻撃的行動とは、自衛の域を超こえた有形力の行使と定義します。確かに住民は死亡しましたが、それはこの開かい墾こん活動における一つのプロセスにすぎません。彼らは単にこの惑星に種を蒔まき、苗を育て、そして畑を作っているだけです。違ちがいますか？」

　アティーブはうなずいた。

「確かにそれは認めよう。しかし、一いつ切さいのコミュニケーションの手段を取らず、一方的に先住者を殲せん滅めつし、自己の利益のためにその惑星を利用する行こう為いは侵略と呼ぶべきではないのかね？」

「確かにおっしゃるとおりです。でも、彼らにとって、われわれの存在があまりに異質であったらどうでしょうか？　コミュニケーションを取りたくても、取れないのではありませんか？　われわれとはまったく違う器官を持ち、われわれとはまったく異なる方法で意思の疎そ通つうをしているとしたら、われわれという存在は彼らにとってコミュニケーションを取るべき存在とはならないはずです」

　そしてトーダは、地面を掘り返すザリガニのような生き物を指差すと、口調を変えた。

「あれは、われわれが荒あれ地ちを開墾するときに使う土木機械によく似ていますね、そうは思いませんか？」

　アティーブはうなずいた。

「ああ、言われてみれば確かにそうだ。目的が同じ場合の形状の相似というやつだな……」

　トーダはゆっくりと言った。

「われわれ人類が野山を切り拓ひらきそこに農場を作るとき、その野山に棲すんでいた獣けものや虫と交こう渉しようしますか？　これからここに畑を作る、ついては立ち退のいてくれないか？　と。

　……そんなことはしませんよね、だってコミュニケーションの手段がないんですから。アリやハチは昆こん虫ちゆうですが、高度な社会性を持っています。彼らは仲間同士でなんらかのコミュニケーションを取っています。いわゆるフェロモンというのもその一つです。しかし、われわれにはフェロモンの成分とか、それがどういった行動を起こさせるのかはわかりますけど、それを使ってコミュニケーションを取ることはできません……。

　できなければ、無視するしかないのですよ。アリの巣もハチの巣もブルドーザーで押しつぶし、攻撃してくるアリやハチを殺虫剤ざいで殺すしかないのです……」

　そして、トーダは、ゆっくりと言葉を付け足した。

「彼らにとってわれわれは、荒地に巣を作っているハチにしか見えないのですよ、おそらく……」

　探検船リバティ・ベル号のブリッジに沈ちん黙もくが満ちた。

　やがて、途と切ぎれ途切れに息を継つぎながらアティーブが言った。

「では……意思の疎通も……交渉も……できなければ。この戦いは……どうなるのだ？」

　トーダはステラに視線を投げた。

「その答えは、ローデス艦かん隊たいとの戦いを見ていたときに、ステラが出しています……」

「私が？」

　ステラは怪け訝げんな顔をした後で、はっと目を見開いた。

「あ……あの、生命と生命のすり潰つぶし合い、という私の言葉ですか！」

　トーダはうなずいた。

「そうです、あなたのあの言葉が、おそらく一番正しい答えです。これは、そういった戦いになるでしょうね」

　ブリッジに再び沈黙が訪おとずれた。

　その沈黙を破ったのは、電子人格のビジルの声だった。

『探査船オーバーロード号から跳ちよう空間通信です！　緊きん急きゆうの通信タグがついています！』

　トーダは顔をしかめた。

「まずいな……Ｎフィールドに乱れがあると、やつらに気づかれるおそれがある。通信は入れないでくれと言っておいたんだがな……」

　ビジルはあわてたような口調で応こたえた。

『通信内容を確かく認にんしました。ローデス軍は戦線を立て直すために撤てつ退たいを決定し、惑星サングリューを放ほう棄きする。なお、その際に跳空間ゲートを破は壊かいするため、至急もどられたし、とのことです』

　ビジルの言葉を聞いたトーダたちは目を見開いた。

「なんだって！　サングリューを放棄？　一体何を考えているんだ！　ローデスの連中は！」

　憤ふん慨がいしたように言ったアティーブに向かってトーダは首を振ふった。

「おそらく、支えきれないと判断したのですよ。ある意味正しい選せん択たくだったかもしれません。このままじりじり撤退戦を繰くり返して戦力を消しよう耗もうするより、いったん撤退し、戦力を集中し、敵の侵しん攻こうをストップさせる方が先決だと考えたのでしょう」

　ステラが、眉まゆをひそめて、つぶやくように言った。

「ローデスの精せい鋭えい、黒色僧そう騎き兵へい艦隊が、撤退を決めたなんて……」

「いかに精鋭といえども、数で押されてしまえば、勝ち目はありません。戦争とは最終的に物量の戦いです」

　アティーブが不思議そうな顔をした。

「君はときどき、軍事専門家のようなことを言うね、まさか軍隊にいたわけではあるまい？」

　トーダは頭を搔かいた。

「戦略ゲームのゲームデザイナーもやっていましたからね……当然名前も違ちがいますけど」

「本当につかみどころのない男だな君は。いくつ名前と顔を持っているんだ？」

　あきれたように言うアティーブに肩かたをすくめてトーダは応えた。

「自分でもわかりません。数えたことがありませんから」

　そのとき、ビジルが切せつ迫ぱくした口調で言った。

『接近する物体があります！　例の……豆の莢さやと思われます！　高速度！　および多数！』

　トーダはコンソールにあるＮフィールド発生装置のレバーを最大値の位置に叩たたき込むと叫さけんだ。

「こっちも撤退です！　どっかにつかまっていてください！　加速状態で転移します！」

　アティーブは目をむいた。

　目の前に漂ただよっているおびただしい残ざん骸がいの中で加速することが、どういう結果を生むのか火を見るより明らかだからだ。

　その恐きよう怖ふが伝わったのだろう、トーダが安心させるように叫んだ。

「大だい丈じよう夫ぶです！　こっちと等質量になるまで吸い出してカウンターマスとして跳空間に放ほうり出しますから！」

　……等質量になるのが間に合えば、の話ですけどね。

　後の言葉を吞み込んで、トーダは加速用のピクトレバーをぐい、と押し込んだ。

　このとき、ブリッジにいた誰だれもが、マルチモニターに映っていた惑わく星せいフカン・テンの映像を見ていなかった。

　そして、後日この探検船の映像データを分ぶん析せきしたとき、科学者たちはそこにとんでもない映像を見ることになる。

　それは、地表を這はい回る節足動物の背中を開けて顔を出す、別の生物の姿だった。




　異星人に追われた探検船リバティ・ベル号が跳空間に飛び込んだちょうどそのころ、衛星軌き道どう上にある軌道ステーションの移乗通路を、一人のローデス軍の下士官が歩いていた。

　下士官の制服も、抱かかえているシャトルパイロット用のヘルメットも、まったく違い和わ感がない、誰がどう見てもローデス軍の下士官である。

　しかし、彼を知っている人間はみんな目を丸くしただろう……そのローデス士官の正体はカワハヤだった。

　カワハヤは、シザーズ・クイーンから乗ってきた連れん絡らく艇ていを、移動ステーションの裏手にある、業務用の移乗通路に停とめ、そこからこの軌道ステーションに潜もぐりこんだのだ。

　目指す場所はただ一箇か所しよ。

　フル回転で運行している乗用シャトル機の部品供給用に集められ整備ハンガーに係留されている貨物用シャトルだった。

　カワハヤとルサの立てた計画はこうだった。

　一・まずローデス士官の格好をして、使っていない貨物シャトルを一機調達する。

　二・貨物室に固形ブースターと、小型反応炉ろと防ぼう御ぎよシールド発生装置を積み込んで地上に降りる。

　三・荷物を降ろしてメイ様のコンテナとマイド、マリリンたちを収容する。

　四・固形ブースターをまとめて取り付け、後方にアームを伸のばし小型反応炉と防御シールド発生装置を取り付ける。

　五・固形ブースターの推力で成層圏けんまでなんとか行く。

　六・成層圏まで出たところで、防御シールドを展開し、その向こうで小型反応炉の制せい御ぎよ棒ぼうを引っこ抜ぬく。

　七・反応炉の爆ばく発はつエネルギーで加速して大気圏離り脱だつ速度まで加速する。

　八・生せい還かん。

　じつに荒あらっぽい計画だが、宇宙港のリニアカタパルトは使えないし、サングリューの当局の立てた脱出計画に影えい響きようを与あたえない方法として、唯ゆい一いつの大気圏外離脱方法がこれだったのだ。




　カワハヤが、貨物用シャトルが係留されている区画に入ろうとしたとき、誰かが呼び止めた。

「あ、そこの軍ぐん曹そう！　ちょっと話がある！」

　カワハヤはぎくっとしたが、その表情を顔に出さぬようにしてゆっくり振ふり向いた。

　そこには従兵らしい下士官を連れた、ローデス神衛軍の大たい佐さの階級章をつけたどこかの艦かん隊たい司令らしい男が立っていた。

　カワハヤは、あわてて直立不動の姿勢を取ると、ローデス式の敬礼をした。

「はいっ！　なんでありましょうか、大佐殿どの！」

　大佐は、にやっと笑って言った。

「貴様は……シャトルパイロットのヘルメットを持っておるが、どうやらそうではなさそうだな」

「あ、いえ、そのような……」

　言い訳しようとしたカワハヤを、大佐は一いつ喝かつした。

「うるさい！　何を言っても無む駄だだ！　私は見ていたのだぞ！　貴様が民間の連絡艇から降りてくるところを！　ましてあれは、ローデスのものではない、違ちがうか？」

　カワハヤは奥歯を嚙かみしめた。

　……くそ、まさか見られていたとはな。このダイスン・カワハヤ一生の不覚だぜ。

　その一方で、カワハヤの脳神経は必死で言い逃のがれのパターンを検けん索さくし、それを検証し、もっとも説得力の高いものを選せん択たくしていた。

　この、とっさの「言い逃れ回路」の性能の高さこそが彼が生き延びてきた理由だった。

　表情も変えずにカワハヤは言った。

「確かにあれは軍用の連絡艇ではありません。民間から徴ちよう用ようしたものです」

「徴用だと？　盗ぬすんできたのだろう！　違うか？」

「いいえ、心外であります！　お疑いならばあの連絡艇の徴用先である、貨物船シザーズ・クイーン号のルサ機関長殿にご確かく認にんください」

　そう言った後でカワハヤは胸を張った。

　……どうせ、確認など取るわけがない、もし確認が行っても、ルサなら事情を察して口裏を合わせてくれるに決まっている。俺は噓うそをついているわけじゃないんだからな。

　この『俺は噓をついているわけじゃない』という言葉の意味は『本当のことを言っている』ということではないが人間とは不思議なもので、噓をついていないと思い込むだけで態度が変わり、全身から発するオーラの色が真実味を帯びるのだ。

　そのオーラが見えたのだろう、大佐の顔つきが変わった。

「うむ、そうか、もしかしたらそうかもしれん。しかし、貴様がこんなところをうろついている理由はなんだ？」

「それは……部品調達であります。これから整備ハンガーに赴おもむき、必要な部品を調達するつもりでありました……」

　大佐は、もう一度にやっと笑った。

　敵意が消えた笑い方だった。

「調達という言葉は実に便利だな、正直でいいぞ軍曹。正規のルートで手に入らぬものは調達するのが下士官の務めというわけか。軍という組織の硬こう直ちよく性は貴様のような現場の柔じゆう軟なん性で補完されているのだな」

　カワハヤは、ちょっと意外な気がした。

　ローデスの軍人というのは、もっと戒かい律りつに厳しく、ガチガチの石頭ばかりだと思っていたからだ。

　そして、その大佐は、カワハヤに一歩近づくと、耳打ちするように言った。

「実を言うと私は、大至急自分の艦隊に帰らねばならん。しかし手て違ちがいで、連れん絡らく艇ていがつかまらんのだ。貴様の徴用したあの連絡艇を、私に徴用させてもらえんか？」

　カワハヤは目を丸くした。

「しかし、それでは……」

　大佐はあわてて顔の前で手を振った。

「タダとは言わん、ギブアンドテイクだ」

　そう言うなり大佐は後ろにいた従兵に、持っていたケースを差し出すように命じた。

　従兵は、あわててケースを開くと、中から紙を取り出し、ケースの上に置いて、ケースごと大佐に差し出した。

　大佐は胸のポケットからレーザーペンを取り出すと、その紙にさらさらと何かを書きつけ、その紙をカワハヤに差し出した。

「貴様にこれをわたそう。この者の部品調達に最大限の便べん宜ぎをはかるように、と書いてある。私のサインもしてあるれっきとした正規の命令文書だ。これがあれば貴様の部品調達は思いのままだ、悪い取引ではあるまい」

　カワハヤは、心の中でため息をついた。

　……だめだ、断れねえや。

　こんな破格の条件を断れば一発で疑われちまう。

　しかたねえ、言うことを聞くとするか。

　カワハヤは敬礼してその命令用紙を受け取ると、従兵に、連絡艇のエアロックと起動スイッチのカードキーを差し出した。

「ありがとうございます！　ではお使いください。できれば、元の所に置いておいて下さると助かります」

　大たい佐さは笑いながら答えた。

「うむ、ちゃんともどすように伝えておこう。ありがとう、これで防衛艦かん隊たいの再編成にかかる時間を短縮できる」

　そして、一礼すると従兵を連れた大佐は、急ぎ足で移乗通路のほうに歩いていった。

　……あのおっさん、いい人なんだか悪い人なんだかわかんねえな。どうせなら部品調達じゃなくてシャトル一機と書いてくれりゃあ言うことねえんだけど……まあいくらなんでもそりゃあ無理か。

　カワハヤは命令文書の署名を読んだ。

　……ドーダイ・ゲーマスタ大佐か。ちょっとした人物だね、ありゃあ。

　カワハヤは自分の頭をゲンコツで殴なぐった。

　シャトルかっぱらいにきて、逆に自分の連絡艇をかっぱらわれるとはな……それにしても言い逃のがれをするためとはいえシザーズ・クイーンの名前を出したのはまずかったな。

　連絡艇を返しにきて、俺がいなけりゃ変に思われちまう。

　このままシャトルかっぱらってシザーズ・クイーンのところまで持っていってコンテナやらブースターやらを積み込んでいるところを見られたら、全部の計画はパーだ。

　カワハヤは手に持った命令文書に目を落とした。

　まあいいか。これでいつでも正々堂々と貨物シャトルが係留されている整備ハンガーに潜もぐり込めるってわけだ。まだ時間はあるしな。

　小さくうなずいたカワハヤは、手に持った命令文書を丁てい寧ねいに折りたたんで胸ポケットに仕し舞まうと、整備ハンガーとは逆の方向に向けて歩き出した。
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　第七章　残された人々







　マイドたちは、まだ、エルママウザー研究所にいた。

　メイを再生プラントごと移動させるというのは、一言で言うほど簡単なことではなかった。

　装置自体を小型化することもさることながら、もっとも時間がかかったのは、メイの身体からだを、移動のために半休きゆう眠みん状態にもどす処置だった。通常の数倍の成長係数を予定して活性化してあった全身の細さい胞ぼうを、まず通常値に、そしてそれから一種の冬眠状態にまで落とさねばならないのだ。

　それは熱いガラスをゆっくり冷ますのに似ていた。急激に冷やせばガラスが割れるのと同じ理り屈くつだ。

　じっとモニターを見ていたミィが、大きく息を吐はいてから言った。

「脈みやく拍はく、呼吸、細胞活性率、すべて規定値の状態が三時間続いているわね、安定したみたい。マニュアルによれば、移動に必要な条件はすべてクリアしたことになるわ」

　ミィの横で、メイの再生プラントを収めた衝しよう撃げき慣性吸収型コンテナを見ていたマイドがうなずいた。

「わかりました。では、移動を開始しましょう」

　研究所に取り残されていた亜人の作業員たちが、フローティングプラットホームの上にコンテナを移動させている姿を眺ながめながら、マリリンが憤ふん慨がいしたように言った。

「それにしても、スリラムとカーケルめ、私たちにメイの再生プラントの扱あつかい方だけ教えてさっさと逃にげちまうなんて、薄はく情じようなやつらだよね」

　マイドは肩かたをすくめた。

「しかたありませんよ、サウロニアから避ひ難なんする最後のリニア列車に乗らなければ、取り残されてしまうんですから。それにあの人たちは、ちゃんと津つ波なみで怪け我がをした重傷者を医い療りようコンテナで運び出す手伝いをしていたじゃないですか」

「そりゃあ、まあそうだけど……それにしてもサングリューの政府機関はシャトルの出発時間まであと四十八時間もあるのに、ずいぶんと急がせるんだね」

　フローティングプラットホームに乗ったメイのコンテナが、すべるように動き出した。

　その後を追って歩きながらマイドは応こたえた。

「リニア列車を改造して、簡易カタパルトにして、シャトルの打ち上げ回数を多くするんだそうです。その改造のための時間が必要なので、急がせたみたいですね」

「列車改造のカタパルト？　大だい丈じよう夫ぶなのかね？」

　マイドは首をかしげた。

「まあ、理論上は問題ありませんよね、実際に同じシステムでシャトルは打ち上げられているわけですから」

「そりゃあそうだけど……そんなモンに乗せられた人間は生きた心地ここちはしないだろうなあ」

　不安そうな顔をして応えたマリリンに、マイドはうなずいてみせた。

「本当なら無人機や、空のシャトルなどを使ってテストを繰くり返し、安全性が確かく認にんされてから実用開始するものですけど、きっとそんな時間はないでしょうしね。ぶっつけ本番で動かすとなるとこれはもうバクチです」

　メイが収められたコンテナは、研究所の搬はん入にゆう口から、待機していた大型の運搬用トラックに積み込まれた。

　扉を閉じてロックを確認したマイドは、その場にいた作業員の亜人たちに呼びかけた。

「研究所に残っている亜人全員を呼んでおいで！　駐ちゆう車しや場に止まっている地上車……バスでもトラックでもいい、分乗して僕たちと一いつ緒しよに来るんだ！」

　作業員のリーダーらしい亜人が目を丸くした。

「しかし、われわれは、ここに残るように命じられました……」

　マイドは微笑ほほえんでみせた。

「今、ここにいる真人は僕だけだ。亜人は真人の言うことを聞くのが原則なんだろう？」

　リーダーらしい亜人はしばらく躊ちゆう躇ちよしていたが、やがてうなずいた。

「かしこまりました、呼んでまいります」

　研究所に残っていた亜人は、作業員や看護師など二十人ほどだった。

　マイドは、救急医薬品や食料などを積み込むように指示をした後で、トラックとバス、そしてレンタルしていた乗用車の地上車三台で研究所を出発した。

　あたりはもう夕ゆう闇やみに包まれようとしていた。

　目指すは、サウロニアの西七百キロにあるサングリュー第三の都市ヴァリノール。

　カワハヤとルサの立てた計画では、その近くにある大きな空港に貨物用シャトルを降ろすことになっていた。

　津波の爪つめあとの残る海岸沿いの道路を走りながら、マイドは、センターコンソールの上に浮うかび上がるカーナビゲーションの画面を見ていた。

　シート脇わきにあるタッチパネルに触ふれると、カーナビゲーションの地図の縮尺がどんどん変わって行き、ついに球形の惑わく星せいサングリューの全体像になって止まった。

　……人間のテクノロジーは、星と星をも一いつ瞬しゆんで飛び越こえるまで発達し、宇宙は庭先のようになった。なのに、惑星の表面上の移動にかかる時間と手間は昔のままだ。

　惑星の上では人間はひ弱な肉体を持った一個の生物に過ぎない。肉眼で見えるものと、自分の足で行ける場所と自分の手の届くところにあるものしか自由にできない。

　それが、人間という生き物の基本的な限界値なのかもしれないな。




　ソードの意識に最初に飛び込んできたのは、身体からだを揺ゆすられる感覚だった。

　誰だれかが自分を呼んでいた。

　その声は、シモーヌの声だった。

　……泣いていた。

　シモーヌが泣きながらソードの身体を揺すっていた。

　なぜだ？　なぜこいつは泣いているんだ……。

　そして、ソードは目を開いた。

　すべてがよみがえった。

　目に飛び込んできたのは地上車のコントロールパネルとハンドルだった。

　ソードは、がばっと身を起こすと、横で身体を揺すっていたシモーヌを見た。

「無事か？　子供たちはどうだ？」

　シモーヌは泣きながらうなずいた。

「みんな無事よ、私は脳のう震しん盪とうを起こしたみたいで、頭が少し痛いけど……あいつら、私と子供には手加減して撃うったみたい」

「そうか、それはよかった……」

　そう言ってからソードは、はっとしてダッシュボードにある時計と汎はん用よう端たん末まつの画面を見た。

　午後五時……。

　それは最終のリニア列車の発車時刻だった。

　この列車はロリエントの宇宙港まで行き、そこでリニアカタパルトに改造されることになっていた。

　文字通りの片道切きつ符ぷの最終列車。

　これに乗り遅おくれたら、もはやロリエントに向かう交通手段はない。

　地上車でハイウェイを走り続ければ、大陸を縦断してロリエントにたどり着くことができるだろう。しかし、地上車の速度では最大速度で休むことなく走り続けても二昼夜かかる。最後のシャトル便には間に合わない。

　そして燃料補給や休きゆう憩けいを考えれば、それは不可能な数字だった。

　シモーヌが静かに言った。

「帰りましょう……あなた……」

「帰るって……どこへ？」

「私たちの家です……ジョーとルーが待っている私たちの家ですよ」

　ソードは一瞬考え込んだが、すぐに首を振ふった。

「いや、サウロニア中央駅まで行く！」

「でも、時間が！」

　もう一度首を振ってソードは言った。

「あきらめちゃだめだ、乗り遅れた人間のために、政府が何か手段を用意してくれているかもしれないじゃないか！　駅まで行って、そこから引き返しても遅おそくない！」

　シモーヌはしばらく黙だまっていたが、やがてうなずいた。

　ソードは黙ったまま地上車のアクセルを踏ふんだ。

　四人を乗せたピックアップトラックは、夕闇が迫せまるハイウェイを走り始めた。

　二人は無言だった。

　乗り遅れた人間のために残された手段など、ないということはわかっていた。脱だつ出しゆつを選せん択たくした人間にとっての最後の手段があの列車であるということは、広報で何度も何度も繰くり返し説明されていたからだ。

　それでも、もしかしたら、ひょっとして……。

　ソードは、自分の目で確かく認にんしない限り、あきらめるつもりはなかった。

　アクセルを床ゆかまで踏む込み、トラックを走らせ続けた。

　後ろのシートに乗っている娘むすめたちのために……。

　やがて、宵よい闇やみが降りるころ、地上車はサウロニアの市内に入った。

　そこにはいつもと同じ光景が広がっていた。

　煌こう々こうと通りを照らす照明と、きらびやかな商品がディスプレイされたショウウィンドウ。

　コンビニの看板もファーストフードの看板もいつものとおりに光り輝かがやき、さまざまなイルミネーションとネオンサインがビルの屋上と壁へき面めんに躍おどっている。

　その、華はなやかなメインストリートを走る車内で、上の娘が不思議そうに言った。

「だれもいないね、どうしちゃったのかな？」

　下の娘が目を輝かせて言った。

「きっと、ネットＴＶで、スーパーミリオンショーをやってるんだ！　だから家から出てこないんだわ」

　上の娘は馬ば鹿かにしたように言った。

「曜日が違ちがうし、時間だって違うわ、あんた馬鹿じゃない？」

「馬鹿じゃないもん！」

　いつもの姉妹きようだいげんかが始まりそうになったのを見た母親がたしなめた。

「こら、静かにしなさい、今日はいろいろあって、お父さんは疲つかれているんだから……」

　父親を引き合いに出された二人の娘は黙り込んだ。

　やがて、車が中央駅に近づくと、路上駐ちゆう車しやしている車が増え始めた。片側だけではない、両側にびっしりと駐車しているのだ。

　駅に近づくほど駐車している車の数は増え続け、道路の両側から歩道にまであふれていた。

　……みんな、ここまで車で来て、そして乗り捨てていったんだな。

　一台通り抜ぬけるのがやっと、という隙すき間まを縫ぬって、中央駅のロータリーまで来たソードは、駅の入り口のところで車を停めた。

　駅は静まり返っていた。

　動くものもなく、話し声一つしなかった。

　ソードは、後部座席にいる妻のシモーヌに言った。

「車を降りて、様子を見てくる、お前はここにいなさい」

　シモーヌはソードの腕うでをつかんだ。

「無む駄だよ！　あなたもわかっていたでしょう！　帰りましょう、こんなところにいたくないわ」

　ソードは自分の腕をつかんでいるシモーヌの手をやさしく叩たたいて言った。

「わかってる……でも、ここまで来たんだ。やはり自分の目で確かめたい」

　シモーヌは、ソードの腕をつかんでいた指を緩ゆるめて言った。

「すぐに帰って来てね……怖こわいの……」

「わかってる」

　ソードは安心させるように微笑ほほえんでみせると、中央駅の中に入って行った。

　広いコンコースのあちこちに、投げ捨てられたスーツケースやバッグが転がっている。

　きっと、持ち込み制限にひっかかって、廃はい棄き処分を命じられたのだろう。

　駅の中は静まり返っていた。

　いつもならひっきりなしに発着するリニア列車に、乗車案内を告げるアナウンスが響ひびくホームも、その屋根から下がっている案内板も止まったままだった。

　……駅員の補助をしていた亜人たちなら何かを知っているかもしれない。

　そう考えたソードが駅の事務室に足を向けたとき、ホームの片かた隅すみから泣き声がした。

　誰だれか残っているのか！

　ソードは、そのすすり泣く声の主を探してホームの上を見回した。

　泣き声は、打ち捨てられた荷物に埋うまったベンチから聞こえてくるらしい。

　荷物の後ろに回ったソードは、ベンチの上で泣いている十二歳くらいの女の子を見つけた。

　メイドが着るような黒いベルベットのスカートに白いエプロンドレスを身に着けた、緑の髪かみの毛と青い瞳ひとみを持つ亜人の少女だった。

　……愛あい玩がん用の亜人か。きっと置いて行かれたんだな。

　ソードは声をかけた。

「どうしたんだい？」

　亜人の少女は、びくっとしたように顔を上げた。

　目を真っ赤に泣き腫はらして、その少女は言った。

「ご主人様に置いていかれたの……私はもういらないんだって……」

　ソードはため息をついた。

「そうか、しかたないよ、みんな置いていかれたんだ……私だってそうさ」

　少女はきょとんとした顔で聞いた。

「あなたは真人なのに？」

「ああ、そうだ、真人でも、置いていかれた人間はいるんだよ……」

　亜人の少女に向かってそう言いながら、ソードは、その言葉を自分に向かって言い聞かせているような気がした。

　そして、ソードは聞いた。

「君は、これからどうするんだい？　家まで帰れる？」

　亜人の少女は首を振ふった。

「おうちがわからないの……生まれて初めて家を出たから……」

　その、あどけない顔つきを見てソードは思った。

　きっと、どこかの金持ちが、家から一歩も出さずに愛玩していたんだろう。一人で生きていく知ち恵えも何も持っていないに違いない。

　……どうするかな、置いていくわけにもいかないし……。

　ソードはしばらく考えていたが、やがて、決意したようにうなずいた。

「私と一いつ緒しよに来るかい？　私にも君と同じくらいの娘むすめが二人いるんだ」

　亜人の少女は、こっくりとうなずいた。

「私……クララと言います」

「そうか、クララか……うちの娘と仲よくしてくれるとありがたい」

　ソードは右手を出すと、クララはその手につかまって立ち上がった。

　誰もいない駅のコンコースを、クララの手を引いて歩きながらソードは聞いた。

「君のご主人様はどんな人だったんだい？　言いたくなければ言わなくてもいいけど……」

「おじいさまと……おばあさまでした……私は死んだ娘に似せて作られたのだとおっしゃってました」

　ソードは、クララが暮らしていた家を思い浮うかべた。

　きっと、この子の主人夫婦は、功成り名遂とげて引退し、二人でこのサングリューで老後を過ごしていたのだろう。

　死んだ娘に似せて作られたこの子は、老夫婦にとって何よりの宝物だったに違ちがいない。

　きっと、この子と別れることは、死ぬほど辛つらいことだったのだろうな。

　この子の主人だった老夫婦は、娘を二度失ったのだ。

　別れぎわに、この子に向かって、お前はいらないなどという冷たい言葉を投げかけた理由は、きっと自分たちを恨うらんで欲ほしいという願望だろう。

　見捨てて行かねばならぬ自分たちの罪を、そうやって背負いたかったのだ。

　駅の建物から、亜人の少女の手を引いてソードが現れたのを見たシモーヌは目を丸くした。

「どうしたの？　その子」

　ソードは肩かたをすくめた。

「俺たちと同じさ、置いていかれたんだそうだ……名前はクララ」

　シモーヌはじっとクララを見ていたが、やがて眉まゆをひそめてソードに聞いた。

「メイド服みたいな洋服着ているけど……まさかＳ・Ｄセツクスドールじゃないでしょうね？」

　ソードはあわてて首を振った。

「違ちがうさ、髪がピンクじゃないだろう？　この子の主人は老夫婦だったらしい。この子は死んだ娘に似せて作られ、ずっと一緒に暮らしていたらしい……ここまで連れてきたのは、きっと、最後の最後まで一緒にいたかったんだろう」

　その言葉に噓うそがないことがわかったのだろう、シモーヌは大きく息を吐はいてうなずいた。

「わかったわ……連れていきましょう、娘が一人増えたくらいどうってことないわ」

　ソードがクララをトラックの後部座席に乗せようとしたとき、北の方からロータリーに通じる大通りで、何かが激しくぶつかる音がした。

「な、何？」

　怯おびえた顔をするシモーヌを助手席に押し込むようにしてソードが言った。

「早く乗れ！　誰かが来た！　ありゃあ亜人の運転じゃない！」

　トラックに乗り込んでライトを消し、息をひそめたソードたちの前に、衝しよう突とつ防止装置を作動させていないのか、あちこちをぶつけて前の方が壊こわれた一台の地上車がすべりこんできた。

　そして急停止した地上車から降り立ったのは、中年のビジネスマン風の男と、瘦やせた背の高い無気力そうな男だった。

　中年のビジネスマンの白いワイシャツと、無気力そうな男の着ているシャツには血と思われる赤黒い染しみがべっとりとついているのが見えた。

　助手席で息を殺していたシモーヌがあえぐように息を吸った。

　……二人とも亜人じゃないな、あの血は、半分は自分の血、もう半分は誰だれかの返り血という感じだ。

　ソードの見ている前で、中年の男は駅に駆かけ込んだ。

　無気力そうな男は最初からあきらめているのだろう、地上車にもたれて呆ぼう然ぜんとしている。

　やがて、放心したような足取りで、中年の男が駅から出てきた。

　そして、目の前に立っている無気力そうな男に向かって言った。

「だめだ……もう万ばん策さく尽つきた……どうするね。カーケルくん」

　カーケルと呼ばれた若い男は、放心したように首を振って言った。

「もうどうでもいいですよ、僕は疲つかれました……ここにおいていってください、スリラム部長」

　二人の男が顔を見合わせて、がっくりと肩を落としたのを見て、ソードが小声でシモーヌに言った。

「ギャングとかそういった連中じゃなさそうだな……」

　シモーヌは小さく首を振ふった。

「係かかわり合いになりたくないわ、声をかけるなんて真似まねはやめてちょうだいね。昼間みたいなことはもうこりごりよ」

　ソードはうなずいた。

　本当は声をかけるつもりだったのだが、妻の言うことも、もっともだと考え直したのだ。

　そのとき、西の方角から、また一台の地上車のヘッドライトが近づいてきた。

　その車は衝突防止装置を働かせているのだろう、ゆっくりとした、しかも確実なラインを選せん択たくして近づいてくる。

「また車が来たわ……やっぱり乗り遅おくれたのは私たちだけじゃないのね」

「ああ、それか、もしかしたら避ひ難なんしないことを選択した人かもしれない……そういったお年寄りがけっこういるという話だ」

　ヘッドライトはぐんぐん近づいてきて、そしてロータリーに姿を現した。

　それは、観光客などがレンタルする、大型の観光用地上車だった。

　観光用の地上車はロータリーに入ってくると、二人の男の手前で急停車した。

　地上車から飛び出して来たのは、黒い髪かみの若い男だった。

　その男は叫さけんだ。

「カーケル博士に、スリラム部長！　リニア列車に乗ったのではないのですか？　なんでこんなところに！」

　二人の男も目を見開いて叫んだ。

「マイド閣下！　まだ残っておられたのですか！」

　マイドはうなずいた。

「仲間がシャトルを調達してくれています！　ヴァリノールの空港に降りることになっています、さあ、一いつ緒しよに行きましょう！」

　その言葉を聞いたとき、ソードは思わず運転席から飛び出していた。

「たのむ！　そこの人！　俺たちも連れていってくれ！　いや、俺やカミさんは乗せなくてもいい、娘むすめがいるんだ！　たのむ！」




　サングリュー星系の跳ちよう空間ゲートがある転移ステーションは、恒こう星せいを回る十三の惑わく星せいのうち、七番目と八番目の中間あたりに設置されていた。

　この恒星系の九番惑星と十番惑星は、いわゆる恒星のなりそこない、と呼ばれる巨きよ大だい惑星であり、そのため恒星との重力バランスがもっとも安定している場所として、この位置が選ばれていたのだ。

　跳空間ゲートは三つの特大反応炉ろと強力なジェネレーターによって生み出された巨大なエネルギーによって空間を捻ねじ曲げ、タンホイザーゲートと呼ばれる裂さけ目を生じさせるものだ。しかし、その維い持じ費と管理費が莫ばく大だいなため、自治惑星でこれを備えているところはめったにない。

　この三日間の跳空間ゲートの運用費用を算出すれば、惑星サングリューの年間予算を超こえているだろう。

　ゲートは閉じられることなく、フル回転で避難民や負傷兵を乗せた輸送船を飲み込み続けていた。

　このゲートの爆ばく破は計画を立てるように命じられた黒色僧そう騎き兵へい艦かん隊たいの工兵部隊が、跳空間ゲートを動かしている反応炉が臨界寸前まで酷こく使しされているのを見て、爆破より先に保全が必要だという意見具申をしたほどである。

　この転移ステーションは、この星系におけるローデス軍の最後の砦とりでだった。そして、ここを守るローデス黒色僧騎兵艦隊は、サングリューから避難する避難民と戦線を立て直すために撤てつ収しゆうする艦を送り出し、最後の最後にゲートを爆破するという任務を負わされていた。

　この部隊にも、最後にゲートを利用する許可は出ていたが、敵の侵しん攻こうが迅じん速そくであり、維持できない場合はゲートの爆破を優先すること、というただし書きがつけられていた。

　この最終防衛艦隊の艦隊司令は、ローデス神衛軍黒色僧騎兵艦隊でもっとも部下から慕したわれ、かつ軍配属のローデス教異い端たん審しん問もん官からはもっとも忌いみ嫌きらわれているドーダイ・ゲーマスタ大たい佐さだった。

　宗教国家であるローデスの軍隊にはどの艦にも一人、そして艦隊旗艦には数人のローデス神学校を出たローデス原理主義者ともいうべき異端審問官が同乗している。

　彼らの役割は、軍人が教会の命令を遵じゆん守しゆし、ローデス教の戒かい律りつにもとづいた生活を送り神の名の下もとに正しい戦いを行っているかどうかを判断することだった。教会はつねに軍の上位に位置するとされていることから、作戦の立案から、主しゆ砲ほうの目標に至るまで教会に対し裏切り行こう為いを働かないように、この異端審問官が目を光らせていたのだ。

　ローデス軍は教皇院と枢すう密みつ院いんという二つの国家組織がそれぞれに実働軍を持つという変則的な組織を持っていたことから、たがいの反発が内ない紛ふんを呼ばぬように、この異端審問官というお目付け役を置いたのだと言われているが、時代を経るに連れて、お目付け役の力が増大し、軍事行動の端はし々ばしにまで口をだすようになったというのが本当のところだろう。

　ドーダイ大佐は、ローデス教徒にしてはめずらしい実利主義の男であり、国家なくして宗教はありえない、つまり宗教的戒律とは、絶対のものではなく、国家の目的達成のための手段に過ぎない、という異端とも言える説を公然と唱え、教条主義的な硬こう直ちよくした思想を軍事に持ち込むことの愚おろかさを指し摘てきし続けてきた。

　そしてそれがゆえに勝ち続け、それがゆえに異端審問官から憎にくまれ続けていた。

　彼が妻帯せず、金銭に執しゆう着ちやくせず、質素な生活を続けていることは周知の事実であった。

　人々はそれを敬けい虔けんなローデス教徒である証明だと信じていたし、実際に職務を離はなれれば彼は堅実な生活を営む敬虔な一ローデス教徒であった。

　しかし、異端審問官たちは、そうは思わなかった。

『あいつはきっと陰かげで何か悪いことをしている……間ま違ちがいない』

　そう信じ、彼の身辺をとことん洗い続けたのだ。そして、何一つ悪事の証しよう拠こを摑つかめなかった異端審問官たちは一つの結論に達した。

　その結論とは。

『あいつは、われわれの知りえないほど奥深くで悪いことをしている……間違いない』

　つまり、異端審問官はこう考えたのだ。

　……俺たちの知らない複雑怪かい奇きなローデスの権力構造の中の奥底に潜ひそむ、得体の知れない何かと繫つながっているに違いない。そうだ、そうでなければあのように堂々とわれわれに異議を申し立て、なおかつ兵に支持され、勝ち続けることなどできるはずもない。

　あのような化け物に手を出せば逆にこちらがひどい目にあうかもしれない。

　ほうっておくに限る。

　こうしてドーダイは、異端審問官たちの身辺調査や、尾び行こうから解放された。

　もっとも、だからといって彼の生活には毛ほども変わった部分はなかった。彼はいつものように兵を叱しつ咤た激げき励れいし、無能な指揮官を叱責し有能な部下を昇しよう任にんさせ、そして戦っていた。

　要するに、彼は有能な軍人だったのだ。

　それだけのことであり、それ以下でもそれ以上でもない。

　しかし、ローデスにおいては、その有能な軍人であり続けるのは実に難しいことだったのだ。




　防衛艦隊の旗艦である巨大な宇宙戦艦の脇わきに、小さな奇き妙みような形をした船が停てい泊はくしていた。

　ひょうたんが浮うき輪をしているようなユーモラスな形をしたその小さな船が、巨大な戦艦のブリッジの脇にちょこんと浮いて、移乗用通路で繫がっているところを遠くから見ると、鯨くじらの脇に小さな小魚が寄り添そっているように見える。

　旗艦のブリッジに立っていたドーダイ大佐は、ステラに一礼すると、言葉を選ぶようにゆっくりと力強く言った。

「無事にお帰りになったら、教皇院のエンデロ様にお伝えください。ローデスの軍人は皆みな、紳しん士し的に、協約どおり、ありとあらゆる方法で相手との交こう渉しように努め、そして、その多くは一方的に攻こう撃げきを受けて無む抵てい抗こうのまま死んでいきました。決して彼らを責めぬように願いたいと……」

　真しん剣けんな目で自分を見てうなずくステラを見て、なぐさめるようにドーダイは言葉を続けた。

「これは、エンデロ様が危き惧ぐしているような、ボタンの掛かけ違いなどというものではありません。相手のボタンホールとこっちのボタンが合わなかった、とかそういうレベルではないのです……あれは、服を知らない、つまり意思の疎そ通つうという概がい念ねんすら持っていない相手なのかもしれません」

「よくわかります。私はこの目で見たことを、そのままエンデロ様にお伝えするつもりです……そしてお許しを得れば、異い端たん反乱軍にも事実を伝えます。もはやローデスの国民どうしで戦っている場合ではないのだと……」

　ドーダイは、ステラの横に立っているアティーブに視線を移して言った。

「アティーブ博士、あなたも無事にお帰りになったら、帝てい国こくのしかるべき御お方かたにお伝え願いたい。もはやローデスと帝国の確かく執しつを論ずるときは終わりを告げつつある、と」

　ブリッジにいるローデスの軍人や異端審しん問もん官の間に驚きよう愕がくの呟つぶやきが広がるのを気にもとめずにドーダイは言葉を続けた。

「あれは、今、ローデスの敵です。しかし、近い将来すべての人類の敵になると私は思っています。この思いを杞き憂ゆうで終わらせるために、われわれはここで、そしてローデスの地で戦うことになるでしょう……われわれは勝ちます、勝ってみせます！　しかし未来は誰だれにもわかりません。そのことをお伝え下さい」

　アティーブはうなずいた。

「約束しよう……あなたの言葉を必ず帝国のしかるべき御方に一言一句間違いなく」

「ありがとうございます」

　一礼したドーダイは、コンソールに表示されている数字を見て、うなずいた。

「まもなく作戦開始時刻ですね、われわれはこれより前線に向かいます。皆みな様さまもどうかお気をつけて」

　ステラはドーダイの目を正面から見て、視線を落とすと一礼した。

「ご武運をお祈いのりいたしております……」

　ドーダイは微笑ほほえんだ。

「やはり美人のお祈りに勝まさるものはありませんな。異端審問官殿どのの百のお祈りより、あなたのお祈りの方が霊れい験げんあらたかという気がします」

　ブリッジに静かな笑いが広がったが、隅すみにいた若い異端審問官だけは苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔をしてそっぽをむいた。

　ステラはドーダイの目を見た。

　……あいかわらずですね。

　ドーダイの目はこう応こたえた。

　……だって、本当のことですから。




　やがて、リバティ・ベル号との移乗用通路が外され、戦せん艦かんのブリッジ脇に折りたたまれて収容されると、巨きよ大だいな戦艦は先せん端たん部と両端部の信号灯を点てん滅めつさせながらゆっくりと動き出した。

　転移ステーションのコントロールセンターから伸のびる信号柱の先端に取り付けられている、七色の大きなストロボライトの赤と黄色が交こう互ごに点滅を始めた。

　リバティ・ベル号のブリッジでその信号灯の輝かがやきを見ていたトーダがぽつりと言った。

「……貴艦ノ航海ニ幸多カレト祈ル。神ハ汝なんじトトモニアリ」

　アティーブが怪け訝げんな顔をした。

「それは、ローデス教の聖典の一節だろう？」

「ええ、そして、あのローデス軍の船せん舶ぱく用信号の意味でもあります……ローデス軍と帝国軍では同じ信号でも意味が違ちがうのですがね」

　出港してゆく戦艦に視線をあわせたままステラが聞いた。

「あの、赤と黄色の交互の点滅は、帝国軍の信号ではどのような意味になるのですか？」

　トーダは黙だまったままだった。

　ステラはトーダに視線を移して聞いた。

「たとえ、どのような意味でも構いません、教えてください……」

　トーダは大きく息を吐はくと、静かに言った。

「強敵アリ。警けい戒かいヲ厳ニセヨ……ですね」

　ステラは視線を戦艦のシルエットに移して、つぶやいた。

「不思議ですね。どっちの信号も、あの人に向けて送られているような気がします……」

　ステラの隣となりで戦艦のシルエットを見つめていたトーダが、歌うようにつぶやいた。

「……かくて、魔ま王おうは世に放てり、『終わりをザナツ告げし者クス』どもを。その者天を埋うめ地を埋め海を干ひ上あがらせ汝らの子を食い尽つくす。逃のがれること能あたわず和すること能わず。ただ剣けんをもって打ち伏ふせる他ほかなし……」

　ステラが、え？　という顔をしてトーダを見た。

「それは……なんですの？　ローデスの聖典ではありませんね？」

「ジャイブ教の古い……もっとも古い言い伝えの一節だよ。神話と言ってもよいだろう」

　後ろに立っていたアティーブが、静かに言った。

「ご存じだったのですね？」

　微笑んだトーダに向かってアティーブも微笑み返した。

「私も一応は人類文化学者のはしくれなのでね」

　ステラが真面目まじめな顔をしてトーダに聞いた。

「その神話はどのようなお話なのですか？」

「簡単に言ってしまえば、ハルマゲドン伝説の一つです。太古に神がこの世界を作ったとき、世界の両端に人間と魔王を置いて、こう言うんです。『この世界は誰だれのものでもない、お前らのものだ、分けるも奪うばうも好きにするがよい』とね。そして奪い合いがはじまるんですが、そのとき魔王が世界に『終わりをザナツ告げし者クス』という生き物を放つんです……」

　ステラは暗あん誦しようするように言った。

「天を埋め地を埋め海を干上がらせ汝らの子を食い尽くす……でしたっけ？」

　トーダはうなずいた。

「そうです……リバティ・ベルのブリッジからあの異星人たちを見たとき、私の脳のう裏りに浮うかんだのが、その一節でした」

　アティーブが後段を暗誦した。

「……逃れること能わず和すること能わず。ただ剣をもって打ち伏せる他なし……まさにこの詩のとおりだな」

　ステラは視線を小さくなってゆく戦艦に向けた。

「終わりを告げし者……ザナックス。あの人は剣をもってそれを打ち伏せにゆくのですね……」

　そして、視線を戦艦に向けたままステラはトーダに聞いた。

「それで……その神話の最後はどうなるのですか？」

　トーダは、下を向いてため息をついてから答えた。

「わかりません……伝わっていないのです。これは……石いし詠よみ人と呼ばれる預言者によって語られた預言なのだということしかわかっていないのです」

　警戒空域を抜ぬけたのだろう。戦艦の推進機が青白く輝いた。

　そして、それに一いつ瞬しゆん遅おくれて、戦艦の先にある空間が何万という推進機の輝きで満たされた。

　黒色僧そう騎き兵へい艦かん隊たい第三艦隊の残存兵力一万七千隻せきの総力を挙げた戦いが始まろうとしていた。




　遠い宇宙空間で、一つの戦いが始まろうとしていたそのころ。

　惑わく星せいサングリューの地表でも、一つの戦いが始まっていた。

　それは、惑星から脱だつ出しゆつを図る人々の時間との戦いだった。

　宇宙港は、惑星全土からやってきた避ひ難なん民でごったがえし、まさに戦場のようだった。

　エントランスの真ん中に掲かかげられた残り時間を告げる大きなタイムカウンターを見上げた人々は、その数字が一つ減るたびに、何かに追い立てられるように行列の先を見てぶつぶつと不平をこぼした。

　精神衛生上よくないから、あのタイムカウンターを取り外せという声もあったが、現実を直視することのほうが大切だという意見の方が優勢だったため、刻々と残り時間が減ってゆくそのタイムカウンターはそのまま掲けい示じされ続けた。

　誰もが気が立っていた。

　やがて、残り時間が四十八時間を切ったころ、避難民の間に、動どう揺ようが走り始めた。

　それは、誰かが流したデマだった。

「シャトルの数が足りない」

「残り二十四時間になったら、順番や整理券なんか意味がない」

「早い者勝ちだ」

　このデマは瞬またたく間に広がり、係員の指示に従わず、列に割り込むものや、殴なぐり合いを始めるものが続出した。そして、その混乱は、数万人に及およぶ群集全体に広がっていった。

　カウンターはひっくり返され、整理券の発行機は引き倒たおさればらばらに分解された。

　そして中の整理券を奪い合う人の間で、相手の首を絞しめ、殺し合う者まで出はじめた。

　そのとき、エントランスの中に、隊列を組んだ何百人という緑色の大男たちがやってきた。

　彼らはその四本のたくましい腕うでで、争っている人々を引き離はなし、物を壊こわしている男を取り押さえはじめた。

　彼らはリニア鉄道のカタパルトを突とつ貫かん工事で作り上げた肉体労働用の亜人たちだった。

「てめえ！　ふざけるな！　亜人のくせして人間様にさからうのかよ！」

　茶ちや髪ぱつの若者が、折りたたみの椅い子すを振ふり回して殴りかかった。

　その椅子の角を頭に受けた亜人は、頭から流れる血をそのままにして、若者に微笑ほほえんだ。

「乱暴はいけませんね、旦だん那な様。おやめになった方がよろしいですよ」

　人々が悪態をついても殴っても蹴けっても。

　亜人たちは優やさしい微び笑しようを浮かべたまま、ひたすら争う人々をなだめ続けた。

　暴れる人々を押さえつけるときも決して乱暴に扱あつかうことはなかった。

　……やがて、暴動は潮が引いていくように落ち着いていった。

　人々は再び列を作り、そして騒そう動どうが始まる前の順番を巡めぐって先を譲ゆずり合う光景があちこちで見られはじめた。

　その光景をコントロールルームのモニターで見ていたアキラーニは、ため息をついた。

「なんとか収まったようだな」

「ええ、亜人の鎮ちん圧あつ部隊を用意しておいたのは正解でしたね」

　嬉うれしそうに笑う事務官に向かってアキラーニは聞いた。

「なぜ、あの部隊が効果的だったかわかるかね？」

　事務官は胸を張って答えた。

「ええ、彼らの力にかなうものはいませんからね、制圧するのには持って来いだったんだと思います」

　その答えを聞いたアキラーニは、再びため息をついた。

「違ちがうな、確かに力が強いというのも理由だろう。しかし、本当の理由は、彼らの微笑みにあるのだよ。暴れていた連中がおとなしくなったのは……恥はずかしくなったからだ」

「恥ずかしく……ですか？」

　怪け訝げんな顔をする事務官に向かってアキラーニは静かに言った。

「本当に優すぐれているのは、どっちなのだろうね。不満を爆ばく発はつさせ、些さ細さいなことで怒おこり人を傷つけ、少しでも人よりいい目をみようと他人を押しのける真人と、決して怒らず、常に微笑を絶やさず他人を傷つけぬ亜人と……」

　事務官は、むっとしたような口調で言った。

「その特性は与あたえられたものでしかありません。優れているという考え方には納なつ得とくできません」

「与えられたものだろうと、後天的に身につけたものであろうと、持っている、というその点は同じだと思うがね……まあ価値観は人それぞれだ、押し付けようとは思わないよ。それより、そろそろ君の順番ではないかね？」

　事務官は手に持っている書類をめくって首を振った。

「いいえ、変へん更こうしてもらいました。私はアキラーニ閣下と同じ便……最終便に乗るつもりです」

　アキラーニはちょっと驚おどろいたような目で事務官を見て、そして微笑んだ。

「ありがとう……一人旅はつまらぬからな、話し相手ができて嬉しいよ」

　事務官は少し照れたように首を振った。

「いえ、それほどのことでは……」

　コントロールルームのモニターに、青い軍用のシャトルが、リニア列車を改造した車台にセットされている光景が映った。

「第百二十一便、発進します！」

「メインエンジン点火、リニア通電開始！」

　コントロールルームの係員の合図と共にリニア列車の下半分に乗せられたシャトルが左右に小さく揺ゆれながら加速を開始したのを見た係員が心配そうにつぶやいた。

「少し揺れるな……」

　カタパルト改造工事の責任者だった男がうなずいた。

「すでに百機以上発進させていますから構造材にゆがみが生じてきたようですね。あれが飛んだらすぐに補正工事にかからせます」

「そんな時間的余よ裕ゆうはないぞ、燃料注入にかかる一時間足らずだ、とても抜ばつ本ぽん的な補正工事は無理だろう」

「抜本的な補正工事をするとは誰だれも言っていません。一機飛ばしたら直し、また一機飛ばしたら直し、と騙だまし騙し使っていくんです。計算ではあと八十機は飛べるはずです」

　係員が会話している中で、モニターに映ったシャトルは、見る見るうちに小さくなって、そして東にある山の斜しや面めんを駆かけ上り、そのまま空中へと飛び出した。

　推進機の噴ふん射しやが最大になっているのがわかる。

　やがて機体の下部からリニアカーの車台が分ぶん離りした。

「分離成功！　上じよう昇しよう継けい続ぞく中！」

　係員の見ている前でシャトルはぐんぐん上っていく。

　やがて、落下したリニアカーの車台が、山の向こうに消えたかと思うと、盛大な土つち煙けむりが立ち上った。

　その土煙の上昇速度が遅おそくなった、と思ったころ。はるかかなたから地じ響ひびきとそして轟ごう音おんが聞こえてきた。

　モニターに映るその土煙を眺ながめて、一人の係員がつぶやくように言った。

「一回ごとに何億クレジットが消えるんだろうな、このカタパルトは……」




　人々がロリエントの宇宙港からシャトルで脱だつ出しゆつを続けていたそのころ。

　衛星軌き道どう上にある起動ステーションの整備ハンガーにやってきたカワハヤは呆ぼう然ぜんと貨物用シャトルの群れを見つめていた。

　並んでいる二十機以上の貨物用シャトル。そのすべての推進機が取り外されていたのだ。

　カワハヤは手近にいた整備士をとっつかまえて聞いた。

「おい、あの貨物用シャトルの推進機はどうなってるんだ？」

　整備士は、シャトルを見上げてこともなげに言った。

「全部とっ外ぱずして、フル回転で飛ばしている乗用シャトルに乗せ換かえたんだ。オーバーホールしている暇ひまはないからな、整備する時間があれば乗せ換えちまったほうが早いだろ」

「あ、ああそうだな……ありがとう」

　怪訝な顔をする整備士をそのままにして、カワハヤは通路を歩いて整備ハンガーから出た。

　手足が震ふるえているのがわかった。

　……どうすりゃいいんだ。

　これじゃあマリリン姉あね御ごもマイドもメイ様も助けられねえ……。




　そのころ、マイドたちは、サウロニアからヴァリノールに抜ぬけるハイウェイ沿いにあるサービスエリアで、燃料補給を兼かねて休きゆう憩けいをしていた。

　建物の中で、エルママウザー研究所から連れてきた看護師に手当てを受けていたスリラムに、マイドが話しかけた。

「怪け我がの程度が軽くてよかったですね、最初に見たときはかなりの重傷じゃないかと心配しました」

　スリラムは、隣となりのテーブルの上に脱ぬぎ捨ててある血染めのワイシャツをちらりと見て言った。

「あの血の半分は、カーケル君のところのメイドたちの血だ……あいつらは私たちをかばって死んだのだ」

　マイドは眉まゆをひそめた。

「カーケル博士はかなりショックをうけているようですね……差しつかえなければ何があったのかお話しねがえませんか？」

　スリラムは、視線を窓の外に投げた。

　窓の外では作業員たちが、バスやトラックの固形水素カートリッジを交こう換かんし、タイヤやサスペンションなどの点検を行っているのが見えた。

「あれは……うちの作業員たちだな」

「ええ、全員連れてきました」

　マイドはスリラムの手当てをした看護師と、奥のレストランからコーヒーの入ったカップを持ってやって来た緑色の髪かみの秘書だった亜人の女性を指差して言った。

「彼女たちもお宅の研究所の方ですよ」

　秘書は、スリラムの前にコーヒーの入ったカップを置いてすまなそうに頭を下げた。

「部長のお好みの味に近づけるように努力しましたが……お口に合わないようでしたら申し訳ございません」

「いや、別に構わんよ、ありがとう」

　スリラムがそう言うと、秘書はうれしそうな顔をして下がっていった。

　コーヒーを一口飲んでから、スリラムはゆっくりと話し始めた。

「わしは、津つ波なみの負傷者を送り出した後、すぐに自宅に帰り、荷物をまとめて自家用車でカーケル博士の家に向かった。二台の車で行くより一台に同乗した方がいいと考えたのだ。中央駅は混雑すると思ったのでね……カーケル博士の家についたら、そこにやつらがいた、というわけだ」

「やつら……とは？」

　スリラムは、吐はき捨てるように言った。

「レナウンさんの一家を襲おそったのと同じ……亜人の振ふりをして髪を染めた強ごう盗とうだ。もっともわれわれを襲った連中の髪は青かったがね」




　カーケルの家の前に車を止めたスリラムは、一回クラクションを鳴らして、しばらく待った。が、家の中に動きがないので、手首につけている汎はん用よう端たん末まつで、カーケルの端末を呼び出した。

　しかし、何度コールしても出ないので、業ごうをにやしてぶつぶつ言いながら車から降りた。

　そして、玄げん関かんのドアまで行ったとき、玄関のドアが少し開いたままになっているのに気が付いた。

　……おかしいな。オートロックのはずなのに。どこかに出かけたわけでもあるまい。

　そう思いながらドアのノブに手をかけたとき、スリラムは、血の匂においをかいだ。

　目を落とすと、一センチほどのドアの隙すき間まから部屋の中が見えた。

　ドアの向こうに誰だれかが倒たおれているようだった。

　……カーケルか⁉

　そう思ったとき、家の中から女の悲鳴と、若い男の声が聞こえた。

「やめろ！　やめてくれ！」

　それがカーケルの声だと気付いたとき、スリラムは思わずドアを引きあけていた。

　目の前に倒れていたのは、カーケルの所有していた愛あい玩がん用のメイドだった。

　仰あお向むけに倒れたピンクのエプロンドレスが血に染まっていた。

　奥の寝しん室しつから人の争う気配を感じたスリラムは、そのメイドの死体を飛び越こえると、奥の部屋に向かって走りこんだ。

　そこで見たものは、部屋の隅すみで抱だき合って震えている二人のメイドと、半はん裸らにされたメイドを壁かべに押し付けている青い髪の亜人の若者。そしてもう一人の亜人にナイフのようなものを突つきつけられているカーケルの姿だった。

　スリラムは自分の目を疑いながら、一いつ喝かつした。

「やめろ！　貴様らは何をやっている！」

　その声に気づいた亜人たちがスリラムを見てにやっと笑った。

　その、凶きよう悪あくな顔を見たとき、スリラムは気づいた。

　……こいつらは亜人じゃない！　亜人のふりをした真人だ！

「なんだよ、おっさん、邪じや魔まするんじゃねえよ！」

　カーケルにナイフを突きつけていた若者が、スリラムに気を取られたすきに、カーケルはメイドの一人を壁に押し付けて犯おかそうとしていた若者に飛びかかった。

「あ、てめえ何しやがる！」

　ナイフを持っていた男はそう叫さけぶと、カーケルに向かってナイフを振りかざした。

　そのとき、部屋の隅で抱き合って震ふるえていたメイドの一人が、身を投げ出してカーケルに抱きついた。

　男のナイフは、そのメイドの背中に深々と突き刺さった。

「ちっ！　邪魔するんじゃねえ！」

　男はそう叫ぶと、崩くずれ落ちたメイドの背中からナイフを抜ぬこうとスリラムに背を向けた。

　スリラムは思わずその背中に飛びついた。

　無我夢中の格かく闘とうの中で、メイドを壁に押し付けていた男が棒のようなものを拾って振りかざすのが見えた。

　そして激痛が後頭部に走り、スリラムは気を失った。

　気が付くと、部屋は真っ暗で、血の匂いが充じゆう満まんしていた。

　スリラムは這はうように出入り口に行き、壁に手をついて立ち上がると、壁へき面めんにあるセンサーを探した。そして楕だ円えん形のセンサーを探さぐり当てた。

　体温をキャッチしたのだろう、部屋がぼうっと明るくなった。

　部屋の中を振り返ったスリラムは息を飲んだ。

　そこは血の海だった。

　全ぜん裸らにされ、切り刻まれた三人のメイドたちの死体と、その向こうで壁にもたれているカーケルの姿があった。

　スリラムはよろよろとカーケルに近づいた。

　カーケルは生きていた。魂たましいが脱ぬけたように視点の合わない目でメイドたちの死体を見ていた。

　スリラムはカーケルの顔を覗のぞき込んだ。

　カーケルは蚊かの鳴くような声でつぶやいていた。

「ミリンダ……ファンタ……チェリオ……ウェルチ……」

　それはカーケルが可愛かわいがっていたハウスキーパーのメイドたちの名前だった。

　スリラムはカーケルの襟えり首くびをつかんで揺ゆすった。

「しっかりしろ！　どうせ連れては行けなかったのだ！　どうせ死ぬはずの命を主人の君を守るために使えたのだ、よかったじゃないか！　さあ立て！　リニア列車に間に合わんぞ！」




　スリラムはコーヒーを飲み干して、大きくため息をついた。

「それから先は、君も知ってのとおりだ……カーケルにとってはショックだったようだな」

　マイドは大きくため息をついた。

「こういうときでなければ、その男たちは罪に問われるのでしょうね……でも、それは殺人ではなくて器物損そん壊かいでしかない……そうですよね？」

　スリラムはうなずいた。

「殺されたのは亜人だ、人間ではない」

「家族を喪うしなったのと同じくらいの悲しみを受けても、それは被ひ害がい者の思い入れでしかない、というわけですね」

　マイドは窓の外に広がる芝生しばふの上で歓かん声せいを上げながら走り回る三人の少女を見ていた。

　それはレナウン一家の二人の娘むすめと、亜人の少女クララだった。

　自分と同年ねん齢れいの女の子と遊んだことのないクララは、最初はおどおどしていたが、そのうちにすっかり慣れて、レナウンの娘たちときゃあきゃあと歓声を上げて遊ぶようになっていた。

　……あの子たちになんの違ちがいがあるというのだろう。

　片方は母の胎たい内ないから生まれ、片方は培ばい養よう器の中で生まれた。それだけの差でしかない。

　マイドはスリラムの前を離はなれると、部屋の壁かべ際ぎわに並ぶコーヒーのオートベンダーの前に立ち、手首の汎はん用よう端たん末まつをベンダーのセンサーに向けた。

　信用情報取引のシステムは、まだ生きているのだろう、オートベンダーの商品ランプがすべて点灯した。

　マイドがアメリカンコーヒーのブラック、量多め、を選せん択たくしてボタンを押すと、電子音がして十秒しないうちにコーヒーカップを載のせたオートトレイがせり出してきた。

　そのトレイを持って手近のカウンターテーブルの手前まで行ったとき。

　マイドの胸ポケットの汎用端末が震え始めた。

　……シザーズ・クイーンだな。シャトルの手配がついたのかな？

　マイドはそんなことを考えながらカウンターの上にコーヒーのトレイを置き、スツールに座って汎用端末を開いた。

　そこに立ち上がったのは、カワハヤとルサの二人だった。

　その、二人の顔を見た瞬しゆん間かん、マイドの背中を戦せん慄りつが駆かけ抜ぬけていった。

「……だめだったんですね……シャトル」

　二人は顔の前で両手を合わせた。

『すまねえ！　このとおりだ！　貨物用シャトルの機体はなんとか調達したんだが、肝かん心じんの推進機がついてねえんだ！　今四方八方手を尽つくして捜さがしているところだ！　もう少し、もう少しだけ待ってくれ！　見つけ次し第だい連れん絡らくする！』

　マイドは一いつ瞬しゆん、足元が砂になって崩くずれていくような気がした。

　端末の中でカワハヤが泣いていた。

『すまねえ、マイド！　こうなる前にかっぱらおうと思えばできたんだ、なのに俺は躊ちゆう躇ちよしちまった……俺があのとき思い切ってやってれば、こんなことにはならなかったんだ！』

「いいえ……大だい丈じよう夫ぶ。大丈夫です……」

　マイドは自分の足元を、踏ふみしめるように両足に力を入れた。

　そうだ、まだ何かあるはずだ。メイを助ける方法が。僕たちが宇宙に行く方法が。

　手はある。必ずある。探せ。あきらめるな。

　……そうだ、惑わく星せいの重力のしがらみから離れ、衛星軌き道どうにまで昇のぼりつめるには、ロケットで加速する方法と反重力装置がある。

　ロケットは要するにシャトルのことだ。そして反重力装置は、とても人間一人を衛星軌道にまで持ち上げるだけの力はない。せいぜい重いものを乗せて運ぶフローティングプラットホーム程度の力しかない。

　……あとは。

　そして、マイドは、サウロニアに降り立ったとき、丘おかの向こうに見えた一本の巨きよ大だいな柱を思い出した。

　……そうか！　あったぞ！

　顔を上げたマイドは、汎用端末に浮うかぶルサの顔に向かって急せき込んで言った。

「建設中の軌道エレベーターが、どの高度まで達しているのか、それを確かく認にんしてください！　もし衛星軌道まで繫つながっていれば、望みはあります！」

　ルサは目を丸くした。

『軌道エレベーターだと？　そんなものがあったのか！』

「まだ未完成ですから、シザーズ・クイーンのデータには、登録されていないんです！　僕たちも地表に降りてから知ったんです」

『未完成ってことは、使えないんだろう？　そんなものでどうするんだ？』

「建設中ということは、要するに、組み立てているということですよね。では、その組み立てる部品はどこから持って行ったんだと思いますか？　衛星軌道上のステーションのパーツはシャトルで打ち上げたのかもしれませんが、エレベーターは地表から組み上げて行ったはずです。だとすると……」

　ルサの目が輝かがやいた。

『工事用のリフトなら、こっちまで来ているかもしれない、ということか！』

「ええ、とにかく構造物が衛星軌道まで達していれば、なんとかなります！　こっちでも調べますが、とにかく大至急確認して連絡してください！」

『わかった！』

　……つながるかもしれない。かろうじて蜘蛛くもの糸が。いや、なんとしてもつなげるんだ。

　汎用端末を畳たたんで胸ポケットに入れ、立ち上がろうとしたマイドは、目の前に自分の買ったアメリカンコーヒーが、そのままになっているのに気づいた。

　マイドはそのコーヒーを一気に飲み干し、そして立ち上がった。




「シャトルが飛ばないだと？」

　マイドの言葉を聞いたスリラムとカーケルの顔から血の気が引いた。

「衛星軌道にいる仲間が努力してくれたのですが、調達できなかったようなのです」

「じゃあどうするんだ！　あきらめろと言うのか！　われわれはここで、取り残されて死を待つしかないのか！」

　血相を変えて詰つめ寄るスリラムに向かってマイドは静かに言った。

「あきらめろ、なんて言っていません。シャトルに代わる脱だつ出しゆつ手段を使います」

「シャトルに代わる？　そんな方法があるのか？」

「ええ、サウロニアの郊こう外がいにある軌道エレベーターです」

　スリラムの目に失望の色が浮かんだ。

「期待させないでくれ、あれは未完成だ！　誰だれも乗れないし、衛星軌道まで一度も行ったことがないんだ！」

　マイドはうなずいた。

「ええ、そうです。でも、構造物が衛星軌道まで達していれば望みはあります」

「かりに、あのエレベーターの先が、衛星軌道まで達していたとしてだ、プラットホームが動かねばどうやってそこまで行くのだ！　よじ登れ、とでも言うのか！」

　マイドはスリラムの顔を見てゆっくりと言った。

「その場所に行き、この目で見て、調べなくては何もわかりません。自分でだめだと決め付けてあきらめるほど愚おろかなことはありません。僕はこれから軌道エレベーターに向かうつもりですが……どうします？　無理を言うつもりはありませんよ」

　そのとき、それまでじっと黙だまったまま話を聞いていたソードが初めて口を開いた。

「私はあんたについて行く。あんたの言うとおりだよ。何もしないで文句を言うのは一番簡単で一番楽だ。どんな無能者にでもできることだと俺は親父おやじから教わった。俺は無能者にはなりたくない」

　そのソードの顔を見てマイドは微笑ほほえんだ。

「では、急ぎましょう、残された時間は、そう長くありません」

　動き出したマイドたちを見て、スリラムがつぶやいた。

「単純な人間はいいな、楽天的で……」

　そのつぶやきを聞きつけたマリリンが、スリラムの肩かたをこづいて言った。

「あんたは、何にも知らないね！　あいつが単純なわけないじゃないか、目的がはっきりしてるだけさ」

「目的？」

　怪け訝げんな顔をするスリラムに向かってマリリンはうなずいた。

「何がなんでもメイを助ける。あいつの目的はそれさ。あんた、言ったよね、軌き道どうエレベーターをよじ登るのか！　……って。あいつなら宇宙服を着てメイの入ったコンテナを背負って軌道エレベーターをよじ登るくらいのことはやってのける。そういう男だよ、あの男は」




　それは巨きよ大だいな白い一本の円柱だった。

　どこまでも高く伸のびるその先は白く霞かすんで青空のなかに消えている。

　神話に出てくる「世界樹」や「天を支える柱」という言葉からイメージされるものが、具象化されて目の前に存在していた。

　ハイウェイのサービスエリアでＵターンしたマイドたちは、最後の望みをかけて、この建設中の軌道エレベーターまでやってきた。

　地上車から降りた人々は、皆みな一様に偉い大だいな神を振ふり仰あおぐように軌道エレベーターを見上げた。

　しかし、建設資材や、巨大な工事用のプラントなどが立ち並ぶ軌道エレベーターのベースに地上車を停とめたマイドは、わき目も振らずに、建設中のコントロールルームに飛び込んだ。

　さまざまな情報機器とコントロールシステムがびっしりと並ぶその部屋に足を踏ふみ入れたマイドは、一いつ瞬しゆんあっけに取られた後で、奥歯を嚙かみしめた。

　そこに並んでいるのは、二種類のコントロールシステムだった。

　つまり、この軌道エレベーターを動かすためのシステムと、そして、この軌道エレベーターを作る建設機械を動かすためのシステムである。

　広いコントロールルームは、たった一人のマイドをあざ笑うかのように静まり返っていた。

　決然とコンソールデスクに近づいたマイドだったが、その表情はすぐに絶望的なものに変わった。

　それはマイドが知っているどんなシステムとも違ちがっていた。

　そのシステムは、このコントロールルームに数十人の人間を座らせ、複雑に入り組んだ一つ一つをそれぞれが分担することによって動くように設計されていたのだ。

　バイオテクノロジーの発達したこのサングリューでは、建設作業用に作られた亜人が何十人も集まって、こういったシステムを運用していたのだ。

　そしてこの建設現場で働いていた亜人たちは、リニア鉄道をカタパルトとして使うための大工事にすべて動員されてしまっていた。

　マイドの前にあったのは、いくら有能でも、いくらコンピューターシステムに通じていても、絶対に超こえられない「人数の力」という冷たい壁かべだった。

　マイドの背中に冷たい汗あせが流れ落ちた。

　……複雑に絡からみ合ったこのシステムを理解して、動かすのは、ちょっとやそっとじゃ無理だ。いくらマニュアルを読んで確かく認にんしても、理解するのに時間がかかりすぎる。

　どうする……どうしたらいい。

　マイドの喉のどはからからに干上がっていた。

　適当に動かしてみるか……いや、理解せずに動かせば、エラーを起こすのは間ま違ちがいない。

　ここでエラーを起こせばすべては無む駄だになる。これが最後の手段なんだ。なのに……！

　マイドの全身を無力感が包んでいた。

　その無力感を叩たたきつけるようにマイドは叫さけんだ。

「くそ！　ここまで来て……目の前に手段があって……それで何もできないなんて、そんな馬ば鹿かなことってあるかよ！」

　マイドは、目の前のコントロールコンソールを蹴けりつけた。

　悔くやしかった。

　自分の無力さが悔しかった。

　馬鹿野や郎ろう……何がアウトニア連合艦かん隊たい司令長官だ！　何が無敵艦隊提てい督とくだ！　ふざけるな！　お前は何もできない、ただの若わか僧ぞうじゃないか！　たった一人の少女すら、大切な女性ひとすら助けられない！

　目の前にあるすべてのものが涙なみだでにじんでいた。

　……タイミングだ。

　すべてのタイミングが悪い方悪い方に重なった。

　もし、メイの意識をバイオドールに移植する手術の予定日をあと三日、いや一日ずらしておけば、メイの移送にこれほど手間がかかることはなかった。

　すぐに動かせて、そして、他の避ひ難なん民と一いつ緒しよに避難シャトルに乗せることができたはずだ。

　マイドの胸の奥がきりきりと痛んだ。

　……僕のせいだ。

　僕がもっと早く決断していれば……最初に研究所に行ったときその場で決断していれば……。

　マイドの脳のう裏りに、再生プラントの中で寝ねている、十三歳の身体からだを持ったメイの姿が浮うかんだ。

　無防備な幼い顔で眠ねむり続けるメイ……。

　僕はあのとき、誓ちかったはずなのに。

　今度こそ……君を守ってみせると……。

　下を向いたマイドの目から涙があふれた。

　そのとき。

　マイドは、誰だれかの声を聞いたような気がした。

　それは、ヴァルの声だった。

『軽々しく誓ってはなりません。男が心に誓うことができるのは一回だけです』

　……これは、僕が子供のころ、ヴァルから聞いた言葉だ。

　あのとき、僕はヴァルに聞いた。

『なんで一回しか誓っちゃいけないんだ？　僕はいくつでも約束を守れるよ』

　そう、そしてヴァルは笑いながらこう答えた。

『誓うというのは取引です。自分と引き換かえにして、それをかけて約束をするということです。いくつも誓うということは自分を切り売りするようなものですよ。マイド様は、自分をそんなに安物だとお考えですか？』

　マイドは目を見開いた。

　……そうだ。

　あのとき僕は誓ったんだ。

　自分のすべてをかけて君を守ると……。

　こんなところで泣いている場合じゃない！

　僕は……まだ、何もしていないじゃないか！

　マイドが両手のこぶしを握にぎりしめたそのとき。

　いきなり目の前のコンソールに電源が入った。

　驚おどろくマイドの前で、次々にシステムに息吹いぶきが吹ふき込まれていった。

　表示ランプが瞬またたき、モニターには工事の進しん捗ちよく状じよう況きようと、そして完成した部分への通電が完かん了りようしている旨むねの表示が浮かび上がった。

　いったいどうしたっていうんだ？　僕がコンソールを蹴ったので電源が入ったのか？　いや、そんなわけがない。それに、あのモニターに現れている表示は、今、僕が知りたいと願っていた情報だ……と、いうことは。

　全身を震ふるわせ、マイドは叫んだ。

「ヴァル！　帰ってきたんだな！」

　汎はん用よう端たん末まつの中から、聞き覚えのある声がした。

『お待たせして申し訳ありません、トーダ叔父おじ様のお手伝いをしておりましたので……では始めましょう、マイド様』

　マイドはぐい、と涙をぬぐうと、目を輝かがやかせてうなずいた。

「きっと来てくれると信じていたよ。さあ始めよう、僕は……誓いを果たすんだ」
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　第八章　最終便







　宇宙港の中央エントランスに掲かかげられた大きなタイムカウンターが、残り時間が一時間を切ったことを告げていた。

　人々で埋うめ尽つくされていたエントランスの中は、空っぽだった。

　中央の高い屋根に、散乱した荷物の間を、指示されたとおりに見回る保安要員の亜人の足音だけが響ひびいている。

　ローデス本国から派は遣けんされた新型のシャトルは、その圧あつ倒とう的てきな積せき載さい量りようと速度で、人々を飲み込んで次々に衛星軌き道どうへと運び続け、そしてタイムリミット三時間前に、この宇宙港にあふれていた人々をすべて脱だつ出しゆつ用の輸送船に運び込んだ。

　計画では、まだ数万人の真人を運ばねばならないはずだった。しかし、この宇宙港に集まった人数は予定していたよりも少なかったのだ。

　なんらかの理由で脱出できなかったり、脱出を選せん択たくしなかった人間がそれだけいたということなのだろう。

　係員たちは、シャトルを発射台に載のせ、逃にげ遅おくれた人々がやってくるのを待ち続けた。

　そして、一時間前には地上車や、自家用ヘリに乗って、やっとのことでたどり着いた疲つかれきったその人たちを乗せたシャトルを送り出していた。

　今、発射台の上には、文字通り最後のシャトルが載っていた。

　リニア車両の上にセッティングされたシャトルの脇わきから降ろされている昇しよう降こう用のプラットホームの上に、最後までシャトルを打ち上げ続けていたコントロールルームの管制官たちが乗り込んでいた。

　係員たちが乗り込むのを確かく認にんした事務官が、目の前に立っているアキラーニに向かって叫さけんだ。

「主席、いそいで下さい！　すべて乗り込みました！　あなたが最後です！」

　アキラーニは、微び笑しようを浮うかべて首を振ふった。

「いや……私は行かないよ、ここは私の星だ、私はこの星と共に生まれ生きてきた。ならばこの星と運命を共にするのも私の役目だ」

　事務官と、管制官たちは驚きよう愕がくしたように目を見開いた。

「そんな！　だめです！」

「主席！　行きましょう！　脱出した人々はみんな、あなたを必要としています！」

　アキラーニの表情は変わらなかった。

「そうだな、脱出した人々は私を待っているのかもしれん……しかし」

　プラットホームの周りで、管制官たちを見送ろうとする亜人たちを見回してアキラーニは言葉を続けた。

「ここにいる彼らもまた、私を必要としているのだ」

　若い事務官が涙なみだをぽろぽろとこぼしながら叫んだ。

「そいつらは亜人じゃないか！　なんで亜人なんかをそんなに大切にするんですか！」

「そうさ、亜人だよ、でも、彼らがいなければ、君たちも脱出した人々も、生き延びることはできなかったはずだ。だから、私は彼らに感謝するために残るのだよ。……真人として、彼らの主人として、せいいっぱいの感謝のしるしさ」

　若い事務官は、崩くずれるようにプラットホームの上に両りよう膝ひざをついた。

「わかりません……わかんないよ……なんでだよ……俺にはわかんねえよ！　教えてくれよ！　……父さん！」

　アキラーニは泣きじゃくる若い事務官に向かって静かに言った。

「お前にもいつかわかるときがくる……母さんが死んだ後、男手一つで育ててきたが……父として、いろいろ至らぬところもあっただろう。許して欲ほしい」

　シャトル発着場に、合成音声の案内が流れた。

「発進五分前です。プラットホームを収納します、お下がりください」

　その、言葉が終わるのと同時に、プラットホームが、がくん、と揺ゆれて上じよう昇しようを開始した。

　手を振るアキラーニと亜人たちを残し、プラットホームはシャトルの中に吸い込まれていく。

　シャトルの推進機が轟ごう音おんを発した。

　そして、ハッチが閉じるその寸前に、若い男は何かを叫んだが、その声は届かなかった。

　そして、合成音声は一いつ切さいの感情のふくまれない冷静な声でただ事実だけを告げた。

「第二百便、発進します」

　リニアモーターに通電が始まったことを示す、低い、ブ……ンという音があたりに響き、青っぽい耐たい磁じシールドに包まれた車台が少しずつ加速をはじめる。

　そして、宇宙港の建物の屋根を越こえるのと同時に推進機が最大出力を出す青白い輝かがやきを発した。

　熱せられて半分プラズマ化した空気が見送る人々をおおう防ぼう御ぎよシールドに当たって飛び散る。青いシャトルは、ぐんぐん加速して見る見るうちに小さくなっていった。

　構造材のゆがみは、補正できるギリギリまで達していたのだろう。シャトルは大きく左右に揺れながら加速を続け、そして最後にベクトルを変へん換かんするための山の斜しや面めんにさしかかったとき、伸のびていた鉄骨構造のリニア滑かつ走そう路ろが大だい音おん響きようと共に崩れ落ち始めた。しかし、崩ほう壊かいしていく鉄骨より、機体の加速の方が早かった。

　シャトルは空中に跳はね上がり、そして車台に使ったリニア車両を蹴けり捨てるように分ぶん離りした後も上昇を続けた。

　やがて、水素ラムジェットに点火したのだろう、青空の一角に白い光がきらめいて、そしてそのきらめきは青空の中に消えていった。

　アキラーニは黙だまったままシャトルが消えていった空を見つめていたが、やがて大きくため息をつくと、周りにいる亜人たちを見回した。

　そこにいた、突とつ貫かん工事を行った肉体労働専門の亜人や、順番を待つ人々の世話を続けていたサービス職の亜人たちに向かってアキラーニは深々と頭を下げた。

「ありがとう……本当にありがとう。これはサングリューの国家主席であるアキラーニとして、そして一人の人間としての、心からの感謝だ」

　そして、顔を上げたアキラーニは戸と惑まどった顔をする亜人たちに向かって微笑んだ。

「さあ、仕事は終わったよ、君たちは好きにしていい。食事をするのも入浴するのも自由だ……」

　微笑むアキラーニの目から涙がこぼれ落ちた。

「……本当の……自由なんだよ」




　予想していたが、やはり軌き道どうエレベーターの衛星軌道側の構造物は、骨組みだけしか完成していなかった。

　カワハヤはシザーズ・クイーンをその衛星軌道側の構造物のギリギリまで寄せて、そこに固着アームを伸ばして船を固定すると、インカムに向かって叫さけんだ。

「よーし、作業服班、出てもいいぞ、リニアガイドレールは下まで繫つながってるから、そいつにリフトを固定したら、知らせてくれ」

　シザーズ・クイーンのブリッジのモニターにワタルの顔が映った。

「了りよう解かいしました……それにしても、途と中ちゆうまでしか昇のぼれないエレベーターのプラットホームに、固形ブースターくっつけて打ち上げるってのはすごいアイディアですよね」

「ああ、その代わりちゃんと逆噴ふん射しやさせねえと、エレベーターのプラットホームがそのまま宇宙空間に飛び出しちまうからな、ちゃんとタイミング見て噴射させろよ」

　モニターの中のワタルはにやっと笑った。

「ケルプワイン海かい賊ぞく団の腕うで前まえ、ちゃんと信じてくださいよ」

「信じてるさ。だから言うんだ、気をつけろってな」

「慢まん心しんは禁物ってことですね。肝きもに銘めいじます……じゃあ、固形ブースターを下まで持っていきます、人員運うん搬ぱん用コンテナの準備をしておいてください」

「わかった」

　モニターに映ったワタルは、微び笑しようを残して消えた。

　横の演算装置でペイロードの計算をしていたルサが何かを言った。

「ん？　なんて言ったんだ？」

　演算装置から顔を上げたルサが応えた。

「え？　ああ、ワタルのことさ」

「ワタルがどうかしたか？」

「いやね、いい若い衆になってきたな、ってことよ」

　カワハヤはうなずいた。

「まあな、お手本がそばにいるからな」

　演算装置から顔を上げずにルサは言った。

「お前みたいな反面教師も、いろんなことを教えてくれる姉あね御ごも……んでもって自制心を養うための積極的な女の子も、なんでもそろってるからな、この船は」




　軌道エレベーターの円柱の内ない壁へきに取り付けられているリニアレール……もっとも超ちよう伝導コイルが取り付けられていない今の状態ではただのレールだが……それにシザーズ・クイーンから持ってきた固形ブースターを載のせたパレットをはめ込んだワタルは、ゆっくりとリフトに取り付けられたバーニアのコントロールレバーを押した。

　パレットの四よ隅すみから推進材が噴ふん出しゆつするのと同時に、リフトは軌道エレベーターの円柱の内壁に沿って下降を始める。

　目の前を流れるエレベーターの内壁を眺ながめながらワタルは考えていた。

　……今ごろマイド閣下たちが、地上にある軌道エレベーターのプラットホームを上じよう昇しようさせているはずだ。途中にある中ちゆう継けい基地で、プラットホームに出会ったら、この固形ブースターを取り付けて、さらに上で待ってるシザーズ・クイーンまで打ち上げなくちゃならない。

　ワタルは作業服の右みぎ腕うでについている端たん末まつの時間表示を見た。

　……急がなくちゃ、跳ちよう空間ゲートの爆ばく破はまで時間がない。

　どれくらい降りたのだろう。

　ワタルの作業服のインカムにヴァルの声が響ひびいたのはそのときだった。

『プラットホームは成層圏を離り脱だつしました。まもなくそちらからでも肉眼で視し認にんできると思います』

　ワタルはあわてて円えん筒とうの下のほうを覗のぞき込んだ。

　はるかかなたに、ぽつんと白い点のようなものが見えていた。

「確かく認にんしました……では中継基地で作業を開始します！」




　一時間後。

　地上に降りた軌道エレベーターのプラットホームには、シザーズ・クイーンの貨物コンテナが二個並んでいた。

　それはシザーズ・クイーンのルサ機関長が、突とつ貫かん工事で手を加えたものだった。

　外部に動力装置を取り付け、遮しや蔽へいシールドを展開し、そして内部には断熱材と生命維い持じ装置のユニットが取り付けられている。長期間の生命維持には少々難があるが、十日や二週間ぐらいなら、充じゆう分ぶん生きていけるだけの機能を備えていた。

　二つの改造コンテナの前に立っていた白い宇宙用作業服姿の人間が、ヘルメットを外した。

　その中から顔を出したのはワタルだった。

　大きく開いたシャッターの向こうに立っていたのは、さまざまな人の群れだった。

　ウサ耳を持ったメイド姿の少女や、猫ねこ耳みみを持ったピンクの髪かみの女性、そして太い四本の腕を持った緑色の皮ひ膚ふの大男を見て、ワタルは　一いつ瞬しゆん目を丸くしたが、すぐに気を取り直したように叫んだ。

「このコンテナは宇宙空間でも生存可能なように改造されています！　さあ、早く乗り込んでください！　異星人の艦かん隊たいはすでに第十惑わく星せいの軌き道どうラインに迫せまっています！　時間がないんだ！」

　その声を聞き、その場にいたレナウンの家族たちは、コンテナに走りこんだ。しかし亜人たちが誰だれも動かないのを見たワタルは、強い口調でもう一度呼びかけた。

「さあ、君たちも早く！」

　しかし、亜人たちはたがいの顔を見合わせるばかりだった。

　この期ごにおよんでも「脱出できるのは真人のみ」という指示を忘れていないのだ。

　その光景を見ていたスリラムは、ワタルに駆かけ寄った。

「おい君、何をやってる⁉　あいつらは亜人だ、乗せる必要はないだろう！　逃にげ遅おくれた真人のためにスペースを空けておくべきだ！」

「いいえ、マイド閣下からは、救える限りの人間を救えと命じられています」

　スリラムは目の前に立ちすくんでいる何十人という亜人を指差した。

「亜人は人間ではない！　あいつらはわれわれが作り上げた『物』だ！　ロボットやバイオノイドと変わらんのだ、救う必要などない！」

　そのとき、両手を広げてどなったスリラムの後ろでマイドの声がした。

「僕は、彼らも人間だと思いますが？」

　マイドをにらみつけたスリラムは、馬ば鹿かにしたように言った。

「はっ、そんなものはくだらん似非えせヒューマニズムだ」

　プラットホーム上のコンテナを指差し、スリラムは続けた。

「いいだろう、君が生命に重い軽いはないと言うのなら、あのコンテナに積んであるメイ王女の生命維持プラントを降ろせ！　その代わりに亜人どもを乗せればいい。できるのか、できないだろう⁉　君がやっているのは偽ぎ善ぜんだ！」

　マイドは黙だまってスリラムを見つめていたが、やがて声を上げて笑った。

「……ずいぶんと持ち上げてくれますね、スリラム部長。僕は偽善者ではありません。悪人ですよ」

「悪人……だと？」

　マイドはうなずいた。

「ええ、僕は自己中心的な人間でしてね、もし、仲間の生命とメイの生命を天てん秤びんにかけるときがくれば、迷わずメイの生命を取ります。

　僕にとってはメイを守ることが……たとえどんなときでも、最後の最後まで僕の生命をかけて彼女を守ることが、僕の使命です。

　生命に優先順位があるのは当然のことだと僕は思っています。生命の重い軽いなどないなんて、世よ迷まい言ごとですよ」

　言ってのけたマイドを見て、スリラムは吐はき捨てた。

「はっ！　とんだ英えい雄ゆうもいたものだな！　生死をともにした戦友より恋こい人びとが大事だと？　それを聞いた君の仲間がなんと言うか楽しみだよ！」

　その言葉が終わらないうちに、若者の声が響いた。

「別に、なんとも思いませんよ」

　声の主はワタルだった。

「知ってますよ、そんなこと。マイド閣下の想おもいはすべて……噓うそもごまかしもないマイド閣下の本音を……俺たちの艦隊が導入してきた感応端末リンクの中では、自分を偽いつわることは一いつ切さいできませんからね。閣下の心を覗のぞかせてもらったからこそ、俺たちはここにいるんです」

　スリラムは理解できないという風に首を振ふった。

「この男は、いざとなればお前も見捨てると言い切っているのだ！　なのに……なぜこの男の下で戦うことができるのだ！」

「わからないんですか⁉　この人は、本気で自分の生命をかけているんです。メイ王女のためなら、自分のすべてを投げ捨ててもいいって、本気で！　自分だけ助かろうなんて、これっぽっちも思っていないんですよ！」

「自分だけ助かろうとしているではないか！　この避ひ難なん民をすべて助けるとでも言うのか！」

　スリラムは目の前に集まっている避難民たちを指差した。

　二人のやりとりを聞いていたマイドが、静かに言った。

「すべてとは言っていません……言えるはずもありません。僕は『確実に助ける』ための基本に沿って行動しているだけです。

　まず自分の安全を確保し、その安全に余よ裕ゆうがあるときに、子供や女性、病人から助ける。それが基本行動です」

　そして、マイドはスリラムに向かって静かに告げた。

「ですから、もしこのあと子供や女性がやってきたら、あなたの席を譲ゆずっていただきます。あなたよりも彼らのほうが優先順位が高いですから」

「なんだと⁉　この私を見捨てると言うのか！」

　スリラムが、思わずそう叫さけんだとき、軌き道どうエレベーターステーションの入り口で叫び声が上がった。

　ミュールだった。

　顔色を変えたミュールは、マイドのところに走ってくると、息を切らしながら言った。

「避難民が……来ています……乗り遅れた人が……いっぱい」

　マイドの顔色が変わった。

「なんだって？」

「みんな、この近くで待っていたんだそうです！　エレベーターが動くなら乗せてくれと言っています！」

「わかった、すぐに行く」

　マイドはそう言うと、ちらりとスリラムを見てから、エレベーターのコントロールルームに向かって走った。

　……一体何人くらいいるのだろう。コンテナに乗り切れればいいが。

　コントロールルームの下にある広場には四百人以上の人々が待ち構えていた。

　女性もいた。子供も、老人も、ケガ人もいた。

　その人々は、エレベーターの方から走ってきたマイドを見て、口々に叫んだ。

「責任者の方ですか！　動きますよね！　動くんですよね⁉」

「エレベーターが動くかもしれないと思って、やっとここまで来たんです！」

「お願いです！　乗せて下さい！」

「私はいい！　子供だけでも！」

「ＩＤカードを盗とられてしまったんです！」

「車が故障して……」

　誰だれも青ざめ、目を見開き、必死だった。

　目の前で押し合いへし合いする人々を見て、マイドは言葉を失った。

　……だめだ。とても全員は乗せられない。

　そのとき、マイドの脳のう裏りに遠い記き憶おくがよみがえった。

　それは、マイドが士官学校のころの訓練の記憶だった。

　同じ分隊から選せん抜ばつされた六人で監かん視し惑わく星せいに一週間勤務する、というその訓練の最終日。

　アクシデントが生じた。

　監視惑星は大破し、生命維い持じ装置が破損した。残存する酸素量は六時間。そして救助船が到とう着ちやくするのは二十四時間後。

　六人で酸素を消費すれば六時間。

　三人ならば十二時間。

　二人ならば十八時間。

　一人なら三十六時間。

　……あのときと同じだ。

　あのときも僕は誰かを選ばねばならなかった。でも、あのときは仕組まれたテストで、実際には誰も死ななかった。

　今度は違ちがう。

　僕が選ばなければ……確実にその人は死ぬ。

　子供と女性、ケガ人にお年寄り……セオリーどおりに優先順位を与あたえるのはいい。

　でも、最後に残った人間を、どこで選別する。

　生きるべき人と死すべき人を……どうやって選別するんだ！　僕には……そんな資格も権限もない！

　マイドの目の前の光景が色しき彩さいを失った。

　口々に叫ぶ人々の姿が白と黒と灰色のモノトーンに見えた。

　でも……やらなきゃならない。あの士官学校のときと同じように、僕がそれを決めなくちゃならない。

　僕は、今、神と同じ力を与えられたに等しい。

　この指で指差すだけで、いともあっさりと人の運命が決まる。

　生かすも殺すも自由自在。

　もし、この世に神がいて、そしてそいつが人の運命を決めているのなら、人と神が理解し合えることは絶対にないだろう。

　人は……こんな仕事に耐たえられない。でも神は何万年もこの仕事を続けて、そして飽あきないのだから。

　助けられなかった人はきっと僕を責めて死んでいくだろう。

　助けられた人は、助けられなかった人がいることできっと自分を責め、そしてその十倍僕を責めながら生きていくことになるだろう。

　僕はそれを全部背負わなくちゃならない、絶対に言い訳はできない。

　あのとき、ああすればよかった、こうしておけばよかったなんて後こう悔かいを、どの面つら下げて言えるんだ？

　助けられなかった人に向かって『しかたがなかった、他ほかに方法がなかった』と言うのなら、本当に仕方がなかったことを証明するしかないんだ！

　何かができるなら、できることをやろう。

　精せいいっぱい、全力を尽つくし、最後の最後までがんばろう。

　悪あがきでも、なんでもいい。

　僕は……後悔だけはしたくない。

　それを……メイが教えてくれたんだ。

　マイドの視界に色彩がもどってきた。

　……まずは救助のセオリーどおり。そして、次は死に物狂ぐるいだ。

　コンテナを往復させて運べる限りの人間を運ぶ。まず船内に収容し、収容しきれなくなった人間から、随ずい時じ改造コンテナに移動してもらうんだ。

　マイドは左ひだり腕うでにつけた端たん末まつの時間表示に目を走らせた。

　問題は、時間だな……跳ちよう空間ゲートの爆ばく破はを遅おくらせてもらわなくては。

　マイドは、何かを決断したようにうなずくと、群集に向かって声を張り上げた。

「私は、このエレベーターの上空で待機している宇宙船の責任者で、マイドと申します！　この軌き道どうエレベーターは未完成ですが、われわれはなんとか宇宙空間まで打ち上げることに成功しました！」

　集まっていた群集の間から歓かん声せいが沸わきあがった。

　抱だき合って喜ぶ人々を見回して、マイドは心を鬼おににして叫さけんだ。

「しかし！　運べる人員には限りがあります！　ですから、優先順位を決めさせていただきます！　まず子供と女性、次に負傷者！　真人亜人は関係ありません！　これに関しては一いつ切さいの異議を認めません！　こちらの指示に従えない方は残っていただきます！」

　そして、エレベーターの周りにいる亜人たちを見て不安そうな顔を見合わせる避ひ難なん民たちを後にして、マイドはコントロールルームに飛び込んだ。




　宇宙空間に閃せん光こうが満ちていた。

　一万隻せきを超こえる艦かん隊たいから発射された光子魚ぎよ雷らいのすべてが、目の前の空間で爆ばく発はつしていた。

「敵前衛の約半数を撃げき破は！　残存数は五千以下です！」

　オペレーターの報告を聞いたドーダイは満足そうにうなずいた。

「よし、雷らい撃げき艦を下げて、次発装そう塡てんだ！　戦列艦を前に出し弾だん幕まく射撃の用意！　各艦に再度命令の徹てつ底ていを図はかれ。『本作戦の目的は敵の殲せん滅めつにあらず、持久なり。総数の八割以上の敵を撃滅することなかれ』とな」

「了りよう解かいしました！」

　ドーダイの命令を聞いた異い端たん審しん問もん官が憤ふん然ぜんとして言った。

「なんという覇は気きのない命令を下すのか！　あれは神の敵なのだぞ！　一匹ぴき残らず滅ほろぼすのが神のご意志であろう！　即そつ刻こく命令を取り消したまえ！」

　ドーダイはうんざりしたように言った。

「本作戦を展開する前にご説明したはずです。あいつらの攻せめ方には法則があります。一つの集団が全ぜん滅めつすれば、必ずその三倍の数の敵が転移して来るのです。しかし一つの集団の損失が八割以下ならば、その損失した数だけしか転移してこないのです」

「知っておる！　しかし、それではいつまでたっても戦いは終わらぬではないか！　これは神の名において行われる決戦なのだぞ！」

　わめくように言った異端審問官に向かってドーダイはゆっくりと言った。

「全滅させれば確かに戦いは終わります。三倍の敵に囲まれて、われわれが全滅してね……そういった戦いをお望みですか？　異端審問官どの」

　異端審問官が何かを言おうとしたとき、通信オペレーターが素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「まさか！　本当ですか！　本物の……ですか？」

　ドーダイが不満そうな顔で怒ど鳴なった。

「戦せん闘とう中に不ふ明めい瞭りような会話はやめろ！　それとも何か？　異星人からラブコールでも受けたのか？」

　通信オペレーターは、思わずうなずいた。

「あ、はい、そうです！　あ、いえ、相手は異星人ではありませんが、常識では判断がつかない相手ですので」

「常識で判断のつかない相手からの通信だと？　誰だれだ？」

　目の前のスクリーンに映っている黒くろ髪かみの若い男を指差して、通信オペレーターは困こん惑わくしたように応えた。

「ローデスの秘密軍事回線に入って来ていますが……相手はアウトニア軍総司令官マイド・ガーナッシュと名乗っております……防衛艦隊の艦隊司令に直接話がしたい、とのことですが……いかがいたしますか？」

　ドーダイは目をむいた。

「なんだと⁉」




　目の前のモニターに映る黒いくせ毛を持つ若い男は、確かに見覚えのある顔だった。

　……ローデスの軍事情報の映像は、もっとこすっからい印象の顔だったが。

　そんなことを考えながら、ドーダイは一礼した。

「神聖ローデス教皇院直属黒色僧そう騎き兵へい艦隊辺境方面防衛艦隊司令のドーダイ・ゲーマスタ大たい佐さです」

『帝てい国こく軍アウトニア方面軍司令長官マイド・ガーナッシュと申します……戦闘中に通信に割り込むという非常識をお許しください』

　モニターの中のマイドは頭を下げた。

「いえいえ、敵の著名な総司令官と直接通話ができるなどというのは、一生のうちにもなかなかあるもんじゃありません、いい経験ですな……で、添てん付ぷした文書の用件は了解しました。最後の最後まで跳空間ゲートは確保してみせます。ありったけの民間人を保護してやってください。それは本来われわれがやるべき仕事です。礼こそ言えるものの文句などあろうはずもありません」

　マイドは、ほっとしたような顔になって頭を下げた。

『ありがとうございます……ご武運を』

　ドーダイは笑って見せた。

「おたがい、撤てつ退たい戦のしんがりというもっとも難しい任務を与あたえられたわけですからな。武運はたがいに相手に祈いのるとしましょう」

　モニターの中のマイドは一礼して消えた。

　マイドの姿が消えたモニターを見つめたままドーダイは考えていた。

　……普ふ通つうの青年だったな。どう見ても。

　神しん算さん鬼き謀ぼうの使い手だとか、驚きよう天てん動地の策士などという肩かた書がきが似合うような男ではない。その辺の町の片かた隅すみのコンビニや、牛ぎゆう丼どん屋でアルバイトをしていてもなんら不思議はない。というよりそっちの方が板についていそうだ。

　そして、何かに思い当たったようにドーダイは首を振ふった。

　……いや、普通ではない。普通であるわけがない。

　逃にげ遅おくれた避ひ難なん民を救うために最後の最後まで惑わく星せいに留とどまり、そして敵の総大将に直じか談だん判ぱんをやってのける男が普通であるわけがない。

　……本人は、それが当たり前だと思っているのかもしれんがな。

　モニターの前から立ち上がったドーダイは、ブリッジにいる参さん謀ぼうたちを見回して大声で言った。

「諸君！　今の通話を傍ぼう受じゆしていたことと思う。われわれはここに、たぐい稀まれなる観戦武官を得ることとなった。帝国にその人ありと言われたマイド・ガーナッシュ提てい督とく閣下である！　ローデス軍精せい鋭えいの精鋭たる姿！　黒色僧騎兵艦隊の戦いぶり、とくとお目にかけようではないか！」

　旗き艦かんのブリッジに歓かん声せいが満ちた。




　コントロールルームの通信デバイスの前で額ににじんだ汗あせをぬぐったマイドが、大きくため息をついてシートから立ち上がったところにワタルが飛び込んできた。

「あ、マイド閣下！　第一陣じんのコンテナを打ち上げますので、プラットホームまで来てください！」

「わかった、すぐに行く！」

　そう言ってコントロールルームから出たマイドは、プラットホーム乗り場に向かう階段をぞろぞろと降りてくる亜人たちを見た。

「どうしたんだ？　なぜ、彼らが降りてくるんだ！」

　ワタルは困ったように首を振った。

「真人の避難民が後から来た、ということを聞いたとたん、彼らが順番を譲ゆずると言い出したのです……おかげで子供と女性を優先させることができました」

「そうか……立派な人たちだな」

　ワタルはうなずいた。

「見た目が変わっているので、ちょっとびっくりしましたけど……みんないい人たちばかりですね。コンテナに避難民を乗せるのを手伝ってくれましたよ」

「そうだ、みんないい人たちばかりだ、だから僕たちは全力を尽くすんだ！」

「はい！　がんばります！」

　胸を張ったワタルに向かって力強くうなずいてみせた後で、マイドは第一陣の避難民を乗せたコンテナを指差した。

「シザーズ・クイーンについたら一番最初に降ろすのはマリリン姉あね御ごだ！　この後の手順については、全部マリリンに任せてある。彼女がシザーズ・クイーン側の指揮官だ」

「わかりました！」

　その言葉が聞こえたのだろう、コンテナの最前列に立っていたマリリンが叫さけんだ。

「第一陣行ってくる！　受け入れは任せな！」

「メイを……たのみます！」

　思わず口をついて出たマイドの声を聞いたマリリンは、右手のこぶしを頭の上でぐるぐると回した。

　コンテナの扉が閉まるその最後のときまでマリリンは腕うでを振り回していた。




「あとどれくらい積めるんだ！」

　シザーズ・クイーンのブリッジに飛び込んできたマリリンが最初に叫んだ言葉はそれだった。

　演算装置で計算していたルサが眉まゆをひそめて言った。

「気密コンテナはあと四つです。通常コンテナに酸素発生装置を積み込んでパイプで酸素を循じゆん環かんさせるように改造してあります。転移ゲートに飛び込むまでくらいならそれで保もつと思います」

「質量はどうだ？」

「ギリギリです！　これ以上積せき載さい質量が増えると跳ちよう空間ドライブに船体が耐たえられません！」

　マリリンはうなずくと、船内へのインカムを取り上げて叫んだ。

「船長のマリリンだよ！　大おお掃そう除じだ、無む駄だなものは捨てちまいな！　私物も、武器も予備部品も、使わないと思うものは全部投とう棄きするんだ！　少しでも軽くして、乗せられる限りの人間を乗せるんだ！　これは船長命令だかんね！　あんたに全権限を与える、好きにやっていいよ！」

　しばらくすると船内があわただしくなった。

　通常、吸引式のダスターシュートに投げ込まれたゴミは船体後部のエアロックの脇わきにあるダストハッチから排はい出しゆつされるのだが、マリリンの指示が流れたとたん船内中のダスターシュートがうなりを上げ始めた。

　そして、後部のエアロックからは次々に推進機のタービンやら、圧縮機のモーターやら予備の光子魚ぎよ雷らいやら、酸素置ち換かんで飛ぶ酸素魚雷などが排出され始めた。

　ブリッジで船体後部のモニターを見ていたルサがわめいていた。

「うわ！　それはやめてくれ！　そのモーターは初期生産型の貴重なもので……えええええ、それを捨てるか、フツー！　そりゃあお前マニアに見せれば涎よだれをたらしてよってくる珍ちん品ぴん中の珍品でだなあ……」

　マリリンの怒ど号ごうが爆ばく発はつした。

「えーいうるさい！　なんでもかんでも持ち込みやがって！　あんたのコレクションはこのシザーズ・クイーンで充じゆう分ぶんだろうが！」

　ルサの横でモニターを覗のぞき込んでいたカワハヤが笑った。

「しょうがねえよ、ルサ。運が悪かったと思ってあきらめろ。当分はこの盆ぼん栽さいをいじって我が慢まんするんだな」

　そのカワハヤに向かってルサがにたりと笑ってみせた。

「どうやら捨てるものの種類が変わったようだぜ」

　そのルサの笑い方が気になったのだろう。

　視線を船体後部のモニターに移したカワハヤは、ぎくっとしたように目を見開いてモニターを凝ぎよう視しした。

　そこに映っていたのは、ブリキの玩具おもちやや、凝こった装そう飾しよくのついたライター、古い店の看板、映画のポスター、カプセルに入った美少女のフィギュアなどが惜おしげもなくダストハッチから排出される光景だった。

「うわ！　やめろ馬ば鹿か！　何をする！　それはアンティークの店にもって行けばだなあ……あああああれは倒とう産さんした会社の看板で二度と手には……ひえええやめてくれそれはやっとフルコンプリートしたガチャガチャの！」

　再びマリリンの怒号が爆発した。

「えーいうるさい！　あんなガラクタなんざいつでも手に入る！　人の生命いのちに代えられるもんか！」

　カワハヤは半分涙なみだ目めになってマリリンに聞いた。

「誰だれがやってるんですか！　あの大掃除は！」

　マリリンはこともなげに答えた。

「え？　ああ、この船で一番ヒマそうなヤツだ。コーリンだよ」




　そのころ、コーリンはワタルの部屋のドアを開け、腰こしに手を当てて仁に王おう立だちになって部屋の中を見回していた。

　……うむ、ワタルは荷物が少ないのう。まあお客様じゃから当然といえば当然じゃが。

　まあいい。誰が見ても要いらぬものから捨てればいいのじゃな。

　コーリンはワタルの執しつ務む机の引き出しを開けた。

　……筆記具とかそういったものばかりじゃ。これなら捨ててもよいであろう。

　コーリンは机の引き出しを引っこ抜ぬくと、そのまま引き出しごとダスターシュートに放ほうり込んだ。

　そして机の上にある本ほん棚だなに目をあげたとき、コーリンは小さなマスコット人形に目を留めた。

　……確か……これは、あの生意気なアーヤとかいう女が作ったお守りじゃな、こんなものは要らないものの筆頭であろうな。

　コーリンはそのお守り人形を外すと机の脇にあるゴミ箱に放ほうり込んだ。そしてそのゴミ箱をダスターシュートに放り込もうとして、ふと、手を止めた。

　コーリンはゴミ箱の中に手を突つっ込むとアーヤの作ったお守り人形を取り出し、机の上にもどした。そして自分の両耳についているイヤリングと左手のブレスレットを外し、それを右手に、お守り人形を左手に持って、天てん秤びんばかりのように両手で重さを量り、ふっと笑った。

「同じぐらいじゃな……ならば……」

　コーリンはそうつぶやくと右手に持ったイヤリングとブレスレットをゴミ箱に放り込み、左手に持っていたお守り人形を元の場所に置き、それをびしっと指差して言った。

「わらわは卑ひ怯きようなことは好まぬ！　戦いは正々堂々とするのじゃ！」

　そしてしばらく机の上のお守り人形を見ていたが、やがてくるりと振ふり向くと手に持っていたゴミ箱を、そのままダスターシュートに豪ごう快かいに放り込んだ。




　軌き道どうエレベーターから打ち上げられてきたコンテナはすぐに軌道作業服を来た作業班の手でシザーズ・クイーンに取り付けられ、移乗用通路を使って内部の避ひ難なん民みんは船内に送り込まれた。

　やがて、船内に収容できなくなると、そのコンテナは固定され、生命維い持じプラントを搭とう載さいしたコンテナから空気が送られるパイプが繫つながれた。

　船内は最初の方のコンテナに乗っていた子供と女性があふれ、コンテナの中には真人も亜人もごっちゃに詰つめ込まれていた。

　軌道エレベーターが動いているというウワサは、残っていた人々の間に携けい帯たいの端たん末まつなどを使って広がっていった。

　そして、亜人も真人も関係なく救出するという話が伝わったとたん、亜人たちが集まり始めた。

　彼らにも自己保存の本能や恐きよう怖ふ心はあった。そして支配層である真人がいなくなったとき、今まで抑よく圧あつされていたその二つの心理が動き出したのだ。

　しかし、それは他人を蹴け落おとして先に行きたがるというような激しいものではなかった。彼らはただ、こう願っていた。

　……もし、余よ裕ゆうがあれば、乗せていただけないだろうか？　……と。




　そうやって、惑わく星せいサングリューの衛星軌道で、取り残された最後の人間たちの脱だつ出しゆつが続いていたころ。

　サングリュー星系の九番惑星の惑星軌道ラインでは、宇宙空間を埋うめ尽つくす黒い豆の莢さやの群れと、黒色僧そう騎き兵へい艦隊第三艦隊の残存兵力で編成された防衛艦隊が、死し闘とうを繰くり広げていた。

　戦闘が始まって八時間が経過し、艦隊内の駆く逐ちく艦や軽巡じゆん航こう艦といった光子魚ぎよ雷らいを主たる兵装としている小型艦は、ほとんどが装備していた光子魚雷を撃うち尽くしていた。

　本来ならばこのような小型艦は光子魚雷を撃ち尽くした後はいったん戦線の後方に下がらせ、そこで魚雷の補給を受けて、再び前線に送り出す、というのが戦いのセオリーだ。しかし、艦隊司令のドーダイは一回下がらせただけで、あとはずっと前線にはりつかせたまま戦わせていた。

　この戦いは、今までの過去数百年にわたる帝てい国こく軍とのいかなる戦いとも違ちがった。

　ドーダイはそれを見み抜ぬいていたのだ。

　過去におけるローデスと帝国の戦いは、儀ぎ式しきとすらいえる硬こう直ちよく化した戦いだった。

　つまり双そう方ほうとも戦列艦同士の遠えん距きよ離りからの大口径ビーム砲の撃ち合いから始まり、戦列が崩くずれたすきを見て駆逐艦、軽巡航艦といった雷撃艦隊が、その高速と機動力を生かして魚雷を撃ち込む、というシナリオどおりの戦いしかやってこなかったのだ。

　しかし、異星人はビームも防御シールドも持っていなかった。

　彼らの戦いはその豆の萊のような形をした宇宙船そのものをぶつけるという、原始的で単純な攻撃だったのだ。

　黒い豆の莢は正体不明の、実に強きよう靱じんな材質でできており、高速で衝しよう突とつされれば戦艦の装そう甲こう板ですらあっさりと穴が空き、駆逐艦や軽巡航艦に至っては一撃で切断される。

　密集隊形で突とつ進しんしてくる豆の莢の群れに対し、戦列艦の大口径の強力なビーム砲ほうは効率の悪い兵器でしかなかった。

　遠距離から撃つことを前提に設計された主しゆ砲ほうは、ビームを収束して発射するため、ピンポイントの目的を破は壊かいすることには長たけていても、面の状態で押し寄せてくる敵には効果がないのだ。

　こういった小型で数の多い敵には、連射、速射の利きく小型艦の小口径のビーム砲の方がはるかに効果を発揮する。

　ドーダイはそれを見切り、光子魚雷を撃ちつくした小型艦を後方に下げることをせず、前線において、波状攻こう撃げきを仕し掛かけてくる異星人たちを迎げい撃げきさせていたのだ。

　旗き艦かんのブリッジから、前方に展開した小型艦の艦隊が撃ちまくる小口径のビーム砲が突進してくる豆の莢どもを食い止めている光景を見ながら、ドーダイは歯は嚙がみをしていた。

「くそ！　あいつらには自己保存の本能がないのか学習能力がないのかどっちだ！　このままではエネルギー切れを起こす艦が増えるばかりだ」

　ブリッジに表示されたモニターには、ビーム砲の連射によってジェネレーターに負荷を生じ、行動不能になった艦のリストがずらりと並んでいた。

　エネルギーを補給するか、ジェネレーターを少し休ませるかするだけで、かなり回復するのだが、波状攻撃はとどまるところを知らず、その結果迎撃する火力は、じりじりと減りつづけていた。

「敵、第百三十三波攻撃、撃退しました。敵残存率三十パーセント！」

　参さん謀ぼうの報告を聞いたドーダイは、彼ひ我がの距離を見てゆっくりと言った。

「よし！　全艦かん艇ていに通信、戦線を維持しつつ後退開始！　隊列を乱すなと言え！　弾だん幕まくに乱れを生じると、そこから突つっ込んでくるぞ！」

「了りよう解かいしました！」

　後退を開始する艦隊を見ながらドーダイはつぶやいた。

「殉じゆん教きようミサイルに壊かい滅めつ的打撃を受けた先の戦役の帝国軍と、同じ立場にわれわれが立たされるとはな……」

　ドーダイの呟つぶやきを聞きつけた若い異い端たん審しん問もん官が、横にいたもう一人の中年の異端審問官に言った。

「今の言葉を記録しろ。ドーダイは神の祝福を受けし我わが神聖なるローデスの艦隊を、邪じや教きよう徒である帝国の艦隊と同列に扱あつかった……とな」

　話しかけられた中年の異端審問官は、うんざりとした顔で応こたえた。

「もう、いい加減にしませんか？　言こと葉ば尻じりを捉とらえたり、態度がどうのこうのと言っている場合ではないと思いますが……」

　若い異端審問官は目をむいた。

「何を言うか！　神の名をけがす異端の徒を見つけ出し、この世から放ほう逐ちくするのがわれわれの神聖なる役目ではないか！　私はそのためにアウディエンシア枢すう機き卿きようじきじきの命を受けて、この艦にやってきたのだぞ！　貴様の無能さを棚たなに上げて私に意見するつもりか！」

「真に申し訳ございません、謝罪いたします」

　青筋を立てた、その神経質そうな若い異端審問官に頭を下げながら、中年の異端審問官は腹の中で舌を出していた。

　……何を言っていやがる。お前がこの艦に乗り込んできた理由は、今まで誰だれも懲ちよう罰ばつを与あたえることができなかったドーダイに、自分が懲罰を与えれば、異端審問官の中で大きな顔ができる……それだけじゃねえか。

　出世するには大物を撃ち落とすに限る。ふだんからそんなことを自じ慢まんげに言っている人間の言うことなぞ誰が信用するか。

　中年の異端審問官が腹の中でそんなことを考えているとは思いもせず、若い異端審問官はドーダイを見てにやりと笑って言った。

「まあいい。好きにさせておけ。あいつがでかい顔ができたのは、今まで負けたことがなかったからだ……一度負ければ、過去の所業をすべて背負わせ、地じ獄ごくに送ってやればよいのだ」

　その言葉を聞いた中年の異端審問官は愕がく然ぜんとした。

　……この馬ば鹿かは……ドーダイがこの戦いに負ければいいと本気で思っている。

　負ければ後がない……ドーダイは死ぬ覚かく悟ご、艦かん隊たいを全ぜん滅めつさせる覚悟で戦っている……下手をすれば自分も死ぬのだということがわかっていないのだ！

　こいつは、おそらくドーダイの足をひっぱることしか考えていない。戦局を握にぎるもっとも重要なその場所で異端者として告発し、指揮を混乱させるつもりなのだ！

　中年の異端審問官は腹をくくった。

　……そんなことはさせん！

　ドーダイは、確かに傲ごう岸がん不ふ遜そんで、ときとして神を神とも思わぬ言動があるが、心の底は敬けい虔けんなローデス教徒だ。

　心の底を比べれば、この若い異端審問官の方がはるかに卑いやしいに違いない。

　中年の異端審問官は目を見開いた。

　……なぜ、私がここにいるのか、やっとわかった！

　神が私に与えたもうた使命が……。

　そのとき、ブリッジで三次元球形モニターを見上げていたドーダイが、通信オペレーターに聞いた。

「跳ちよう空間ゲートの管理部隊から連れん絡らくはあったか？」

「はい！　サングリューからの脱だつ出しゆつ船の九十二パーセントは転移終しゆう了りようしたとのことです。残りは輸送船四隻せきと……例のシザーズ・クイーンのみ、とのことです！」

「そうか……」

　ドーダイはそう言ってうなずいた後で、視線を目の前の戦いに移した。

　センサーオペレーターの声が飛んだ。

「敵、転移開始！　第百三十四波攻こう撃げき、来ます！」

　モニターに目を落としながらドーダイは、黒いくせ毛を持つ若者のことを心の中に思い浮うかべていた。

　……急いでくれ、マイド・ガーナッシュ……急ぐんだ！




　惑わく星せいサングリューの軌き道どうエレベーターのプラットホームに置かれた最後のコンテナの扉とびらが閉じられようとしていた。

　最後のコンテナには、マイドやワタル、そしてカーケルと亜人たちが乗っていた。

　集まってきた亜人たちは、自分たち全員が乗り切れないということを知ると、その場で話し合いを始めた。そして、避ひ難なんした人間の個人的な所有物で、家族同様に扱われていた者や、特とく殊しゆ技能を持った者だけを選せん抜ばつしてコンテナに送り出した。

　生き延びることが、誰かのためになる者を乗せよう……それが彼らの選抜の基準だった。

　扉の向こうで、亜人たちが微笑ほほえみながら手を振ふっていた。

　ウサ耳をつけたピンクの髪かみを持つ女。

　四本腕うでの緑色の肌はだをした肉体労働者。

　緑の髪を持つセールスマン。

　青い髪のメイド。

　その、誰もが、やさしく微笑み、手を振っていた。

　ゆっくりと閉じていくコンテナの扉の前に立っていたカーケルが、耐たえ切れぬようにその場に膝ひざをついて叫さけんだ。

「なぜだ！　なぜお前たちは笑う！　なぜそうやって手を振るんだ！　俺たちはお前らを見捨てるんだぞ！　最低の生き物なんだぞ！　怒おこれよ！　なじれよ！　わめけよ！　鬼おに、悪あく魔ま、卑ひ怯きよう者と！　なんで怒らないんだ！　なんで笑うんだ！　お前らは大おお馬ば鹿かだ！」

　答えはなかった。

　カーケルの見ている前でコンテナの扉が閉じた。

　リニア駆く動どうがかかり、身体からだが床ゆかに押し付けられるような感覚が襲おそった。

　音速を超こえる速度で上じよう昇しようするときの慣性は、このプラットホームを包んでいる弱い中立フィールドでは完全に中和しきれないのだろう。

　カーケルは、コンテナの床に座り込んで泣いていた。

「私は……なぜ、こんなに苦しいのだろう……怒ることもできず、ただ微笑むだけしかできぬ彼らを見ることが、なぜこんなに悲しいのだろう……」

　横に立っていたマイドが、静かに言った。

「あなたは今、初めて彼らと対等に向き合ったのですよ、カーケル博士」

　カーケルは涙なみだを溜ためた目でマイドを見上げた。

「対等に？」

「ええ、亜人と真人としてではなく、生命あるものとして」

　コンテナの床に目を落としてカーケルは言った。

「私は……なにをすればいいのだろう？　彼らに報むくいるために……私はどうすればいいのだろう？」

　マイドはかがみ込んでカーケルの肩かたに手を置いて言った。

「彼らは、人間の遺伝子を持つ真人は、尊く、素す晴ばらしいものだと信じていました。ならばそれを裏切らないことです」

　カーケルは、小さく何度もうなずいた。




　シザーズ・クイーンに、最後のコンテナが固定された。

　移乗用通路を通って船内に入ったマイドは、通路にぎっしりと詰つめ込まれた人々に目を丸くしたが、すぐに表情をひきしめた。

　……これからが本番だ。ほっとしている場合じゃない。

　そして、人々を搔かき分けながらブリッジへと急いでいたマイドは船内の慣性モーメントが変わるのに気づいた。

　……動き出した。最大加速で転移ステーションに向かうんだな。

　マイドは、身体に加わる加速度を予測しながら通路を進んだが、一向に加速度が加わらなかった。

「どうしたんですか？　何かアクシデントが？」

　そう言いながらブリッジに飛び込んできたマイドを見て、マリリンがうなずいた。

「よう、マイド、ごくろうさん……それがさ、予想していたより人が増えた関係で酸素供給の元になる水が足りないことがわかったのよ、それで、補給のためにいったん軌道ステーションに寄ることにしたんだ」

　マイドはうなずいた。

「先を急ぎますけど、酸素が足りなくなってせっかく助けた人にもしものことがあれば元も子もありませんからね、しかたないでしょう」

「なに、すぐそこだ、ものの五分もすれば着く。補給口はオートだし、向こうでバルブを開けてさえくれれば……」

　そこまで言ってからカワハヤは何かに気づいたようにコンソールを平手で叩たたいた。

「あ、くそ！　誰だれもいないんだ！　軌き道どうステーションの連中も全部避難しちまったから、今あそこには誰もいない！　誰かがコントロールルームに行って水補給のバルブを開けなくちゃだめだ！」

「ヴァルに頼たのみましょう、回線がリンクできれば朝メシ前のはずです」

『かしこまりました。補給口にコネクタがありますからそこからリンクしましょう』

　ヴァルの声を聞いたマリリンがうなずいた。

「いやあ、やっぱ便利だわ、あんた最高だね……ヴァル」

『お褒ほめに与あずかり光栄です』

　やがてブリッジの窓の向こうにサングリューの衛星軌道上に設けられた軌道ステーションが現れた。

　乗り捨てられた数十機のシャトルが、移乗用のウイングの先に群がるように漂ただよう姿は、白い鳩はとが、手のひらの上の豆を食べるために集まっている光景を想像させた。

　空っぽの宇宙船係留場所にシザーズ・クイーンを停とめたマリリンは、船内放送のスイッチを入れた。

「酸素供給に必要な水を補給するために、軌道ステーションに立ち寄ります。その後全速力で加速し、跳ちよう空間ゲートまで向かいます。その際、もう一度アナウンスしますが、加速の際は立つことなく、なるべく姿勢を低くし、小さな子供はしっかり抱だきかかえてください」

　インフォメーションを終えたマリリンは、インカムを外すと、不思議そうな顔で自分を見ているルサとカワハヤ、そしてマイドに向かって言った。

「なんだよ、なんか私の顔についてるのかい？」

　ルサが、あわてて首を振ふった。

「あ、いや、いつものべらんめえ言葉じゃないマリリン姉あね御ごの話し方を聞いたのは久々でしたから」

「うるさいね！　あたしだって、ちゃんと話そうと思えば話せるんだ！　あんたらに敬語使ったって意味ないから使わないだけのことだよ！」

　マリリンが、そう言ってルサをにらんだとき、ヴァルの声がした。

『まことに申し訳ございません、軌道ステーションのコントロールシステムにリンクしましたが、肝かん心じんのバルブスイッチだけが手動でございます！』

「なんだって⁉」

　マリリンは目を見開いた。

「じゃあ、誰かが中に入ってコントロールルームのスイッチを押さなきゃならないってことなわけ？」

『さようでございます、ただ、ボタンを押すだけ。それだけのことなのです』

　ヴァルの言葉を聞いたマイドが手を挙げた。

「僕が行こう、それだけなら僕だってできる」

「いいや、あたしが行くよ。あんたはカワハヤと、最短コースを取るための軌道計算をやってておくれ。ルサはエンジンの管理やんなきゃならないし、となればあたししかいないだろう？　はい決定！」

　そう言うなりマリリンは、シートのハーネスを外して飛び降り、右手についている端たん末まつに話しかけた。

「ヴァル！　聞こえる？」

　端末がヴァルの声で応えた。

『はい聞こえますですよ』

　満足そうに微笑ほほえんでマリリンは言った。

「よろしい、案内せよ」

　ヴァルは芝しば居いがかった口調で応えた。

『かしこまりました、マリリン様』

　ブリッジを出て行くマリリンを見送ってカワハヤは言った。

「……姉御は、あれがやりたかっただけじゃねえのかな？」




　シザーズ・クイーンと軌道ステーションを繫つなぐ移乗用通路がエアロックに固着されたことを示す青いランプとモニターの表示を見たマリリンは、エアロックの外部ハッチを開けて移乗用通路に入った。

　軌道ステーションは静まり返っていた。

　自分の足音だけが響ひびく廊ろう下かを走りながらマリリンは、つぶやいた。

「なんか、ホラー映画の主人公ヒロインにでもなったような気分だね」

　腕うでの端末がヴァルの声で応えた。

『お望みとあれば効果音を流しますが……あ、そこを左でございます』

　廊下の突つき当たりを左に曲がりながらマリリンは言った。

「やめとくれ。観客は絶対安全なところにいるから耐たえられるんだ。自分がその立場に立ったらやってられるか！」

　ドアを開けてコントロールルームに飛び込んだマリリンは、ずらりと並んだコンソールを見回して叫さけんだ。

「うわ！　スイッチとボタンばっかり！　ヴァルに来てもらって正解だ。で？　どのボタン？」

　二列目にあるコンソールのモニターにヴァルの顔が映った。

『こちらでございます！　右から四番目のボタンを押して下さい』

　マリリンはそのコンソールに駆かけ寄ると、ボタンを押した。

『お疲つかれでした、これでシザーズ・クイーンに水が送られます』

　モニターに映るヴァルがにっこりと笑うのを見て、マリリンは、ため息をついて言った。

「なんでもできるようだけど、やっぱりこんなときは身体からだが欲ほしいって思うかい？」

『そうですね、便利でもあり便利でもない……メリットデメリットは双そう方ほうにございますね』

　マリリンは、うなずいた。

「まあ、とにかく私の仕事は終わったわけだ、さあ、帰るよ、道案内たのむ」

『来た道と同じですが……』

　マリリンはモニターに映るヴァルをにらみつけた。

「それがわかんないから言ってんの！　自じ慢まんじゃないけど私は方向音おん痴ちなんだ！」

　一分後。

　マリリンは来たときには通らなかった、中央エントランスの丸屋根の下を走っていた。

「ほら見ろ！　方向音痴だって言っただろう！」

『自慢にはなりませんな』

「自慢してるわけじゃない！」

　右みぎ腕うでの端末に向かってそう叫んだとき、マリリンは視界の中に動くものを見て思わず立ちすくんだ。

『いかがされましたか？』

「何かが動いた！　誰だれかいるの？」

　マリリンの声を聞いて目の前の観葉植物の葉の後ろから顔を出したのは身長四十センチほどの女の子だった。

「なんだ、アド・フェアリーじゃないの、驚おどろかさないでよ、まったく！」

　マリリンがほっとため息をつくと、そのアド・フェアリーは、ぱたぱたと飛んで来るなりマリリンに飛びついて泣き出した。

「来てくれたんですね！　お客さんがみんな血相変えて走り出して……何がなんだかわからなくなって……怖こわくなって……隠かくれていたんです……そして静かになって……もどってみたら誰もいなくて……もっと怖くなって……」

　その泣きじゃくる小さな亜人を見てマリリンは思った。

　……きっと、最後の輸送船は余よ裕ゆうがあったんだな。だからサービスカウンターや調理場にいた亜人も、全部連れていったんだろう。

　隠れていたこの子は……置いていかれちゃったんだ。

　胸の前で泣いているアド・フェアリーに向かってマリリンは言った。

「あんた、名前は？　いっしょに来るかい？」

「あ……ありがとうございます！　ピクセルといいます！」

「よし、肩かたにつかまんな、走るよ！」

　マリリンはそう言うと走り出した。




　やがて、移乗用通路からシザーズ・クイーンに入るその手前でマリリンは足を止めてヴァルに向かって言った。

「この子の重さはどれくらい？」

『そうですね……マリリン様が着ている宇宙船内作業服と同じくらいだと思われます』

「よし、わかった！」

　そう言うなり、マリリンは着ていたジャンプスーツ型の作業服を脱ぬぎ始めた。

　そのころ、ブリッジではルサが頭を抱かかえていた。

「くそ！　水を積んだぶん積せき載さいオーバーだ！　何か捨てなきゃならんぞ！」

「これ以上何を捨てるって言うんだ？　何も残っていねえぞ」

　カワハヤがそう言ったとき、ブリッジに下着姿……黒いレースのブラ、おそろいのショーツ、ストッキングにガーターベルトという姿のマリリンが飛び込んできた。

「うわ！　なんですか姉あね御ご、その格好は！」

　目のやり場に困ったルサとカワハヤ、そしてマイドに向かってマリリンは肩の上に止まっているアド・フェアリーを指差して応えた。

「この子拾っちまってね、服の重さと同じだったから服を捨ててこの子を持ち込んだのさ」

　マリリンの答えを聞いたルサとカワハヤは顔を見合わせて叫んだ。

「あったぞ！　捨てるものが！」




　水の補給を終えたシザーズ・クイーンは、進路を跳ちよう空間ゲートのある転移ステーションに向けると、一気に加速した。

　通常の客船や貨物船では絶対に許可されないほどの加速度がかかった船内では、床ゆかに座った人々が抱だき合いながら、その加速度に耐たえていた。

　遮しや蔽へいの薄うすいコンテナの中以外の人々は皆みなほとんどが下着姿の軽装で、二、三人ずつ軽い非常用ブランケットにくるまっている。

　マリリンは、補給した水に対比する質量として、ベッドや家具に至るまで取り外せるものはすべて取り外し投とう棄きさせ、さらに避ひ難なん民たちと乗組員の全員に対し服を捨てるように指示したのだ。

　こうして文字通り丸まる裸はだかとなったシザーズ・クイーンは、丸裸の避難民を乗せて逃とう避ひ行こうを開始した。

　ブリッジから後方に伸のびる通路の片かた隅すみで、コーリンとワタルが肩を寄せあいブランケットにくるまって座っていた。

　コーリンが不満そうに言った。

「肩と肩では熱が逃にげるぞ、向かい合わせに抱き合っていれば熱は逃げぬ。どうして抱いてはくれぬのだ？」

　ワタルは顔を赤くして股こ間かんを押さえるように身体からだを回して言った。

「それはそうだけど……じゃあ僕の背中に抱き付けばいいよ」

「どうして向かい合わせではいかんのだ？」

「あ、いや、いろいろ事情があるんだよ」

　さらに顔を赤くするワタルを見て、コーリンは心配そうに言った。

「ワタル、顔が赤いぞ、熱でもあるのか？　いかんな、さあ早く抱き合って体温を上げるのじゃ」

　ぴったりとくっつくコーリンの裸はだかの肩から目をそらし、天てん井じようを見上げたワタルは心の中でつぶやいた。

　……ううう、喜んでいいのか悲しんでいいのか……それにしてもこんなところをアーヤに見られたらなんて言われるだろう……。




「シザーズ・クイーンから連れん絡らくです！　転移ゲートまで所要あと二時間！」

　通信オペレーターの報告を聞いたドーダイは、目の前に群がる黒い豆の萊さやの群れをにらみつけながらうなずいた。

「了りよう解かいした、と伝えろ。それだけでいい。急げとかなんとか言わんでもわかっているだろうからな」

「了解しました」

　通信オペレーターがシザーズ・クイーンに返答している声を聞きながらドーダイは、目の前にある艦かん隊たいの状じよう況きようを示すモニターに目を落とした。

　黒色僧そう騎き兵へい艦隊第三艦隊の総数はすでに一万隻せきを割っていた。

　小型艦のエネルギー切れに伴ともなう弾だん幕まく密度の減少は、そのまま敵の突とつ入にゆうを許す結果となった。

　艦隊の中に飛び込んできた豆の莢どもに向けられたローデス軍の近接防衛兵器は、あまりにも少なかった。

　ローデス軍と違ちがい、帝てい国こく軍はほとんどミサイルを使用しない。そのため、この種の兵器の必要性は低く見積もられ、戦列艦に申し訳程度搭とう載さいされているだけだったのだ。

　そして、弾幕の薄い部分ができるたびに、艦隊のあちこちで、損害を受ける艦が続出し、そしてそれがまた、弾幕を薄くする、という悪あく循じゆん環かんを繰くり返していた。

　……負のスパイラルだな。

　このまま戦せん闘とう不能な艦の数が増えれば、いつか完全に破は綻たんする。

　前線に出ている小型艦を後方に下げ、少しでも回復させ、その破綻を少しでも先送りにせねば。

　と、なると戦列艦を……盾たてにするしかあるまい。

　ドーダイは皮肉な笑えみを浮うかべた。

　この戦いは、すべてのセオリーが通用しないというわけだ。過去のどの戦歴を見ても駆く逐ちく艦や軽巡じゆん航こう艦を温存するために戦艦を捨てるなどという作戦は存在しなかっただろう。

　ドーダイは、ブリッジの中にいた参さん謀ぼうたちに向かって言った。

「諸君の見ての通り、我わが艦隊はすでに半数以上を失った。このままではあと二時間を持ちこたえることは難しい。従って、私はこの二時間を持ちこたえるために、戦列艦をすべて最前線に出し、敵の攻こう撃げきをひきつけ、その間にすべての駆逐艦と軽巡航艦を後退させ、補給と整備を行うこととする」

　居並ぶ若い参謀たちの反応は、さまざまだった。驚おどろくもの、青ざめるもの、そして……うなずくもの。

　ドーダイは、その、うなずいた四人の参謀の名前を呼んだ。

「イサカ、レミントン、ミロク、ホーワ、前に出ろ」

　名前を呼ばれた四人の参謀はおたがいの顔を見合わせながら進み出た。

　その四人の顔を見回してドーダイは言った。

「撤てつ退たいする駆逐艦および軽巡航艦を、近接防衛艦隊として別編成とする。艦隊指揮官は第八十八雷らい撃げき艦隊司令、ブローニング中ちゆう佐さだ。貴様らはその艦隊付参謀となる。任命書はあとで作って送る、さっさと支し度たくをしろ！」

　四人の中の一人、イサカという若い参謀が叫さけんだ。

「私はその任務を辞退します！　ここにいさせて下さい！」

　残りの三人も口々に叫んだ。

「私もです！」

「お願いです！」

「ここで最後まで戦わせてください！」

　ドーダイは一いつ喝かつした。

「貴様らは、この戦いをその目で見て、そしてどうすればいいのか知ったはずだ！　この戦いはこれで終わるわけではない！　だとしたら、次の戦いを考える人間が必要なのだ！　貴様らはそのために生き残り、そしてローデスに帰る義務がある！　いいか、これは命令ではない！義務だ！」

　そのとき、若い異い端たん審しん問もん官が進み出た。

「諸君、恐おそるべき異端だ！　聞いたかね？　この男は部下に神の敵を倒たおすことではなく、生き残ることを命じたのだ。ローデスの聖典には、こう書いてある。『神は絶対なり、神の前に個人を置いてはならぬ、神のために個人がある』と……諸君、これが異端でなくて何が異端であろう！　宗教憲兵！　この男を逮たい捕ほしろ！」

　ブリッジの片かた隅すみにあるローデスの祭さい壇だんの前で直立不動の姿勢を取っていた二人の宗教憲兵は、驚いたように目を見開いて若い異端審問官を見た。

「何をやっている！　早く逮捕するのだ！」

　異端審問官の命令を聞いた二人の宗教憲兵が、構えていた警けい杖じようを持ち替かえてドーダイに近づこうとしたそのとき。

　ドーダイが叫んだ。

「馬ば鹿か者！　今がどういうときかわかっているのか！　この局面で、異端審問などやっている場合ではない！　ここで再編成が遅おくれたら、われわれはあと二時間保もたぬ！　われわれは負けるのだ！」

　その言葉を聞いた若い異端審問官は勝ち誇ほこったように言った。

「そうだ、お前は負ける、ドーダイ……今まで勝ち続けていたことでお目こぼしされてきた、数々のわれわれ異端審問官に対する侮ぶ辱じよく、そのすべてがお前の上に降りかかるのだ！　これはすべて神のご意志だ！　己おのれの不信心さを後こう悔かいするがよい！」

　ドーダイはしばらく黙だまっていたが、やがて、にやり、と笑って言った。

「言いたいことはそれだけか、若わか僧ぞう……貴様の位はなんだ？」

　若い異端審問官は胸を張って、そこに下げてある神印を指差した。

「位を聞くとは愚おろかな……私は正四位の位を受け、いかなる者に対しても異端審問のための逮捕権が与あたえられているのだ！　この若さで正四位の位を得たものは他ほかにおらんぞ」

　ドーダイの笑いは消えなかった。

「ほう……正四位か……格下だな」

「なんだと！　……貴様！」

　ドーダイは胸の中から金色に輝かがやく正三位の神印とそして教皇院の公的な文書に使われるうす緑色の書状を取り出し、それを突つきつけた。

「見ろ！　この神印の位はなんだ！　言ってみろ！　そしてこれは、エンデロ様からの委任状だ！　私の行こう為いはすべてローデスの神の名の下もとに許された行為である！　その私に向かって異端者と決め付けた貴様こそが異端者ではないか！　貴様の行為は異端審問の名において個人の意い趣しゆ返がえしを行う異端審問官の七つの大罪の一つだ！　違ちがうか！」

　若い異端審問官は、ドーダイの手に輝く金の神印を見て絶句した。

「正……三位だと？　そんな……馬鹿な……なぜ……貴様がそんなものを持っておるのだ！」

　ドーダイは笑った。

「なぜ持っているのかだと？　決まっている、私はこれを持つにふさわしい男だからだ！」

　若い異端審問官はわめいた。

「認めんぞ！　認めるものか！　偽にせ物ものだ！　貴様はあろうことかローデスの神印を偽ぎ造ぞうしたのだ！　死し刑けいだ！　この場で射殺してくれる！」

　そして、着ていた法衣の下からショックガンを取り出そうとしたそのとき。

　ブリッジにショックガンの発射音が響ひびき、若い異端審問官は目を見開いたままその場に崩くずれ落ちた。

　ブリッジにいた全員が凍こおりつく中で、床ゆかに倒れた若い異端審問官の後ろに立っていた中年の異端審問官がショックガンを構えたまま静かに言った。

「見苦しいものをお見せした、まことに申し訳ない」

　ドーダイは目を見開いたまま静かに言った。

「……ありがとうございます」

　中年の異端審問官は静かにうなずいた。

「この者はものごとの真理を見通すには、まだ未熟だったということでありましょう……この戦いには、ドーダイ大たい佐さ、あなたのような人間が必要なのです」

「確かに、今はこのようなことをやっている場合ではありません。ご協力に感謝します……」

　ドーダイはうなずくと、後ろに立っていた参さん謀ぼうたちに向かって言った。

「さあ急げ！　連れん絡らく艇ていで第八十八雷らい撃げき艦かん隊たいの旗き艦かんに移乗するのだ！　貴様らにはこの先ずっと仕事をしてもらわねばならんのだ！」

　そのとき、中年の異端審問官が言った。

「違いますよ、ドーダイ大佐」

「なんですと？」

　振ふり向いたドーダイは、目の前に立つ異端審問官の手にショックガンが握にぎられたままなのを見て、息を飲んだ。

「あなたは……いったい……」

　ドーダイの言葉に構わず中年の異端審問官はショックガンを持った手をすっと水平に伸のばして言った。

「あなたにも働いてもらわねばならぬのです……ローデスは、これから先も、ずっと……」

　そして、ブリッジに再びショックガンの発射音が響いた。




　二時間後、やっとのことで転移ステーションにたどりついたシザーズ・クイーンのブリッジで、マイドたちは、目の前の光景を食い入るように見つめたまま無言だった。

　やがて、マリリンがあえぐようにつぶやいた。

「あれが……異星人の宇宙船……」

　転移ステーションのすぐ向こうに、星々を埋うめ尽つくすほどの異星人の豆の莢さやの群れが迫せまっていた。

　弾だん幕まくの隙すき間まを抜ぬけて飛び込んできて破は壊かいされたのだろう、転移ステーションの周囲には無数の豆の莢の破片が漂ただよっている。

　そのうちのいくつかはまだステーションの建物に突き刺ささったまま、あちこちで火花を散らしていた。

　この破片のために跳ちよう空間ゲートにエネルギーを送る動力炉ろが破損してしまったため、応急修理が行われていた。

　じりじりしながらカワハヤがつぶやいた。

「急いでくれ……コンテナには防ぼう御ぎよスクリーンを張ってあるが、ここであの化け物に飛び込んでこられたらすべてが水の泡あわだ……」

　ゲートが開けばいつでも飛び込めるように、カワハヤの左手はピクトレバーを握りしめて進路を固定し、右手は推進機のレバーにかけたままだった。

　マリリンが、かすれたような声で言った。

「圧あつ倒とう的に不利だね……多勢に無勢にもほどがある……よく保もたせてくれたもんだよ」

　転移ステーションの向こうで最後の防衛線を展開している艦隊は、駆く逐ちく艦や軽巡じゆん航こう艦という小型艦ばかり、それも百隻せきに満たぬ数だった。

　すべての艦が火を噴ふくハリネズミのようになって、ビーム砲ほうを撃うちまくり、押し寄せる豆の莢どもを食い止めている。

　カワハヤが、つぶやくように言った。

「戦列艦がいねえぞ……まさか逃にげちまったんじゃねえだろうな？」

「ああ、帝てい国こくもローデスも似たようなものだからな」

　うなずくルサを見てマイドが首を振った。

「いや……違ちがうと思う。あの……ドーダイという大佐は少なくともそんなことをするような人間じゃない」

　カワハヤはうなずいた。

「まあな、お偉えら方がたにしちゃあマシな方だったな」

　そのとき、通信スクリーンにローデスのオペレーターが映った。

『ジェネレーターの修復が終わった！　ゲートを開く、急げ！』

　マリリンがモニターに向かって低い声で聞いた。

「あんたらは？」

　モニターの向こうにいるオペレーターは表情も変えずに言った。

『われわれの任務は、ここを完全に破壊することだ』

「しかし……それじゃあ！　助からないじゃないか！」

　食い下がるマリリンを見て、オペレーターは怒おこったように言った。

『あんたらがいたんじゃ爆ばく破はできない、邪じや魔まだからとっとといなくなってくれ！』

　マリリンはモニターをにらみつけた。

「なんて言い草だよ！　こっちは心配してやってんのに！」

　その、マリリンの顔を見てオペレーターは笑った。

『怒った顔も素す敵てきだな、お姉さん……』

「え？」

　びっくりしたように目を見開くマリリンに向かってオペレーターはゆっくりと言った。

『ローデス教皇軍黒色僧そう騎き兵へい艦隊の総員を代表して、諸君らに感謝する。避ひ難なん民を無事に送り届けて欲ほしい……最後の最後に目の保養をさせてもらった。ありがとう』

「え？　あ！」

　マリリンがあわてて胸を押さえたのを見たオペレーターは、もう一度笑った。

『長い間オペレーターをやっていたが、これほどの役得を得たのは初めてだよ……では、さらばだ！』

　シザーズ・クイーンの目の前でタンホイザーゲートが開いた。

　それと同時にいくつもの豆の莢さやが飛び込んできた。

　ついに最後の防衛陣じんが破られたのだ。

「行くぜ！　つかまってろ！　加速したまま突つっ込むぞ！」

　カワハヤが叫さけんだ。

　シザーズ・クイーンは推進機を全開にしてゲートの中に飛び込んでいった。
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　第九章　終しゆう焉えん







　惑わく星せいサングリューの首都にある国家主席の官邸のバルコニーに置かれたベンチに座り、沈しずみゆく夕日を見ていたアキラーニが家の中に向かって声をかけた。

「サンドラ、ちょっと来なさい」

「はい、ただいま」

　優やさしい声がして一人の亜人の女性が現れた。

　緑の髪かみを持つ、三十代半ばに差し掛かかった、落ち着いた風ふう貌ぼうの亜人だった。

　アキラーニは優しい目でサンドラと呼んだ亜人を見ると、自分の座っているベンチの横を指差した。

「ここに来て座りなさい」

　サンドラは、ちょっと驚おどろいたように目を見開いた後で、恥はじらうように下を向いてうなずいた。

「はい……」

　自分の横に座ったサンドラの横顔を見ながらアキラーニは聞いた。

「なあ、サンドラ。私は、いい主人だったか？」

　サンドラは困ったように言った。

「私はご主人をあなたしか存じません……ですので、よくわかりません……」

　アキラーニは微笑ほほえんだ。

「そうか。そうだったな……」

　視線を沈み行く夕日に投げて、アキラーニは静かに言った。

「知ってるか？　サンドラ。お前は……死んだ私の妻に似せて作らせたんだ」

　下を向いたままサンドラは言った。

「存じております」

　アキラーニはベンチから立ち上がると、バルコニーの手すりに手を置いた。

「お前は……ずっと私に尽つくしてくれた……お前がいなかったら私は耐たえられなかっただろう。人間には、寄り添そう相手が必要なのだ……あらためて礼を言おう、ありがとう……」

　サンドラは困ったような顔になって言った。

「……畏おそれ多いことです」

　アキラーニは振ふり向いて笑った。

「そういうときは喜んでよいのだ」

　その言葉を聞いたサンドラは目を見開いた。

「笑って……よろしいのですか？」

「ああ、許す」

「ありがとうございます」

　サンドラは微笑んで小さく頭を下げると、ベンチから立ち上がり、アキラーニのそばまで来てその腕うでを取った。

　その顔を見て、アキラーニは悲しそうな顔をした。

「息子むすこのルスランには悪いことをしたと思っている……あれが亜人を必要以上に嫌きらい、排はい斥せきするのは私の罪だ……最後まであいつの心を解くことができなかった。それだけが心残りだよ」

　アキラーニの腕につかまったままサンドラは静かに言った。

「いいえ、言葉ではひどいことを言っても、ルスラン様はけっして亜人たちに手を上げたり、物を投げつけたりなどの暴力を振るわれたことはありません……私だけでなく、メイドにも庭師にもです。ルスラン様はわかっていらしたのだと思いますわ」

　サンドラの言葉を聞いたアキラーニは大きく息を吐はいた。

「そうか……そうだといいのだがな」

「そうですとも」

　サンドラはそう言うと、そっとアキラーニの腕に頭を寄せ、地平に沈む太陽を見つめた。

　二人が夕日を見つめているそのはるか上空を、きらめく流星が落ちていった。

　一つ、また一つと。




　部屋の掃そう除じを終えて、夕食の準備をしていた亜人のルーは、外でジョーが呼ぶ声を聞いた。

「おーい、ルー。来てみな、流れ星だ」

　鍋なべの火を消してエプロンで手を拭ふくと、ルーは玄げん関かんから外に出た。

　農場から運転してきたトラクターの上で、四本の腕のうちの二本の腕を顔の上にかざしてジョーが空を見上げていた。

　ルーが見上げると、夕ゆう闇やみの迫せまる空に、白い光を引いていくつもの流星が落ちてくるのが見えた。

「へえ、すごいね、流星雨だよ、いくつ落ちているんだろう？」

　ジョーが怪け訝げんな顔をした。

「りゅうせいう？」

「流れ星の雨って書くのさ、雨みたいにいっぱい星が落ちることを言うんだよ」

　感心したようにジョーが首を振った。

「さすがは接待用の亜人だ、学があらあ」

　ルーは微笑んだ。

「一応教育はうけてるからね、学があるところを見せたついでに、もう一つ教えてやるよ」

「何をだい？」

　ちょっと真面目まじめな顔をしてルーは言った。

「真人さまの間で伝わっている言い伝えなんだけどね、流れ星に願いごとをすると、その願いはかなうそうだよ」

　ジョーは目を丸くした。

「へえ、すげえなあ、お前なんでも知ってるんだな」

「へへへ、すごいでしょ」

　得意そうな顔をするルーを優しい目で見てジョーは言った。

「どうだいひとつ俺たちもその願いごととやらをやってみちゃあ」

　ジョーの顔を見てルーはあきれたように言った。

「それは真人さまの言い伝えだよ、亜人が願ったってかなうもんか」

「そりゃあそうだけどよ、こんだけ流れ星が落ちてるんだ、一つぐらいは亜人の願いをかなえてくれる流れ星があるかもしれねえじゃねえか」

　ルーは笑ってうなずいた。

「それもそうだね、じゃあ願おうか」

「おお、そうしよう」

　夕闇の中、二人の亜人は指を組んで頭こうべを垂れ、目を閉じた。

　やがて、目を開いたルーはジョーに聞いた。

「あんた……なんてお願いしたんだい？」

　ジョーは照れくさそうに言った。

「俺か？　ご主人様たちが平和で幸せに暮らせますように……そしていつかこの星にお帰りになりますように……って願ったのさ」

　ジョーの答えを聞いたルーは、ジョーの腕に抱だきついて笑った。

「私とおんなじだ！」

　寄り添そった二人の亜人は黙だまったまま、落ち続ける無数の星を見上げていた。




　惑わく星せいシャントール。

　そこはサングリューから撤てつ収しゆうしたローデス軍が選んだ、次の前線基地だった。

　第七惑星の軌き道どう上に設置された転移ステーションの周りには、サングリューから撤収してきた戦せん艦かんと、そして本国各地から増ぞう援えんとして送られてきた数万におよぶ戦艦や輸送船が、ずらりと並んで再編成されるのを待っていた。

　連れん絡らく艇ていや、補給船があわただしく動き回るその宇宙港に、入港する船があるという知らせが飛び込んできたのはそのときだった。

「惑星サングリューからの避ひ難なん船だと？　すべて収容したのではないのか！」

　港こう湾わん管理をしているローデス軍の基地司令官の質問に、通信オペレーターが応えた。

「それが……どうやら最後に逃にげ遅おくれた人々を収容していた船があったようなのです、たった今、黒色僧そう騎き兵へい艦隊司令部の方から連れん絡らくがありました！」

「で？　艦種と収容人数は？」

　オペレーターは手元のモニターに目を落として確かく認にんしてから答えた。

「艦種は帝てい国こく型Ｓ級コンテナ貨物船……収容人数は五百名とのことです」

　司令官は目を見開いた。

「Ｓ級のコンテナ貨物船に五百人だと！　どうやったらそんなに乗せられるのだ？」

「詳くわしいことはわかりません……そういうデータが来ております」

　やがて、タンホイザーゲートが輝かがやき始めた。

「最後の輸送船が来ます！」

　コントロールルームにいた兵士たちは、みんな窓のところに集まってゲートを見つめていた。

　ゆっくりと跳ちよう空間の隙すき間まからシザーズ・クイーンが姿を現した。

　コントロールルームにいた兵士たち、そして港湾の中で作業していた作業員たち、その場にいたすべての人間が息を飲んだ。




　シザーズ・クイーンはボロボロに傷ついていた。

　後ろから突つっ込まれたのだろう、後部にある推進機には黒い豆の莢さやの破片がつき刺ささりそこから火花を散らしている。

　各部の航法デバイスはもぎ取られ、ケーブルで後部にぶら下がっている。

　しかし、コンテナだけは無事のようだった。

　基地司令官は、そのコンテナに防ぼう御ぎよシールドが張られていることに気が付いた。

　……五百人におよぶ避難民は、あのコンテナに収容されているのか！

　しかし……よくもまあ、この状態でたどりついたものだ。

　ずらりと並んだローデスの戦艦の真ん中に作られた進路を、シザーズ・クイーンはゆっくりと進んできた。

　それは、まるで両側に並んだ戦艦たちが、そのボロボロの貨物船の行った行こう為いに、心から敬意を表しているように見えた。

　基地司令官は、静かに言った。

「入港信号を発光せよ…貴艦ノ入港ヲ心カラ歓かん迎げいスル……だ」

「は？」

　あっけにとられた顔をして聞き返した信号担当の係員に向かって基地司令官は怒ど鳴なった。

「何をしている！　早く入港信号を発光するのだ！」

　信号担当の係員は抗こう議ぎするように応こたえた。

「しかし、司令官殿どの。あれは軍艦でも、ましてローデスの船でもありませんが……」

　司令官は首を振ふった。

「だから……なんだと言うのだ！　入港信号を発光！　最大光でだ！」

　コントロールタワーの先に伸のびる信号柱に取り付けられている七色のストロボライト、そのすべてがいっせいに点てん滅めつを始めた。

　やがて、港内に停てい泊はくしていた一隻せきの戦艦が先せん端たんと両端にある信号灯を点滅させはじめた。

　一いつ瞬しゆん遅おくれて隣となりの艦が。

　またその隣の艦が。

　次々に信号灯を点滅させはじめた。

　その点滅は、瞬またたく間にすべての艦に伝わっていった。

　シャントール基地を埋うめ尽つくす数万の戦せん闘とう艦すべてが敬意を示す信号灯の点滅の中を。

　旧式の、オンボロ貨物船が、ゆっくりと進んでいった。







　銀河の半分を統すべる人類最大の帝国であるマガザン帝国の中心、帝星ブックス。

　衛星軌道から見ると、大陸に大きな星型のバッジを張りつけたように見えるその都市建造物の中心部の上には白く輝く反物質スクリーンが張られている。

　いかなる攻こう撃げきも無力化すると言われているその巨きよ大だいなスクリーンの真下に、マガザン帝国の王宮があった。

　皇帝の間に通じる小さな部屋で、アティーブは一人の男の前に立っていた。

　報告書を手に持ったその中年の男は確かめるようにアティーブに聞いた。

「……これは、侵しん略りやくと取っていいのだな」

　アティーブは静かに応えた。

「侵略という概がい念ねんがあの異星人にあれば、侵略と言えるでしょう……ロッホ様」

　怪け訝げんな顔をしてロッホと呼ばれた男は尋たずねた。

「それはどういう意味かね？」

　概念を講義する教授のような口調でアティーブは言った。

「彼らにしてみれば、単なる開かい墾こんにすぎないのかもしれません。あれは、われわれが野山を切り拓ひらき、そこに農場を作る行為と変わりません。ただただ、邪じや魔まなものを切り倒たおして進むだけです」

　その言葉の意味を知ったのだろう、ロッホの顔色が変わった。

「では……この戦いはどうなる……」

　アティーブは逆に聞き返した。

「われわれが野山を開かい拓たくするのをあきらめるのはどのようなときですか？」

「それは……投下した資本が回収できる見込みがなくなったときだ」

　その答えに満足したようにアティーブはうなずいた。

「そういうことです。彼らが、開拓を続けることが割に合わないと知るときまでこの戦いは続きます」

「それはいつなのだ？」

　ゆっくりと首を振ってアティーブは答えた。

「わかりません、彼らがいつ、それを知るのかそれは見当がつきません……ひょっとすると、彼らの個体の最後の一体が死ぬまで知らないかもしれません」

　立ちすくんだロッホは、大きくため息をついて黙だまり込んだ。

　長い沈ちん黙もくの後で、帝てい国こく内務大臣であるロッホ・トゥナイツは、ぽつりと言った。

「長い……戦いになりそうだな」

　アティーブは黙ったまま一礼した。







　次の日、帝国皇帝の通信ラインに、一通の通信が入った。

　それは神聖ローデス連合の法王であるコマキン三世からの直接通話の申し込みだった。

　長い帝国とローデスの歴史において、双そう方ほうの国家指導者が直接会話を行った記録はなかった。

　そして、これは新しい歴史を作る第一歩となった。







　あとがき







　どうも、お久しぶりです「雑家」の鷹見一幸です。「でたまか・黄おう昏ごん落らく日じつ篇」いかがでしたでしょうか？

　実質的に十ヶ月ぶりの「でたまか」ですが、このお話は前巻の「晴天霹靂篇」が終わった直後からそのまま話が続くという構成になっております。

　十ヶ月も間が開くと、前巻の内容をお忘れになってた方も多いと思いましたので、一切の小細工なしに、ストレートに「続き」を書くという方法を選せん択たくしました。

　物語の書き方には、物語の展開を優先する方法と、一つのエピソードを深く書き込むことを優先する方法があります。「でたまかシリーズ」は本篇はあくまでも展開優先で書き、エピソードの掘ほり下げは短篇集で行う、という方法をとることにしました。

　本篇はこの後、ローデスと帝国の同盟による人類連合の成立と大決戦。撤てつ収しゆう戦で取り残されるケルプワイン艦かん隊たい、命令を無視するコットンたち。人格が一変したチャマーと、それに戸と惑まどうエリス、そして相変わらずのコーリンとワタルとアーヤ。こういったメンバーたちが活かつ躍やくするメインのストーリーを追い、その合間に「拾しゆう遺い録（短編集）」というスケジュールで進むことになりそうです。

　お読みになった方はおわかりかと思いますが、今回は一切の肩かた書がきも権力もないマイドが活躍するお話です。

　帝国を二分した内乱が終結し、アウトニア再興が決まり、そして再生治ち療りようを受けていたメイの回復もめどがつき、やっと、ただのマイド・ガーナッシュにもどれる……はずだったのに、運命はマイドの腕うでをつかんだまま放そうとはしませんでした。

　運命は、マイドをどこに連れていくのでしょうか？　実を言うとその行き先は私にもわかりません。確かに私の頭の中には、一いつ生しよう懸けん命めい考えた「でたまか」のお話があります。しかしそれは、文章になって読めるものではありません。

　文章になった「でたまか」を読めないという点においては、私もみなさまとまったく同じ立場にいるわけでして、私の中には「どきどきわくわく」しながら、文章になったそのお話を読みたがっている私が同居しています。

　この「どきどきわくわく」を読者の方と共有できれば、それは望外の幸せです。




（読んだ人の引っ越こしに連れていってもらえる本を書きたい）


鷹見　一幸
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